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　　プロローグ







　季節は二月の中なか頃ごろに差しかかっていた。

　まだまだ冬の勢力が春を打ち負かしている頃である。

　イギリスのとある町。

　クォース製薬研究開発所と看かん板ばんを掲げた建物がひとつ。

　製薬会社勤務の初日。スッグルナックは幾いく分ぶん緊張した面おも持もちでネクタイをしめなおした。

　建物自体は小さいがきっと中は清せい潔けつな器具で一いつ杯ぱいなのだろう。

　その期待は扉ドアを開けるまで続いていた。

「失礼します」

　扉を開けたスッグルナックは勢いよく足を踏ふみ入れた。

　彼は自分の予想が外はずれたことを思い知らされた。

　狭せまい中にごちゃごちゃと大量の機材、大量の実験動物達。そしてたった一人の白はく衣いの男。

　背を向けて顕微鏡を覗のぞき込んでいる。顔は見えないが白い物が混じった髪かみの毛からそれなりの年であることが窺うかがえた。

「いらっしゃい。クォース製薬研究所へ」

　男は顕微鏡から目を離しふ～～と一息吐はき出し振り向いた。

「私はここの所長、ダビンチルドというものだ」

　老人だった。どう見ても七十歳以下には見えない。白い髪かみは手入れされた様子もなくボサボサ。極限まで分厚い瓶びん底ぞこ眼鏡めがねからは老人の瞳ひとみは見えなかった。

　かつての上じよう司し、ドクター・アラキとよく似た香かおりがした。

　怒おこると見み境さかいをなくす香り。

　目的のためなら手段を選ばない香り。

　血液にマムシドリンクでも流れているような香り。

「ダビンチと呼んでくれればけっこう」

　ダビンチは骨張った手を突き出した。

　スッグルナックはその手を握にぎった。

　ミイラと握あく手しゆしているような錯さつ覚かくを覚えた。

「チンケな研究所で落らく胆たんしたか」

「いえ」

　スッグルナックは即そく座ざに否定した。

「いい仕事は場所で決まるわけじゃありませんから」

「ふふ。いいねえ若いってことは」

　ダビンチは呵か々かと笑った。

「とにかくこちらもよろしく頼むよ。先月実験中のアクシデントで一人死んでしまってね。正直困っていたんだ」

　スッグルナックの背中を冷たい汗が流れた……がなんとか持ちこたえる。

　ブラックウイナーの時がもっと危険だった。

　女吸きゆう血けつ鬼き、クラレンスが乗り込んできた時にはもう少しで死ぬところだったのだ。

　あれに比べれば、まだここは。

「履歴書は読ませてもらったよ。ＷＨＯにいたんだって」

　ダビンチは再び背を向けると顕微鏡に目を向ける。

「はい。上司のやり方についていけなくなりまして」

「あのじじい、吸血鬼が相手となると見境がなくなるからのぉ」

　スッグルナックの目が見開かれた。

　ブラックウイナーの存在は絶対機き密みつだ。大統領だって知らない。駅前の占うらない師しだって知らない。ブリブリ博士だって知らないはずだ。

　ＷＨＯの幹部の数名。それからブラックウイナーとして吸血鬼狩がりに従事する人々。ほんの一ひと握にぎりの人間だけが知りうる情報なのだ。

　他言したら死あるのみ。

　そ～～ゆ～～機き密みつなのだ。

「アラキ所長を、知っているのですか？」

「アラキ？」

　ダビンチは顔を上げると小首を傾かしげた。

「ああ、今はそんな名前なのか」

　何事もなかったかのように顔をもとに戻す。

「そりゃ知ってるさ。君もブラックウイナーにいたなら知ってるだろう。ほら、吸きゆう血けつ鬼きの抵てい抗こう力りよくを押さえる薬品」

「聖せい水すいですか。正式名称は………一度所長から聞かされたことがありますが……え～～～と」

「ダビンチチロキシン」

「そうです、ダビンチチロキシン……ダビンチ……」

「四十年前、私があのじじいに頼まれて作成した薬品だ」

「どっひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

「本来ならば画かつ期き的てきな新薬として認可されるべきだったのじゃが、まあ対象が対象だから仕方ないの」

　スッグルナックはぼ～～～ぜんとしていた。

　せっかく吸血鬼とは関係のない職場で働ける、そう信じてきたのに……。

　いや。

　激しく首を振る。

　昔の話だ。今現在はこうやって製薬会社の社員として働いているではないか。

　気分を紛まぎらわすため、スッグルナックは周りに目を向けた。

　実験動物達がガラスケースに入れられている。

　定番のハツカネズミ。

　金魚。

　訳の分からない水すい槽そう。

　何気なくネズミのケースを覗のぞき込んでいたスッグルナックは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

　ハッカネズミ達が群がっているパック。

　それが冷凍血液だということに気がついたスッグルナックは顔色を変えた。

「ダビンチ所長！」

「なんじゃい。大きい声を出して」

「このネズミ、このネズミ。血のパックを」

「ったく。ブラックウイナーの所長秘ひ書しよまでやった男ならばいちいち取り乱さないと思って採用したのに。とんだお角かど違ちがいじゃったな」

　ダビンチは面めん倒どうくさそうに呟つぶやくと椅い子すをぐるりと回しこちらに顔を向けた。

「血を飲むに決まっておるじゃろう。それはバンパイアウイルスに感かん染せんしたマウスなのだから」

「バンパイアウイルス………」

「ああ、そうじゃ。吸きゆう血けつマウスだ」

　ダビンチはつまらなそうに答えた。

「あの、隣となりの金魚は？」

「それもウイルスに感染させた。吸血金魚だ」

　スッグルナックは戦せん慄りつした。

　ブラックウイナー内部にも研究機関はあった。しかしバンパイアウイルスを動物に投与するなど話にきいたこともない。

「そっちは吸血ウサギ。そっちは吸血カエル。そっちは吸血カタツムリ」

「これは？」

　スッグルナックは暗いケースを指さした。

「それだけは失敗じゃ」

　ダビンチは顔をしかめた。

「昆虫系統にも効くかと思って試したみたんじゃが………」

「どうでした」

「それがよくわからんのじゃ」

　スッグルナックはもう一度ケースを覗のぞき込んだ。

　何やら小さな虫がいる。

「もしかしてこれは」

「うむ。吸血蚊かじゃ」

「蚊？」

「よく考えたら蚊はもとから血を吸っとった。実験が成功したかどうかよく分からん」

　スッグルナックは言葉を嚙かみ締めた。

　天才と馬ば鹿かは紙一重だと。

「しかしバンパイアウイルスなんてどうやって」

「オリジナルを培ばい養ようしたんじゃ。もちろんそれなりに工夫してな。じゃがやはりオリジナルとは別の物となる。この間一度人間に投与してみたんだが」

「吸血鬼になりましたか？」

「吸血鬼にはなった。じゃが何の超能力も身に付けなかった。急激な肉体再生能力さえも。しかも知能が著しく低下する。血を求めてさまよい歩くだけの化ばけ物ものとなったのだ」

　ダビンチはため息を吐はき出した。

　それから脇わきの冷蔵庫からカプセルのケースを取り出した。

「これをばらまくだけで世界の滅めつ亡ぼうは時間の問題だろう」

「物ぶつ騒そうですね」

「確かに。だが五十年もこの研究をしていると、ふと思うことがある」

　ダビンチは目を細めた。

「吸きゆう血けつ鬼きこそ、神が我々人類に与えたリトマス紙なのではないかとな」

「………よく意味が理解できませんが」

「頭を使って考えてみるんじゃ、吸血鬼がその気になってウイルスを次々と伝染させてゆけば世界が滅ほろぶのもそう時間はかからない」

「世界は吸血鬼で埋うめ尽つくされ、結果的に餌えさとなる血液が不足する。そして滅びが訪れる」

「じゃが彼らはそれをしない。吸血鬼だって滅びたくはないからな。だがこのままブラックウイナーに迫はく害がいされ続けたらどうだ。忌いみ嫌きらわれ殺されるという自らの血に悲ひ嘆たんし全すべてを道づれにして死に絶たえようと考える輩やからも出てくるかもしれない。吸血鬼が生きる気力を無くすような地球は常に滅びの可能性を孕はらんでいるのではないかとな」

「つまり、ブラックウイナーのしていることは無意味だと」

「そうは言ってはおらんよ。あの所長みたく全ての吸血鬼を滅めつするというのも一つの手てには違いないからね」

　ダビンチは指を三本立てた。

「対策は三つ。一つ。吸血鬼迫害をただちに止める。中ちゆう途と半はん端ぱな迫害を続けるよりはずっと効果的だ。二つ。全ての吸血鬼を根ね絶だやしにする。そしてその三。ワクチンを投与する」

「ワクチン？」

「そうじゃ。感かん染せんしたバンパイアウイルスを抹まつ消しようするワクチン」

「それが出来たら苦労しませんよ」

　スッグルナックは苦笑した。

「それが出来ているのだよ」

　ダビンチの答えにスッグルナックはその場にひっくり返った。

「なんですって」

「ほらこれだ」

　ダビンチによって突き出された小さな箱を手にとったスッグルナックは脳味噌をフライパンで思いきり叩たたかれるような衝しよう撃げきを受けた。

『ニンゲンニナ～～ル』

　商品名だった。

　中身はピンクの小粒だった。錠じよう剤ざいが十二個入っている。

「自費製造だがね」





　商品名：ニンゲンニナール




　効能：人間に戻れます。

　注意：お子様の手の届かないところに保管しましょう。






「いまいち信しん憑ぴよう性せいにかけるんですけど……」

「それなりのデーターは出ている。この間バンパイアウイルスを投与した人間はこの薬でもとに戻った」

「じゃあ、ほぼ完成じゃないんですか」

「いや」

　ダビンチは否定した。

「この薬はまだ実用化は出来ない。何な故ぜなら本物の吸きゆう血けつ鬼きに試していないからだ」

「本物の吸血鬼」

「そうだ。私が培ばい養ようしたバンパイアウイルスに感かん染せんして吸血鬼となった動物、人間には効果はてき面だった。定期的に服用していれば二日程度でバンパイアウイルスが消しよう滅めつする。だがオリジナルの吸血鬼にたいしてはどうだろう。副作用だってまだまだ未知だ」

「ならアラキ所長に電話しましょう。捕えた吸血鬼を提供してもらえば」

「無む駄だだ」

　ダビンチはきっぱりと言う。

「一いち応おう電話は入れた。だが話にもならなかった。彼が欲しているのは吸血鬼を救う薬品ではない。殺す薬品なのだ」

　それからダビンチは息を吐はき出した。

「誰だれか実験に協力してくれる吸血鬼はいないだろうか？」

　スッグルナックの頭に一人の吸血鬼の顔が浮かび上がった。

　確か名前は、ジルコニア。

　ジルコニアが生きていること、スッグルナックが小型爆弾を埋うめこんだサファイアも健けん在ざいであることを、スッグルナックはモンドーから聞いていたが、いまさらブラックウイナーに知らせるつもりもなかった。

　人体実験など非人間的に思える行為だ。

　だがジルコニア一人が犠ぎ牲せいになって、それでデーターが得られて、完全なニンゲンニナールが開発されたら、もう血ち生なま臭ぐさい殺し合いはなくなる。

　尊とうとい犠牲として銅どう像ぞうでも立てよう。

　私がお金を集めたっていい。

　スッグルナックは決心を固めるとダビンチの手を握にぎり返した。

　危ない光景だった。

　新たなる地平線だった。

「私に任せてください」

　スッグルナックは熱い瞳ひとみでそう言ったのだった。

（ちなみにこれらの会話は英語でされてます。ご了承ください）













　　第一章　春こない










　　　　１




　それはいつもと何ら変わらない夜だった。

　すでに十二時を回っているため日にちは二月十二日。

　その青年はリビングのテーブルで英語の宿題に精を出していた。

　が、だからといって彼を誉ほめることは出来ない。

　何な故ぜなら、彼は一生懸けん命めい、隣となりに座る少女が口にする答えを書き写していたのだ。

　怪奇ホラー映画から出てきたような少女の奇き妙みような服装を抜かせば、そんなに奇妙な光景ではなかった。

　しかし、実はこの少女……。

　ピーマンアレルギーで女性の血しか吸わないとってもプリティーな吸きゆう血けつ鬼きなのだ。

「ふぅ」

　最後の問題を成なし遂とげた青年は息を吐はき出した。

「ありがとう。おかげで助かったよ。ジル」

　屈くつ託たくのない笑みを向ける。

　ジルと呼ばれた少女は教科書を閉じるとジト目で青年を見た。

「森しん写じや歩ぶ朗ろう」

　そして諫いさめるように言う。

「こ～～ゆ～～～の他た力りき本ほん願がんっていうんでしょ。あまり感心出来ないよ」

「分かる。ジルの言うことはよく分かるぞ」

　森写歩朗は腕を組んでウンウンと頷うなずいてみせた。

「宿題は自分でやれ。確かにその通りだ。しかしな人間には不可能なことってのがあるんだ。たとえばこの問題集だが、はっきり言って出来る問題が一つもない」

　何な故ぜか森写歩朗は胸を張った。

「もしこの問題集に真っ正面から戦いを挑いどんでみろ。一ページも終わらないうちに東の空からお日様が上ってくる。その白紙の裏にどれだけの苦労が積み重なっていても、先生にそれを見抜くのは不可能。晴れて僕は青春の高校生活四年目を送ることになってしまう」

「森写歩朗。前から一つ聞きたかったんだけど」

　ジルは尋たずねた。

「高校卒業したらどうするか考えてるの？」

「う～～～～ん。いろいろ考えてるんだけどなぁ」

　森写歩朗はあごに手を当てて考えるポーズを取った。

「これまでずっと学生服だったからな。とりあえず洒落シヤレた服を買おうと思う」

　ジルはカクンと頭を落とした。

「そうじゃなくて。進学するとか、就職するとか」

「僕の成績を見れば………まあ、聞かなくても分かるだろ」

　確かに聞かなくても分かった。

　限りなく地平線を突っ走っている森写歩朗の成績で進学という言葉をはじき出すのは少々困難だった。

　予備校、自宅浪人。

　受験生がナイフ持って暴あばれたくなる言葉もあるが、本人にやる気なし。

　何か特技があればそれを伸のばす専門学校という意見もあるが彼に特技…特技は………。

　ジルは森写歩朗の眠そうな顔を見つめた。

「何だよ。じろじろ見て」

　特筆すべき特技は思い浮かばなかった。

　どんな逆ぎやく境きようでもへらへら笑っていられるぐらいだろうか。

　へらへら笑う能力を伸のばす専門学校があると聞いたことはない。

「ま、バイトでもしながら………ゆっくり考えるよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは他ひ人と事ごとのように笑った。

「とにかく、現在の目標は卒業！　これからちゃんと授業に出て、休み時間には先生の肩もみをして、お情けで卒業させてもらう！」

　森写歩朗は拳こぶしを握にぎり締めて叫んだ。

　卒業！

　森写歩朗にとっては遠大で壮大な目標だった。

「はぁ」

　ジルはため息を吐はき出すがすぐに微笑ほほえむ。

　森写歩朗の性格はよく知っている。

　こ～～～ゆ～～～のんぽりした性格が森写歩朗なのだ。

　こ～～ゆ～～性格が好きなのだ。

　飛び込んできた吸きゆう血けつ鬼きに同情してかくまってくれる優やさしいというか場に流されやすい性格が。

「やりたいことが見つかったら、その時に考える。まあ父さんみたいな冒ぼう険けんをする気にもなれないからね」

「ダディーがどうしたの？」

「ああ、昔に聞いた話なんだけどね」

　森写歩朗はジルに顔を近寄らせた。

「父さん。高校をたった二週間で中退してアメリカに渡ったらしいんだ」

「へぇ」

　初耳だった。

「アメリカで何をやってたの？」

「なんでもストリートファイターやってたとか街がい頭とうでマッチを売っていたとか」

　あまり信しん憑ぴよう性せいはなかった。

「二十七歳で日本に帰ってきて旅行代理店に就職。その頃ころかな。僕が玄関に捨てられてたのって」

「は？？？？？」

　ジルは訳が分からないといった顔を見せた。

「今……何て言ったの？」

「え？　だから二十七の時に帰国して旅行代理店に勤めたんだよ」

「違う。その後」

「その後？」

「玄関に捨てられたとか捨てられないとか」

「ああ」

　なんだそんなことかとでも言わんばかりに森しん写じや歩ぶ朗ろうは頷うなずいた。それから意い外がいそうに尋たずねる。

「あれ、言ってなかったっけ」

「聞いてないわよ」

「そうかぁ。言ってなかったか。実はね。僕は捨すて子ごだったんだよ」

「！！！！！！」

　ジルはよろめいた。

　驚きで言葉が出ないらしい。

　それでも苦労して吐はき出す。

「だってダディーは」

「父さん何て言ってたの？」

「花はな子こは森写歩朗を生み落とした後、産後の肥ひ立だちが悪くて死んじゃったって」

「そうか、僕が子供の頃ころに聞いたら恵けい子こは僕が一歳の時、階段から落ちて死んじゃったって言ってたなぁ。他ほかにも真ま理り子こは僕が離乳食を始めたころトラックに跳はねられて。加か代よ子こは僕が保育園に入るころ古い肉にく饅まんを食べて……。その場しのぎで生きてる人だから設定を統一してないんだよ。聞く度たびに変わって面おも白しろいよ」

「じゃあ、あっちの仏ぶつ壇だんは何なのよ」

「何なのよって。あれは父さんが張った精せい一いつ杯ぱいの見み栄えというか威い厳げんというかでね」

「じゃあ、仏壇の中の写真は？」

「菊きく池ち桃もも子こだよ」

　森写歩朗は即そく答とうした。

　ジルは啞あ然ぜんとした。

「父さんが好きなんだ」

　ジルの啞然とした顔はまだ戻らない。

「驚いた？」

「驚いた」

　ジルは正直な感想を述のべた。

「確かに、性格が百八十度違うことは奇き妙みようだったけど。まさか親子じゃなかったなんて」

「いや。父さんと僕は正しよう真しん正しよう銘めいの親子なんだよ。僕も信じられないけど」

「え？」

「つまりね」

　森写歩朗は嚙かんで含ふくめるように説明を始めた。

「父さんが植えた種が知らないところで発はつ芽がしてね。畑の持ち主がこんな芽めはいらない。種を植えたあいつに押しつけてやるって」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの比ひ喩ゆ表現の意味をジルの聡そう明めいな頭脳はすぐに理解した。

「そ～～ゆ～～～ことなの」

「そ～～ゆ～～～ことなんだ」

　二人は頷うなずきあった。

「じゃあ、森写歩朗は母親の顔も名前も知らないって」

「全く知らない。まぁ僕がこんなんだから東洋系だっちゅうことは間違いないけど」

「ダディーは教えてくれないの？」

「いや～～～。面と向かって聞いたこともないし。まぁそこまでして知りたいことでもないしね」

　森写歩朗はそこで大きな欠伸あくびをかました。

「さてと、眠るかな。ジルはこれからご飯なんだろ」

「うん」

「大丈夫か？　こんな夜中に人が出歩いてるとも思えないけど」

「繁はん華か街がいの方でけっこういい場所を見つけたの。意い外がいとおいしい血が集まってる穴あな場ばがね」

「サフィーちゃんは？」

「ああ、姉さんは駄だ目めよ。美少年の血液しか吸わない主義だから探すのにもえらく時間がかかる」

「しかし、この町にそう美少年がごろごろしてるとも思えないし。そうか、それで最近ゲッソリしてるのかぁ」

「さっさと別の町へ行けばいいのにね」

　ジルはそう言うと窓の縁へりに足をかけた。

「じゃあ、行ってくる」

「行ってらっしゃい。宿題ありがとな」

　森写歩朗の礼の言葉にジルは微笑ほほえんだ。

「いいってことよ森写歩朗。姉妹そろって居い候そうろうなんだからそれくらいしなくちゃ」

　おどけてそう言ったジルは夜の空へと飛び立っていった。

　たちまちジルの姿は見えなくなる。

　高所恐きよう怖ふ症しようの吸きゆう血けつ鬼きっているんだろうか？

　森写歩朗はそんな疑問を覚えた。

　もしくは流血アレルギーの吸血鬼ってのも厄やつ介かいだな。

　僕が吸血鬼になったら、三日で餓が死しするか二日でブラックウイナーにやられるかのどちらかのような気がする。

　ジルを見送った森写歩朗は洗面所へと向かった。

　愛用の歯ブラシくわえるとしゃこしゃこやりながら居間へと戻りテレビをつける。

　深夜番組だった。

　何やらチョコレートの溶かし方を説明している。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは露ろ骨こつに顔をしかめた。

　ついにこの季節がやってきてしまったのを知ったからだった。

　昨年の悪あく夢むが蘇よみがえった。




　そう、あれは高校二年生の二月。

　彼女いない歴十七年で吹きすさぶ風の中を歩いていた頃ころだった。

　それは校門をくぐった時だった。

『あのこれ』

　突とつ然ぜん突き出されたチョコレートに森写歩朗は動どう悸きを激しくした。

　だってチョコレートを突き出している女の子。なかなかけっこう可愛かわいらしいのである。

　これはいわゆる、バレンタインのチョコレート。

　森写歩朗は自らの頰ほおを思い切りつねった。

　その痛みだけではまだ信用出来ない。何せ歩いてきた道程がイバラの道。

　隣となりの壁かべに頭をうちつけてやっと夢でないことを文字通り痛感する。

　森写歩朗は天にも上る心持ちで手を出した。

　少女は言った。

「有ある賀が先せん輩ぱいに渡してくれませんか？」

　とぼとぼと家に帰る…すると郵便受けに山となったチョコレート。

　喜び勇いさんで手にとってみるが宛先は全すべて父親へ向けられたものだった。

　父に初めて殺さつ意いを覚えた瞬しゆん間かんだった。




「十八年という長い人生の中で覚えた教訓。それは……」

　森写歩朗は拳こぶしを握にぎり締めた。

「余よ計けいな期待をしないということだ！」

「バレンタインのことで悲ひ嘆たんにくれてんでしゅか？　トナ」

　その甲かん高だかい声は後ろから聞こえた。

　森写歩朗は慌あわてて振り返った。

「サフィーちゃん」

　赤毛の七歳くらいの少女が立っていた。

　見かけから想像するのはとてつもなく困難だがすでに五百年近く生きている。

　マツタケアレルギーで美少年の血液しか吸わない吸きゆう血けつ鬼きなのである。

　ジルとは吸血鬼社会でいう姉妹関係にあるのだ。

「まぁ五百年美少年の血を追いかけ続けてきたアタシから見て、トナはあんましもてる方じゃないとは思うけど……それでもこれまで全ぜん滅めつってことはないでしゅよね」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは何も言わなかった。

　それがこれまでの戦せん歴れきを物語っていた。

「もしかして……全滅？」

「いいじゃないか。チョコレートの数で人生が決まるわけじゃない」

　森写歩朗は喚わめいた。

「安心しなさい。今年はこのサフィーちゃんがとっときのチョコレートを用意してあげるから」

　口調を一変させてアダルトバージョンにしたサフィーは森写歩朗の顎あごに細い人差指を走らせた。

　普ふ段だんは舌したったらずの幼子を演じてはいるが、時とき折おり見せる瞳ひとみの色は間違いなく大人おとなのそれだった。

　そりゃそうだ。森写歩朗の二十倍以上生きてるのだ。

「それに感動してさっさと吸きゆう血けつ鬼きになってくれるとこっちも嬉うれしいんだけどね。トナにその気があったら、アタシ、嚙かんでもいいわよ」

「遠えん慮りよします！　それに約束したはずだぞ。ここに住む以上は約束は守ると、ちゃんと正月に一筆書いたじゃないか！」

　森写歩朗は自室に飛び込み引き出しからお目当ての物を取ってくるとサフィーの前で開いてみせた。

　大きめの紙にはこう書かれていた。


　　　森写歩朗の血は吸いません




　　　　　　　元旦　ジルコニア




　　　トナの血は吸わないでしゅ




　　　　　　　元旦　サファイア



「サフィーちゃんそんなの書いた覚えないでしゅ」

「子供の振りして誤ご魔ま化かしたって無む駄だだからな」

　サフィーは舌した打うちした。

「わかってるわよ。トナの血はいかなることがあっても吸いません。それでいいのよね」

「ああ」

「でもトナが吸血鬼になってサフィーちゃんと一いつ緒しよに生きようって気になったらその時は」

「間違いなくそんなことは思わないから安心するように」

　森写歩朗は断言するように言うと書き初め用紙をもとあった場所へ戻した。

　洗面所で口をゆすぐとこれで睡すい眠みん準備ＯＫ。

　自室へ向かおうとした森しん写じや歩ぶ朗ろうはふとテレビを見るサフィーに話しかけた。

「サフィーちゃん。今日は帰りが早いけど、ご飯すませたの？」

「すませたでしゅ」

「へぇ、うまく美少年が見つかったんだ」

「美少年っていうか、ちょっと年は大きかったけど、文もん句くなしの美男子でしたね」

　サフィーはヨダレを吸い込んだ。

「絹のようなブロンドの髪かみ。白い首筋。住すま居いも調べてきたから二、三日は食事させてもらう予定でしゅ。ただ右ピアスってのがちょっと怪あやしかったけど」

「右耳にピアスしてると何が怪しいんだ」

「知らないんでしゅか。右耳にピアスしてるってことはねイコール」

　そこでサフィーは言葉を止めた。

　テレビにジャニーズジュニアが映ったのだ。

「おいしそう」

　ヨダレをすするサフィーを呆あきれた目で見つめた森写歩朗はため息一つ。

「貧ひん血けつにさせない程度にするんだよ」
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「わかってるでしゅ」

　サフィーの返事を聞いた森写歩朗は苦笑しながら自室へと向かった。

　ジルによって掃除されてるから部屋はいつでも奇き麗れいだった。

　きちんとベッドメイキングされた寝ね床どこに潜もぐり込む。

　どうか、明後日あさつての忌いまわしき日は、平へい穏おん無事に過ぎてくれますように。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは見えない流れ星に祈いのった。

　二回祈った地点で彼は眠りに落ちた。

　三回祈れなかった彼の願いは聞き入れられそうになかった。




　外へと飛び出したジル。だがその矛ほこ先さきは繁はん華か街がいへは向かない。

　本当は食事なぞ夕方に速そつ攻こうで終わらせていたのだ。

　ジルはコンビニの前に着地すると濃こいサングラスを装そう着ちやくした。

　いくら夜でもコンビニの強力なライトには目が痛くなってしまうのだ。

　ジルはバレンタイン用のチョコレートには目もくれずごく普通の板チョコへと足を進める。

　板チョコ五枚、ホワイトチョコ三枚。それから小さな小箱を手にするとレジへと向かった。

　辰たつ太た郎ろうからお年玉としてもらった一万円札をレジヘバシンと叩たたき付けた。

「これください」

　気き迫はくが漂ただよっていた。

「はいい」

　深夜バイトの店員がジルの気迫にたじろいだのか半歩後あと退ずさる。

　ビニール袋をぶら下げてジルはコンビニを出た。

「明後日。明後日」

　決戦の日は木曜日だった。




　　　　２




　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ。

　目覚まし時計が鳴った。

「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　森写歩朗は大おお欠伸あくびをするとベッドから起き上がった。

　いつもとなんら変わらない朝。

　なんら変わらない部屋。

　ベッドの下からはサフィーの寝息が聞こえて、目め張ばりされたカーテンからほんとうにかすかに光の線が見える。

「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　森写歩朗は大きく伸のびをするとベッドから立ち上がった。

　まだまだ眠っていたいが、遅ち刻こくという恐きよう怖ふには逆さからえない。

　逆さからってもいいがその場合落第という別の悪あく魔まが脳のう裏りをちらつくのだ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは素す早ばやく制服に着替えると鞄かばんを手にリビングへと向かった。

　テーブルにはトーストとハムエッグ、そして今日の弁当が乗っていた。

「お早よう」

　薄うす暗ぐらい部屋の中、ジルが朝の挨あい拶さつをする。

「ああ、お早よう」

　森写歩朗は椅い子すに座ると素早く朝食を平たいらげた。

「そういえば父さん今日帰ってくるって言ってたなぁ」

「何時頃ごろ？」

「え～～～と、夕方になると思うよ」

　森写歩朗は注がれたお茶を飲んだ。

「さて行くかな」

　鞄に弁当をつっこむと森写歩朗は玄関へと向かった。

　一年前に年末大売り出しで購入した靴を履はきドアの鍵かぎを開ける。

「じゃあ行ってくる」

「行ってらっしゃい」

　ジルに見送られて、森写歩朗は玄関を出た。

　扉ドアを閉めてさあ行こうとした森写歩朗は、何な故ぜか足を止めた。

　扉の前には、一人の女性が立っていたからである。

　全体的に黒い服装をした女性だった。

　顔はよく見えない。

　女性は何やら手に抱えていた物体を森写歩朗に押しつける。

「？？？」

　森写歩朗は訳も分からずそれを受け取った。

「ご利用有り難うございます」

　女性は搔かき消すように姿を消した。

　もしかしたら忍にん者じや？

　森写歩朗はそう思った。

　それから改めて手の中の物体を覗のぞき込む。

　森写歩朗の目が中国の絵皿のように見開かれた。

「こ、これは」

　森写歩朗が驚くのも無む理りはなかった。

　マンション矢や吹ぶき八階、花はな丸まる宅たくの前、森写歩朗に抱えられた物体。

「おぎゃあ」

　そいつは森写歩朗の顔を見ると泣きだしたのだった。













　　第二章　この子どこの子あいつの子
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　赤ん坊だった。

　愛くるしい赤ん坊だったのだ。

「おぎゃあおぎゃあ」

　泣き出した赤ん坊を前に森しん写じや歩ぶ朗ろうの停止していた脳味噌が復活する。

「なんでこんな所に赤ん坊が」

　脳細胞をフル回転させて考えるがそう簡単に答えははじき出されない。

「おぎゃあおぎゃあ」

　赤ん坊は必死に泣き喚わめいて自己主張している。

　放っておくわけにもいかず森写歩朗は赤ん坊を抱いたまま玄関へと戻った。

「あれ、忘れ物？」

　玄関へ顔を出したジルはすぐに赤ん坊に気がついた。

「わぁかわいい」

　母性本能をくすぐられたのかジルが赤ん坊をあやし始めた。

　赤ん坊はすぐに泣き止んだ。

　その頃ころになって、ジルの頭に疑問が浮かぶ。

　なんで学校へ行くと言って出ていった森しん写じや歩ぶ朗ろうが次の瞬しゆん間かん、赤ん坊を抱えて帰ってくるのだろうか。

　考えれば考える程謎なぞが深まる。

「森写歩朗」

　ジルは心しん底そこ分からないといった様子で尋たずねた。

「何………これ」

「赤ちゃんだ」

　それだけは間違いない！

　そう断言した森写歩朗は続けて言った。

「女の人に押しつけられた」

　ジルは絶ぜつ句くした。

　顔面蒼そう白はくになったジルは森写歩朗を見上げた。

「不ふ潔けつよぉぉ！」

「はあ？」

「私に内ない緒しよで子供なんか作って」

「何を言ってるんだよ」

「相手は誰だれなのよ！」

「ちょっと待て。何か大きな誤解があるようだぞ」

　森写歩朗は両手をぶるんぶるんと振りたくった。

「落ち着いて考えるんだジル！」

　ジルはしばし息を整えていた。

「そうね」

　その声が吐はき出された瞬間、森写歩朗から安あん堵どの息が吐き出された。

「よく考えれば、私が森写歩朗に会う前だよね。私がとやかく言えることじゃ」

「違～～～～～～～う！」

　森写歩朗は絶ぜつ叫きようした。

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　冤えん罪ざいだ！　僕じゃないんだ！　僕じゃないんだよ！」

「じゃあこの子は誰の子だって言うのよ」

　ジルは言葉を止めた。

　この家に住む森しん写じや歩ぶ朗ろう以外の男といえば。

　一人しか思い浮かばない。

　ツアーコンダクターとして世界中を飛び回り現地の酒を飲み尽くすうわばみのような男。

　森写歩朗も蒼そう白はくな顔で立ち尽くしていた。

　二人の頭には、花はな丸まる辰たつ太た郎ろうの姿が思い浮かんでいた。

　無責任そうな顔でスキップを踏ふんでいた。

　めちゃくちゃ怪あやしかった。

　しかも十八年前の前ぜん科かもある。

　森写歩朗という前科が。

「ついに来たか……」

　森写歩朗はがっくりと膝ひざをついた。

「いつか来る。いつか来るとは思ってたけど、本当に来るなんて。こうやってコウノトリに弟が運ばれてくる日が」

「森写歩朗。水をさすようで悪いんだけど」

　森写歩朗から赤ん坊を受け取ったジルがおずおずと言った。

「この子。女の子よ」

「何！　妹だったのか」

　森写歩朗はなんてこったいと首を振った。

「これで僕はお兄ちゃんになってしまったわけだ」

「どうしよう。この子」

「どうするもこうするも当事者が不在じゃどうしようもない。父さんが帰ってくるまで、面めん倒どうを見るしかないだろうな」

「ほんぎゃあほんぎゃあ」

　お子様は泣き出した。

　けたたましく。

「あれぇ。泣き出しちゃった。どうしよう」

「オムツじゃないのか？」

「オムツ……ね」

　お子様を床ゆかに寝かせるとジルはゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「行くわよ」

「ああ」

　ジルはゆっくりと赤ん坊の下した履ばきを脱がしオムツへと手をかけた。

　パンドラの箱を開けるかのごとく緊きん迫ぱくした空気が流れる。

　二人は安あん堵どのため息を吐はき出した。

　バイオハザードにはなっていなかった。

「おしっこだ」

「おしっこね」

「しかし………オムツ替えなくちゃいけないなぁ」

　そこで森しん写じや歩ぶ朗ろうはポンと手を打った。

「そうだ」

　リビングへと突っ走る。

「どうしたの？」

　赤ん坊を手にジルが森写歩朗の後を追いかける。

　森写歩朗は必死に収しゆう納のう庫この中身を引っ張り出していた。

　辰たつ太た郎ろうの私物が入っていると聞かされていたためジルは一度も覗のぞいたことはない。

「僕は小学校三年の時にここに引っ越して来たんだけどね。その時のガラクタやなんかがここに詰め込んであるんだ。後は父さんの土産みやげとかいろいろ」

　食い倒れ人形とか等身大の木き彫ぼりのインディアンの人形とか訳の分からないものが出てくる。

　日本刀があった。

　埴はに輪わもあった。

　土ど偶ぐうもあった。

　父親って何者だろうと思った。

　干ほし首くびもあった。

　さすがにそれには森写歩朗は驚いた。

　様々な無気味な物、奇き妙みような物を吐はき出した後、やっとのことお目当ての物は発見される。

「あった」

『しんじゃぶろう』と書かれた段ボール箱を手に森写歩朗は顔を綻ほころばせた。

「確かこの中に」

　段ボール箱を逆さかさにすると、赤ちゃんかごとかおぶい紐ひもとかガラガラとかベビー服とかが音をたててくずれ落ちる。

「え～～と」

　森写歩朗は床ゆかに広がったがらくたを物ぶつ色しよくし始めた。

「森写歩朗。何これ？」

「ああ、僕の小さい頃ころ使ってたもんなんだよ」

　森写歩朗は一冊の分厚い日記帳を拾いあげた。

「え～～～と、子育て日記帳。父さんこんなのつけてたんだ」

「うわぁ。見せて見せて」

　ジルが覗き込む。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはページを開いた。




　十一月十五日

　玄関を出たら赤ん坊がいた。

　どうやら俺おれの子らしい。

　いつ産まれたかわかんねえが誕生日は今日でいいや。




　十一月十六日

　何やら妙みように泣きわめいている。元気でよろしい。




　十一月十七日

　いつまでたっても目を覚まさない。寝る子は育つ。大きくなるだろう。




　十一月十九日

　仕事だ。アマゾンのガイドだ。仕方ないから息子むすこを背せ負おって参加。ちょっと目を離した隙すきにいなくなる。こまったものだ。

　十一月二十日

　息子を発見。猿サルにさらわれていた。どうやら猿は自分の子供だと思っているらしい。誠意ある説せつ得とくの結果ようやく返してもらった。おかげで今日の仕事はぱ～～だ。




　十一月二十一日

　川に落とした。慌あわてて投と網あみで捕まえたがピラニアにかまれていた。跡あとが残るかもしれないがこれも男の勲くん章しよう。




「何ぃぃぃ」

　森写歩朗は腕をまくった。

　ギザギザの傷きず跡あとが腕に残っている。

「この傷はピラニアだったのかぁぁぁぁ！！！」




　十一月三十日

　やっと名前を決めた。森写歩朗だ。うむ、なかなか珍めずらしい名前で格かつ好こういい。きっと俺おれに似たナイスなガイになることだろう。




　そこで日記は終わっていた。

　後のページは全すべて白紙だった。

「父さんがどうやって僕を育てたか分かったような気がする」

　それから森しん写じや歩ぶ朗ろうはしみじみと呟つぶやいた。

「よく生きてるな。僕」

「ほぎゃあ」

　再びぐずつき始めた赤ん坊の泣き声で森写歩朗は本来の任務を思い出す。

「そうだ。オムツ。オムツ」

　残念ながらオムツは見当たらなかった。

「しょうがないなぁ」

　家にない以上どこかで調達するしかない。

　森写歩朗は時計を見た。

　速そつ攻こうでオムツを買って帰ってくるのに十五分くらい必要だろうか。

　それから学校へ行けば、遅ち刻こくするが一いち応おう間に合う。

　普ふ段だんなら何も言わずに平気で自主休業するところだが落第の可能性を背中に背負って三千里の今、出席日数は稼かせがなければならない。

　一時間目は数学。

　担任だからまだ泣きつける。

「よし、じゃあ僕オムツ買ってくる。しばらく待っててくれよ」

　森写歩朗はサイフ片手に家を飛び出した。
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　マンション矢や吹ぶきから歩いて十分、走って五分。ライオンに追いかけられて三分。

　そんな距離関係に小さなスーパーがあった。

　スーパー竹たけ村むら。

　ごく普通の零れい細さいスーパーだが、朝の六時から十二時までという営業時間が気き合あい入っている。

　森写歩朗はスーパーに飛び込んだ。

「いらっしゃい」

　店主の竹村さんが明るい声をあげる。

　髭ひげの立りつ派ぱなおいちゃんだ。

「あれ、花はな丸まる君じゃないか。久しぶり」

　そういえばそうだった。

　以前なら食料の買い出しにちょくちょく顔を出していたのだが最近はジルにお任せしている。

　年始の初売り以来来ていなかった。

「そうそう今朝一番にスキヤキの材料が売れてね。花はな丸まるウォークに参加する人がいたんだ」

　そう。スーパー竹たけ村むらは花丸ウォークの中間ポイントの一つなのだ。

　花丸ウォークに挑ちよう戦せんした者は皆ここでスキヤキの材料を購入していく。

「どうだい。無事たどり着けたかい」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはいなかった。

　竹村さんの話なぞ聞かずに速そつ攻こうで幼児用品売り場へ突っ走っている。

　スペシャルムーニーと、粉ミルクの缶を手に取るとレジヘと。

「すいません。哺ほ乳にゆう瓶びんあります？」

「悪いね。哺乳瓶ちょっと品切れしてるんだ」

　竹村さんは申し訳なさそうに言った。

「じゃあ、これだけお願いします」

「こりゃまた変わったものを買うね」

　竹村さんはそうは口にはしたもののそれほど不思議そうな顔も見せずにレジを打った。

「どうも」

　森写歩朗はお金を払うと店を飛び出して行く。

　悲劇はその時から始まった。

　ひょっこり。

　こんな早朝にも関かかわらず、何な故ぜかマンション矢や吹ぶき在住のおばさまが一人、陰かげから姿を現したのだった。

　六階に住む久く保ぼ田たさんだった。

　久保田さんは水を得たかじきまぐろのごとく竹村さんに詰め寄る。

「あの、花丸さんが買っていったものって……」

　久保田さんの質問に竹村さんは不ふ審しん感かんも何も覚えずに答えた。

「紙オムツと粉ミルクだったけど」

「やはり」

　久保田さんは深く頷うなずいた。

「あの、私急用を思い出したので」

　久保田さんは買い物籠かごを置くと店を飛び出した。

「何なんだ？」

　竹村は不思議そうに首を傾かしげた。




　ライオンに追いかけられても三分かかる道筋を久保田さんはわずか二分で駆け抜けた。

　情報を得た主婦はライオンよりも速いのだ。

　久保田さんは一階の遠とお山やまさん宅たくの扉ドアを叩たたいた。

「あら、久く保ぼ田たさんとこの奥さん」

　欠伸あくびをかみ殺した遠とお山やまさんとこの奥さんが姿を現した。

「どうしたんです。こんな朝に」

「いえ、ちょっと面おも白しろいものを見たんです」

　遠山さんとこの奥さんの顔色が変わった。

「何ですのそれ」

「ええ、実はですね。花はな丸まるさんとこの森しん写じや歩ぶ朗ろう君がね。スーパー竹たけ村むらで紙オムツと粉ミルクを買っていたんですよ。もしかして、あの同どう棲せいしてる外人の娘との間に子供でも出来たんじゃないのかしら。私思うんですが妊にん娠しんの喜びでつい先走って粉ミルクや紙オムツを」

　主婦のネットワークの伝達力は恐おそろしい。

　彼女達は情報を仕入れた直後、まだ知っていない人物を探してゾンビのようにさまよい歩くのだ。

　しかし本当の恐ろしさは別にある。

　その信しん憑ぴよう性せいのなさである。

　消えて行く不確定要素である。

『もしかして』

　最初にこの言葉が消える。

『私思うんですが』

　次にその言葉が消える。

　それぞれ勝かつ手てに自分の想像を付け足し次に伝わる時にはそれら全すべてが事実となっているのだ。

　それから十五分後、八階の玉たま井いさんに七階の松まつ枝えださんが伝えた内容はこんな感じである。

「花丸さんとこの森写歩朗君と同棲している外人の娘に子供が産まれたんですって。二人ともまだ若いけど、駆かけ落おちするくらいの意気込みに花丸さんも納なつ得とくして来月に結婚式を挙げて正式に入籍させるんだって」

　主婦のネットワークは恐ろしい。

　本当に恐ろしい。




「取とり敢あえずミルクはスプーンで飲ませておくけど」

「今日中に哺ほ乳にゆう瓶びんを調達してくるよ。確か部室の小道具の中にあったから」

　森写歩朗は靴の紐ひもを結んだ。

「じゃあよろしく頼むよ。なるべく早くに帰ってくるからさあ」

「行ってらっしゃい」

　ジルに見送られて森写歩朗は家を出た。

　ミルクを作るのに手て間まをとった。

　冗じよう談だん抜きでライオンに追いかけられないと間に合わない。

　階段を駆け降りる森しん写じや歩ぶ朗ろうは近所の奥様とすれ違った。

「どもお早ようございます」

「あ、今回はおめでとう」

　すれ違った後、走りながら森写歩朗は小首を傾かしげた。

「何がおめでたいんだろうか？」

　謎なぞだった。




「行っちゃったね」

　ジルは赤ん坊を抱いて閉められた扉ドアを見つめた。

「さて、どうしようっか。赤ちゃん」

　オムツをかえってもらって気持ちをよくしたのか、赤ん坊は元気にだあだあしゃべっている。

　理解不能な宇宙人の言語だった。

　ジルは赤ん坊をかごの中に横たわらせた。

「何か玩具オモチヤがあったよね」

　ジルはぶちまけられた幼児用品の山を物ぶつ色しよくする。

　先ほどの日記帳が目についた。

　ジルは苦笑しながら日記を開いた。

「猿サルにさらわれてピラニアにかまれるなんて体験する人、そういないんじゃないかしら」

　ヒラリ。

　その時だった。日記帳の一番後ろから紙切れが落ちたのは。

　変色した紙切れだった。

　拾い上げたジルはそこに書かれた文字を読んだ。

『私とあなたの子供です。名前はまだ決めていません。私はジンジャエールって呼んでます。もし私が迎えにいかなかった時は、あなたの手で育ててください』

　これが何なのか、簡単に想像はつく。

「そうか、結局迎えにこなかったのね。森写歩朗のお母さん」

　ジルは寂さびしそうにそう呟つぶやくとその紙切れを仏ぶつ壇だんの前に置いた。
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「ちわ～～～す」

　森写歩朗は部室の扉を開いた。

　えらい久しぶりだった。

　普ふ段だんなら好き好んでやってくる所ではないが今日は仕方ない。

「あ、花はな丸まる先せん輩ぱいじゃないですか！」

　本を読んでいた三みつ石いしが顔を上げると顔を綻ほころばせた。

「お久しぶりですね。どうしたんです。今日は？」

「あん、倉くら地ちさんいないよね」

「え、今日はまだ来てないけど」

「そうか」

　森写歩朗は安あん堵どの息を吐はき出した。

「そうか、花丸先輩……最近ひどい目にあってるって話でしたよね」

　三石が気きの毒どくそうに言った。

「そうなんだ。倉地さんの大学への推すい薦せん入学が決まった途と端たんに………」

　森写歩朗はため息を吐き出した。

「見てくれよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは上着を脱ぎ捨てた。

「あぁ、止めてください先輩！　いくら先輩だからってそんな」

　三石がくだらない誤解をする。

[image: ]

「ほら」

　森写歩朗は腕や肩につけられた傷を見せた。

「…………噂うわさには聞いてましたけど………」

　三みつ石いしはまじまじと森しん写じや歩ぶ朗ろうの傷を見つめた。

「ひどいですね」

「な、ひどいだろ」

「倉くら地ち先せん輩ぱい、卒業が近いから焦あせってるんですよ。倉地先輩の性格からして何がなんでも花はな丸まる先輩に認めさせるつもりなんですよ。自分の価値を」

「このままじゃ卒業式前に僕は死ぬよ」

「花丸先輩」

　気きの毒どくな森写歩朗に三石は救いの助言をした。

「花丸先輩のことだから気がついていないと思うんですけど、最近倉地先輩、服装もさることながら髪かみ型がたにかなり気き合あい入れてるんですよ」

「髪型！　なんだそうだったのか」

「やっぱり気がついてなかったんですね」

　三石は森写歩朗の鈍にぶさにため息を吐はき出した。

「髪型を誉ほめればいいんだな」

「そうです。だからって床とこ屋や行ったんだねってボケはかまさないようにしてください」

「それぐらい分かってるさ。五カ月前の僕とは違うんだ」

　森写歩朗は笑って答えた。

「美容院が正解だろ」

「何も分かってないみたいですねぇ」

　三石は苦笑しながらチッチと指を動かした。

「最近倉地さんライトパーマかけたんです。だからそれを誉めるんですよ。まあ、髪にボリュームがでてとってもいいよとか、ウェーブのかかった髪が素す敵てきとか、まぁそういう誉め言葉が一般的ですね」

「髪にボリュームが出てとってもいいよ。ウエーブのかかった髪がとっても素敵。そう言えばいいんだね」

「そうです。そうすれば倉地さんもきっと成じよう仏ぶつします」

　幽霊ゴーストかよ。おい。

「なんだ簡単じゃないか」

　森写歩朗は呵か々かと笑った。

「で、花丸先輩。何の用なんですか。ここに来るなんて珍めずらしいじゃないですか」

「そうそう」

　森写歩朗は本来の目的を思い出した。

　わざわざ足を運んだ理由、それは。

「ちょっと小道具を借りたいんだ」

「いいですよ。どうせこの時期何の発表もないんですから。劇でもするんですか」

「馬ば鹿かなことを言わないでくれよ。僕は完全に足を洗ったんだ。ぴかぴかにね」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはうず高く積まれた小道具（同義語、ガラクタ、ゴミ）に近寄ると物色し始めた。

　ちなみに大道具は別名、粗そ大だいゴミである。




　飯いい波なみ高校に咲く一輪のバラ。

　常に男子生徒と男性教師の目の保養をし続ける倉くら地ち香かおりは部室への道を歩いていた。

「時間がない」

　倉地は呟つぶやいた。

　そしてその一言こそ、最近の倉地の悩みだった。

「トーマスの鈍どん感かん馬鹿にまともな美的感覚を教え込むのに、あと一ひと月つき足らずってのはあまりにも短すぎるわ」

　青春の高校三年生の倉地、森写歩朗のように劣等生の看かん板ばんは背せ負おってないから卒業は間違いない。

　卒業後は千葉県の女子大に進学が決まっている。

「いっそトーマスを連れていこうかしら」

　倉地は半なかば本気でそんなことを考えていた。

「あいつ料理うまいし、私の部屋に住まわせて炊すい事じ洗せん濯たくみんなやってもらうってのも悪くないかもしれないわね」

　それって同どう棲せいやん。

　真剣に考える倉地は気がつかなかった。

　それどころか素す晴ばらしいアイデアのようにも思えてくる。

「四年間一いつ緒しよに暮くらせばいくらあいつでもなんとかなるでしょう」

　倉地ファンクラブが聞けばすぐにでもナイフを持って森写歩朗暗あん殺さつを決行しそうな台詞せりふだった。

　そんな倉地はふと足を止めた。

　何やら奇き妙みような物が道の脇わきにある。

　金色の筒つつにボールをくっつけたような……。

　何だろう。

　倉地はそのボールに近寄るとしげしげと見つめた。

「倉地香さんじゃありませんかぁ！」

　振り返ると貧ひん弱じやくそうな学生が頰ほおを紅潮させている。

　ぐるぐる眼鏡めがね、そして白はく衣い。どう見ても科学部だ。

「それに興味がおありなんですか？」

「まあね。何これ」

「分かりました。不ふ肖しよう、この科学部部長、後ご藤とう伸しん吾ご。ご説明しましょう。これは静電気を起こすマシ～～ンなのです」

　後藤はえんえんと訳の分からない説明をした。

　文系の倉くら地ちにはよく分からなかった。

「百聞は一見にしかずですハイ。どうぞ」

　後藤はコンセントを差したりいそいそと準備した。

「その銀色のボールに両手を当ててください」

「こう？」

「そうです」

　後藤がスイッチを入れる。マシンが低い唸うなり声を上げた。

「どうです」

「別に何も感じないけど」

「それでも静電気はしっかりと流れ込んでいるんです」

　しばらくしてスイッチを切った後藤は鏡かがみを突き出した。

「どうぞ」

　倉地は鏡を覗のぞき込み、そして顔色を変えた。

　髪かみの毛が爆発していたのである。

「ね、静電気は流れていたんです」

　誇ほこらしげにそう言った後藤の顔に倉地の拳こぶしがめり込んだ。

「何なのよこの頭は！」

　必死に手て櫛ぐしで整えようとするがなかなかうまくいかない。

「しょうがないわね」

　倉地は人目を避さけるようにして部室へと向かった。

　演劇の部室に行けばちゃんとした櫛がある。それにメイク用のヘアースプレーやヘアームースが。

　倉地は演劇部と書かれた部室の扉ドアを開けた。




「こんにちは。三みつ石いしちゃん」

　扉が開かれる音と共にハスキーな声が聞こえる。

　三石は本から顔を上げた。

「どうも、こんにちは。倉地先せん輩ぱい」

　三石は倉地の頭に目をパチクリさせた。

「どうしたんです。それ」

「ちょっとそこで科学部の妙みようなボールに触さわってきたのよ。冗じよう談だんじゃないわよ。いい災さい難なんよ。ちょっとメイク道具使わせてもらうわよ」

　了りよう解かいも聞かずにさっさとメイクの箱を開いている。

　その時になって三みつ石いしは波は乱らんを予感した。

　小道具庫の森しん写じや歩ぶ朗ろうが脳のう裏りを過よぎる。

　お願いです。花はな丸まる先せん輩ぱい。どうか出てこないで。

　三石の願いは天にはとどかなかった。

「やあ倉くら地ちさん」

　馬ば鹿かは顔を出した。

　そして言った。

「うわぁ、倉地さん。その髪かみ型がた素す敵てきだよ」

　死刑執しつ行こう書類に判ハンを押したのだ。

　倉地の手からヘアムースが落下した。

「何ですって……」

　お願い。花丸先輩。もう止めてください。

　三石が目で必死に合あい図ずを送るが森写歩朗に伝わるわけがない。

「髪にボリュームが出ていいね。ウェーブのかかった髪が」

　三石は目を閉じた。

　惨さん劇げきを見たくないからだ。

「ぎえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　間かん髪はつ入れずに響いてくる森写歩朗の悲鳴に三石はずっと目を閉じ続けた。

「倉地さ………髪にボリューム」

「まだ言うのかこの男は」

　倉地はさらに森写歩朗を踏ふみつけた。

「ウェーブの………かかった髪が」

「いい加か減げんに黙だまりなさいよ」

　森写歩朗は黙った。

　喋しやべれなくなったのだ。

　黙ったまま十分が経過した。

　天てん井じようサーブで天てん蓋がいまでいっちゃってた森写歩朗の精神はやっと落ちてきた。

「は、何か川が見えたような」

「川ですか………」

　森写歩朗の恐おそろしい言葉に三石は冷ひや汗あせをたらした。

「ったく。冗じよう談だんじゃないわよ」

　倉くら地ちは髪かみ型がたをセットし直しながらぶつくさ呟つぶやいている。

「朝何時間かかったと思ってるのよ」

　それからギロリと覚かく醒せいした森しん写じや歩ぶ朗ろうを睨にらみ付けた。

　森写歩朗はさらなる拷ごう問もんを予期して体を硬こう直ちよくさせるが、倉地はただ静かにため息を吐はき出した。

「やっぱり時間が足りないわ」

「何が？」

「いや、いいわ。それより、あんたがここに来るなんて珍めずらしいわね。どういう風の吹き回しなのよ」

「いや、大した風の吹き回しじゃないんだ。ただちょっと借りたい物があってね。じゃあね」

　これ以上生なま傷きずを増やす前に逃げ出そう。

　森写歩朗の脳細胞は満場一致でそう決定した。

「ちょっと待ちなさい」

　倉地に呼び止められて森写歩朗は振り返った。

「何？」

「ジルちゃんから連絡あるの？」

　倉地と三みつ石いし両名にはジルは念ねん願がん通り静しず岡おかの歌か舞ぶ伎き一座で元気に頑がん張ばっていると噓うそこいてある。

「え、いや。ないけど、元気にやってるんじゃないの」

　森写歩朗は適当に誤ご魔ま化かした。

「連絡先分からないの？」

「いや、ちょっと分からないな」

「あれ、花はな丸まる先せん輩ぱいのお父さんの知り合いの歌舞伎一座に頼んだんじゃないんですか？」

　さすが三石。細部まで記憶し、そして揚あげ足あしを取る。

「いや、そのね」

　よけいなことを覚えていやがって。

　心中で毒どくつくがそんなことで追求を止めてくれない。

　その時、放送が鳴り響いた。

『三年三組花丸森写歩朗君。三年三組花丸森写歩朗君。至急事務室へ』

　地じ獄ごくに仏ほとけだった。

　事務室へ呼び出されること自体手放しで喜べることではないが、部室から逃げ出せれば御オンの字じである。

「何だか知らないけど呼び出しがかかったから。またね」

　森写歩朗は逃げるように部室を飛び出した。

「あいつ、何かやらかしたのかしら」

　倉くら地ちが呟つぶやく。三石は無言で首を傾かしげていた。

「花はな丸まる先せん輩ぱい…」

　三石はさも不思議そうに呟いた。

「どうして哺ほ乳にゆう瓶びんなんか借りていくんだろう」

「あいつ哺乳瓶借りてったの？」

「はい」

　三石は深しん刻こくそうな顔で頷うなずいた。

「哺乳瓶なんて子供がいないと使わないわよね」

「もしかして。皆に内ない緒しよで誰だれかと同どう棲せいしてて子供が産まれてたりして」

「んな馬ば鹿かなことあるわけないじゃない」

「そうですよね」

　二人はカラカラと笑った。
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「花丸！　お前何やったんだ！」

　事務室へ飛び込んだ途と端たん生活指導の教師からそう怒ど鳴なられた。

「はあ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは訳が分からないと聞き返す。

「これといって記憶はないんですけど」

「刑事が来てるんだよ。お前と話がしたいって」

「けいじ？　そんな名前の知り合いはいないけど」

「馬鹿。刑事だよ。ピストル持って犯人と撃ち合いする刑デ事カだよ」

　こらまた先入観の塊かたまりである。

「刑事………」

　森写歩朗の顔色が変わった。

「おい、何かやらかしたのか？」

「いや、僕は何もやってません。僕はやってないんです」

　そう、森写歩朗は何もやっていない。

　そんな森写歩朗のところに何な故ぜ刑事がやってくるのか。

　考えられるのはあれしかない。

　拳けん銃じゆうの所持は日本では立りつ派ぱな犯罪のはずだ。

　そして何故か森写歩朗宅にはそんな物ぶつ騒そうな物がごろごろしている。

「とにかく、応接室にいるから。今すぐ行くんだ」

「あの、僕お腹なか痛いんです」

　幼稚園児の言い訳だった。無む論ろん通じるわけない。

　生活指導教師に押されるようにして森しん写じや歩ぶ朗ろうは応接室へと入った。




「どうも。私、千ち葉ば県警の刑事、漆うるし野の百ひやく太た郎ろうといいます」

　男は深く一礼した。

　紺色の背広を着た刑事だった。

　長身でなかなかの色男。

　エネルギッシュで活発な印象をうけるが年はそれほど若くないだろう。四十前後だろうか。

　笑うと歯がキラリと光る。

　ダンディー刑事だ。

　ライオンの檻おりに放り込まれた兎ウサギのように怯おびえていた森写歩朗だったが刑事の自己紹介に何な故ぜか親近感を覚えた。

　理由は簡単。

　自分と同じで名前が変わっているからである。

「どうも初めまして。花はな丸まる森写歩朗っていいます」

「森写歩朗君ね。初めまして」

「こちらこそ初めまして」

　森写歩朗は改めて一礼した。

「さてと………」

　漆野は席へと腰を下ろした。

「君に質問が……」

　漆野はそこで口を閉じると居座る生活指導教師に目を向けた。

「すいません。出来れば二人だけにしていただけませんか？」

　教師は断固と首を横に振った。

「私も生活指導教師として生徒が何をやらかしたのか知る義務が」

　ズキューン。

　銃声が響いた。

　漆野が背広の内ポケットから取り出したリボルバーを撃ぶっぱなしたのだった。

　生活指導教師の後ろの壁かべに弾だん痕こんが残った。

「蚊かです」

　漆野はハッキリとした声で言った。

　ちなみに今は二月。

　しかし有う無むを言わせない何かがそこにはあった。

「私、蚊かを見るとトリガーを引かずにはいられない質たちでしてね」

　漆うるし野のはいけしゃあしゃあと続ける。

「しかし良かった。蚊が先生の鼻の頭に吸い付く前で。危なく顔に穴が開くところでしたね」

「失礼しましたあ」

　生活指導教師は逃げるようにして飛び出していった。

　人払いを終えた漆野は満足気に頷うなずくとリボルバーをしまう。

「私は盗ぬすみ聞きと拾い食い程嫌きらいな犯罪はなくてね」

　とんでもねー刑事だ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは思った。

「さてと……」

　漆野は息をついた。

「君に尋たずねたいことが」

「はい。どうも申し訳ございませんでした」

　森写歩朗は早々と頭を下げた。

「はあ」

「父に悪気はないんです。手に入れたいものはなんでも手にいれる主義なんです。変わったものが大好きなだけなんです。決して犯罪に使おうなんてそんなことこれっぽっちも思ってないんです」

「おいおい、君は何を言ってるんだ？」

　漆野は呆あきれたように鼻を鳴らした。

「別に君の父親のことは聞いていないよ」

　どうやら家に大量保管されている武器のことを言っているわけではないらしい。

　森写歩朗は笑ってごまかした。

「はは。忘れてください。で刑事さんが僕にどんな用事なんすか」

「うむ。その前に誓ちかってくれるかい」

　漆野はずいと顔を近寄らせた。

「ここでの話は他言しないと」

　顎あごに拳けん銃じゆうを突きつけられて誓えない人物はいない。

「誓います」

　顎の固い感かん触しよくに恐きよう怖ふしつつ森写歩朗はかすれた声を上げた。

「よろしい。では話そう。実は一昨日おとといの未み明めい、千ち葉ば県で誘ゆう拐かい事件が発生した」

「僕はやってません！」

　即そく座ざに森写歩朗は叫んだ。

「誰だれも君を疑っていないよ。話を最後まで聞くように。誘拐されたのは春はる田た植うえという金持ちの御ご令れい嬢じようだ。ちなみにこの春はる田た植うえというのがとんでもない金持ちなのだ。これを見たまえ」

　漆うるし野のはキラキラと光る腕時計を指さした。

「これはそこでくすねてきた時計なんだが、なんと六十万円もすることが判明したのだ」

　とんでもね～刑事だ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは再度心中で呟つぶやいた。

「で、千ち葉ば県で起こった事件と長なが野のの僕とどういった関係が」

「犯人と思われる一人を千葉で捕えた。拷ごう問もんしたところ、そいつは誘ゆう拐かい請うけ負おい会社の社員だと白状した」

「誘拐請負会社？」

「うむ。その名前の通り誘拐を請け負う会社だ」

「世の中にはいろんな会社があるんですね」

「確かに。しかし誘拐の依頼主としてはありがたい存在かもしれないぞ。たとえ誘拐に失敗しても自分には被害は及ばない」

「で？　お嬢さんは発見されたんですか？」

「駄だ目めだった。すでに別の社員と共に受け渡し場所へ向かっているとの話らしい。私はさらに激しい拷問で細部を聞き出すことに成功した。あいつも素直に吐はけば意識不明の重体なんてことにはならなかったのに」

　漆野は神しん妙みような顔つきで呟いた。

「やはり水に沈める時間は四分が限度だった」

　とんでもね～刑事だ。

「その受け渡し場所がここだったというんですね」

「そうだよ。森写歩朗君。なかなか飲み込みが早いじゃないか」

「でもどうして僕の所に」

「うむ、これから話すことは私しか知らないことだ。絶対に口こう外がいしないよう」

　拳けん銃じゆうを突きつけられ森写歩朗は頷うなずいた。

「犯人がゲロした内容は私しか知らないのだ。私の手て柄がらにするために誰だれにも言っていない」

　ここまで潔いさぎよいとかえって賞しよう賛さんしたくなってくる。

「そいつは言った。逃亡途中で捕まっても依頼主に迷めい惑わくはかけないよう、正確な受け渡し場所は知らされてないらしいのだ。依頼主からは長野県下しも伊い那な郡飯いい波なみ市前まえ原はら町駅の地図板に場所を記しておく。そう知らされていたらしいのだ」

「駅の……地図板ですか？」

　森写歩朗はなんとなくいやな予感がした。

「私は、お手柄漆野刑事！　誘拐犯人逮たい捕ほ！　そう署しよ内ない報ほうに書かれることを夢に、ここ飯波までえっちらおっちらやってきた。しかし地図はきれいなものだった」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうのいやな予感が倍増した。

「私は駅員に尋たずねた。この地図板に印しるしはつけられていませんでしたかと。そしたらあのジジイこう答えやがった」

　漆うるし野のは憎にく々にくしげに吐はき出した。

「確かに何か書いてあった。しかし昨日きのう水洗いしたと。しかもどこに丸がしてあったかさっぱり思い出してくれないのだ」

　駅員のゲンさんはかなり年配だ。仕方ない話だろう。

「人生に絶望しこめかみに拳けん銃じゆうを押し当てて引きがねを引こうとする私の目に、その文字は飛びこんできた。地図板の脇わきに奇き妙みような文字がかかれていたのだ」

「奇妙な文字？」

「これだ」

　漆野が突き出したポラロイド写真。そこには見覚えのある文字が写っていた。

『花はな丸まる辰たつ太た郎ろう、森写歩朗の家。ここから東へ三百メートル』

　間違いない。あれだ。

「駅員の話だと花丸ウォークラリーというもののスタートだという。そこで私の頭脳はピンポロピンと動いた。もし、犯人が印の消された後の地図を見たら、これを受け渡し場所と誤解するかもしれない」

　森写歩朗は神妙に話を聞いていた。

　謎なぞがゆっくりと氷解してゆく感かん触しよくを覚えた。

「犯人が印の消される前の地図板を見たのか消された後の地図板を見たのかそれは分からない。しかし誘ゆう拐かいされた御ご令れい嬢じようが君の家へ運ばれる可能性もないわけではないのだ………。理解したかね」

「理解しました」

「で、一つ尋ねるが、すでに君のところに誘拐されたお嬢様が運ばれているということはないかね」

　漆野は内ポケットから写真を取り出すと森写歩朗に手渡した。

「こんな子なのだが」

　写真にはお下げの可愛かわいらしい少女が写っていた。歯がキラリと光っている。見覚えはない。

「見覚えありません」

「そうか。その写真はとっておいてくれたまえ」

　森写歩朗は写真を胸ポケットに突っ込んだ。

「私はまだ犯人がここに到着していない可能性を考えて新たに地図板に丸を書きこんで置いた。今はその場所で待たい機きしている。前まえ原はら町のボロアパートだ。君に頼みたいことは一つ。もし犯人が御令嬢を運び込んだならば、私に連絡を入れ出来るだけ犯人を引ひき留とめてくれ」

　漆うるし野のは電話番号の書かれた紙を森しん写じや歩ぶ朗ろうに握にぎらせた。

「よろしく頼むよ森写歩朗君」

　漆野は森写歩朗に拳けん銃じゆうを突きつけながら真剣な瞳ひとみで言った。

　頷うなずくしかなかった。

「有り難う。君なら正義の心を分かってくれると思ったよ。もし私が警けい視し総そう監かん賞しようをもらって金一封が出たら君を焼やき鳥とり屋やにつれていってあげるからね」

　僕はどうしてこうトラブルに巻き込まれやすい体質なんだろうか？

　森写歩朗は呆ぼう然ぜんとそんなことを考えていた。

「でだ。もう一つ質問があるんだが。留とめ吉きちさんの神の言葉ってのは何だ？」

「え？」

「いや。花はな丸まるウォークとやらをやったんだが、そこでつまずいてしまったのだ。だからここに来たのだ」

　漆野は苦笑しながら言った。

「留吉さんの神の言葉というのがどうしてもクリア出来ない。白線の指す家へ行ったが表札に留吉という名前はなかった」

「僕の住所だったら教えますけど」

「いや、私も千ち葉ば県警で棺かん桶おけと懲ちよう戒かい免めん職しよくにもっとも近い男と呼ばれる漆野百ひやく太た郎ろう。なんとしてでも花丸ウォークラリーとやらをクリアしてみせる」

　拳こぶしを固めて盛り上がる漆野。意気込み二百パーセントだった。

「留吉さんの神の言葉ねぇ」

　一年前に留吉じいさんは他た界かいしている。確かに混乱するところだろう。

「文字通り神の言葉になっちゃったからなあ」

「それがヒントなのか」

「え？　はい。つまり留吉さんはもう」

「ふふふふ、そういうことだったのか」

　漆野は不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「有り難う。森写歩朗君。近くに一度寄らせてもらうよ」

　漆野は立ち上がった。

「それじゃ、よろしく頼むよ」

　去っていく漆野の背中を見ながら森写歩朗はため息を吐はき出した。

　トラブルってのは一度にやってくるものだなと。

　暗あん澹たんたる気持ちだった。
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「やっぱりハワイの方がいい」

　男は呟つぶやいた。

　この寒空の夕方、男はアロハシャツ一枚で歩いていた。

「日本の冬は嫌きらいだぁぁぁぁぁ。寒いから嫌いだぁぁぁぁぁ」

　男は沈む夕日にそう叫んだ。

　人々が遠巻きに避よけていくのも眼中にないようだ。

「いかん。このままでは凍とう死ししてしまう。我が家を目の前に凍死したら死んでもしにきれない」

　男はフラダンスを始めた。

　フラダンスをしながら進み始めた。

　傍はた目めから見たらかなり危ない光景だった。

　しかし、体が暖まるのは確かだ。

　男は十五分、フラダンス歩行を続けてマンション矢や吹ぶきの入り口に到着した。

「これはなかなか都つ合ごうがいい。寒冷前線対策のフラダン歩行として流は行やらないだろうか」

　絶対に無む理りだろう。

「さて」

　男が階段を上り始める……と待ってましたとばかりに飛び出す大おお家や。

　実際待っていた。

　四時間くらいここで待たい機きしていたのだ。

「花はな丸まるさん。花丸さん」

　鼻水の混じった声だった。

「これは、大家さん。風か邪ぜですか？　いけないですね。ハワイで強い酒買ってきたんですよ。どうです。飲みますか？」

「いえ、いいんです。あの、私が最初ですよね」

「はあ？」

「私が最初ですよねえ」

「何がです？」

「私が最初なんだ」

　大家さんは恍こう惚こつした表情だった。

　私が最初、最初にビッグニュースを伝えることが出来る。しかも当事者の父親に。この快感を得るために、私は、私は四時間、この寒い門の所で。

　喜びで緊張の緩ゆるんだ大家さんの意識は途と切ぎれた。

「大おお家やさ～～～ん」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの父親、花はな丸まる辰しん太た郎ろうは慌あわてて大家を抱きかかえた。

「なんなんだ一体」

　どどどどどどど。

　妙みような音が響いてくる。

　どどどどどどどど。

「い」

　さすがの辰太郎も少々驚いた顔を見せた。

　マンションの出口から大挙して押し寄せてくるのは、近所のオバ様集団。

「石いし井いさん。久く保ぼ田たさん。遠とお山やまさん。吉よし沢ざわさん。原はらさん。米よね沢ざわさん。大おお川かわさん。熊くま谷がいさん。後ご藤とうさん。桜さくら井いさん。以下略」

　辰太郎は自分の周りに集まった奥様集団に目をぱちくりさせた。

「皆さんおそろいでどうかしたんですか？　ははあ。おみやげのチョコレートですね。ちょっと待ってください。明後日あさつてあたり送られて……」

「おみやげじゃないんです」×28。

「はあ」

「大変なんです大変なんです」×28。

「何が大変なんですか？」

　二十八人はいっせいに語り出した。

　それを聞き取ることは聖しよう徳とく太たい子しが三人いないと無む理りだった。

「ちょっと待ってください。落ち着いて」

　動物と化した奥様集団をなだめた辰太郎は眼鏡めがねを押し上げた。

「一人ずつ喋しやべってください。よく分かりませんよ。え～～と。赤ちゃんがどうとかこうとか」

「赤ちゃんです」

「何が」

「赤ちゃんが出来たんです」

「ほ～～。それはめでたい。おめでとうございます遠山さん。高齢出産がんばって」

「遠山さんとこじゃないんです」

「はて、じゃあ吉沢さん？」

「花丸さんとこです！」×28。

　辰太郎は無言で瞬まばたきをした。

　不ふ意いにこめかみをぽりぽりと搔かく。

「もう一回言ってくれませんか？」

「花丸さんとこの森写歩朗君です！」×28。

「つまり、愚ぐ息そくと」

「外人の女の子です！」×28。

　辰たつ太た郎ろうは目を閉じた。

　固く拳こぶしを握にぎり締める。

「で、で、で、で、で、で」

　火山は爆発した。

「でかしたぞ！　森しん写じや歩ぶ朗ろう！」

　辰太郎の足のギアがハイパーモードに変化した。添てん加か物ぶつ０ゼロのガソリンが注入される。

「どりゃぁぁぁぁ」

　奥様連中を弾はじき飛ばして辰太郎は駆け出した。

　加速装置を駆く使しした辰太郎の目の前に自宅の扉ドアが現れたのはわずか０・１秒後だった。

　辰太郎は扉を突き破ると自宅へと飛び込んだ。




「森写歩朗！　よくやった！」

　ドアを突き破って飛び込んできた辰太郎は、森写歩朗の肩をバシバシと叩たたく。

「はあ」

　今しがた、学校から帰ってきたばかりの森写歩朗は父親の狂きよう喜きの姿に言葉を失った。

[image: ]

「同どう棲せい生活がもう半年近くなるってのに全ぜん然ぜん全く電車を発射させないお前達に不安を感じてたんだ。よくやったな森しん写じや歩ぶ朗ろう。さあ今日は祝いだ。お前飲まないなんて言いやがったら天てん竜りゆう川がわで寒中水泳させるからな！」

　さっそく辰たつ太た郎ろうは背中のリュックから奇き妙みような酒さか瓶びんを取り出した。

　見るからに素す性じようが真まっ当とうでない酒だった。

「さあ、飲め、祝い酒だ」

「だから何を祝うことがあるんだよ」

　森写歩朗は叫んだ。

　こっちは祝うどころの心境ではないのだ。

　コウノトリに運ばれた赤ん坊について父親を問いつめなくてはならないのだ。

「こっちはそれどころじゃないんだ」

「何！」

　辰太郎は顔色を変えた。

「ジルさんの容よう体だいが悪いのか？　産婦人科には通ってるんだろうな」

「ちょっと待ってくれよ」

　森写歩朗は辰太郎の暴走を必死に食い止めようと努力した。

「何か勘かん違ちがいしてないか？」

「勘違いなんかするわけないだろ。初うい孫まごが出来たって知らされた日に勘違いなんておかしくて臍ヘソで茶ぁわかしちまうぜ」

　思いっきり勘違いしてるじゃないか。

　森写歩朗は嘆たん息そくした。

　と、同時にどこからそんな話を聞いてきたのか疑問に思う。

「父さん。誰だれがそんな馬ば鹿かなことを？」

「石いし井いさん。久く保ぼ田たさん。遠とお山やまさん。吉よし沢ざわさん（以下略）が言ってたぞ」

　森写歩朗は頭を下げた。

　ここらへんのオバ様達が総勢だったからだ。

　いったいどこでそんな情報を……。

「何？　ジルさんが妊にん娠しんしたんじゃないのか？」

「だからさ」

　丁ちよう度どその時、ジルが赤ん坊を抱いて台所からやってくる。

「お帰りなさい。ダディー」

　辰太郎は赤ん坊を前に目をぱちくりさせた。

　どうやら自分の勘違いに気がついてくれたようだ。と思いきや天をつく絶ぜつ叫きようを上げる。

「初孫だぁぁぁぁ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは素すっ転ころんだ。

「妊にん娠しんと聞いていたがまさか産まれていたとは。う～～～ん。目もとは森写歩朗、口元はジルさんにそっくりだが二枚目な顔立ちは俺おれに瓜ウリ二つだな。将来は女にもてるぞ。よし、名前は大だい五ご郎ろうだ！　あぁ、初うい孫まごとはかくも愛らしいものなのか」

「森写歩朗…………」

　赤ん坊を辰たつ太た郎ろうに奪うばい取られたジルは困こん惑わく気ぎ味みに森写歩朗を見た。

　森写歩朗はため息混じりに言った。

「言ってやれよ。はっきりと。父さん目め茶ちや苦く茶ちやな勘かん違ちがいしてるみたいだから」

「言ってもいいの」

「いいに決まってるだろ」

　ジルは森写歩朗に言われた通りはっきりと言った。

「ダディ。水を差すようで悪いんだけど」

「何だい？」

　ジルは申し訳なさそうに口を開く。

「その子、女の子なんです」

　森写歩朗また素っ転んだ。

「なんだ。そうだったのか。どうりで可愛かわいらしい顔立ちをしてるわけだ。よ～～し。名前は花ハナだ！　将来は女優だな」

「ジル～～～～」

　おどろ線を背中に背せ負おいながら森写歩朗は立ち上がった。

「根本的な誤解が解とけてないじゃないか？」

「え、だって」

「いい。もう僕が話す」

　森写歩朗は盛り上がる辰太郎に近寄った。

「父さん。大事な話が」

「結婚なら認めるぞ」

「そういう話じゃなくて」

「別居も許す。毎日遊びに行くがな」

「だから」

「式を上げたいのか。いいぞ。金なら貸してやる。催さい促そくなしのある時払いだ」

　駄だ目めだった。

　お話にならない。

　堪たまり兼かねた森写歩朗は叫んだ。

「よく考えろよ。父さんがいない二週間の間にこんな子供が作れるわけないじゃないか」

　辰たつ太た郎ろうは赤ん坊を振り回す手を止めた。

「そういえば、ジルさんの腹は大きくなかったよなぁ」

「そうだよ。これで分かったろ」

「うむ」

　辰太郎は頷うなずいた。

「やはり外人。日本人と体の構造が」

「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの頭で何かが弾はじけた。

「だから違うって言ってんだよ！　僕の子供じゃないんだよ。ジルの子供じゃないんだよ！　外人だって人間なんだよ！　妊にん娠しんすれば腹が大きくなるに決まってるじゃないか！　ツアコンやっててそんなことも知らないのかよ！　この子は今け朝さ女の人に押しつけられたんだよ！」

「今朝女に押しつけられたあ」

「そうだよ。黒い服を着た女の人に」

　森写歩朗は疑わしそうな目を辰太郎に向けた。

「父さん。心当たりないの。十八年前の前ぜん科かもあるわけだし」

　辰太郎は険けわしい表情で森写歩朗を睨にらみ付けた。

　そのまま無言でリビングの向こうへと去ってゆく。

「あれ？」

「マズイよ森写歩朗。いくらダディーでも気分を悪くするって」

「でも」

「身に覚えないこと、それを森写歩朗に糾きゆう弾だんされてショックを受けてるのよ」

　さすがにちょっぴり悪かったかな～～って気になってくる森写歩朗。

「あの、父さん。その疑って悪……」

　辰太郎はつかつかと戻ってきた。

　手に写真の束たばを持って。

　どうやら自分の机から持ってきたらしい。

「森写歩朗」

　辰太郎はリビングのテーブルに写真を並べた。

　三十枚くらいあった。

　二十歳くらいから三十前後まで、全すべて女性のものだった。

「森写歩朗。この中にお前が見た女ってのはいるか？」

「いや、顔はほとんど見えなかったんだ。黒い帽子をかぶってて」

「そうか」

　辰太郎は下ろしたリュックを背負い上げた。

「俺おれは旅に出る。その子の母親を探す旅。北海道から九州まで多た岐きに亘わたってるが一人ずつ確かめてくる」

　辰たつ太た郎ろうは首から外はずした汚いお守まもりを森しん写じや歩ぶ朗ろうの手に握にぎらせた。

「俺がいない間、花ハナを守るんだぞ。こいつを預ける。このお守りはよくきくんだ」

　辰太郎は家を飛び出していった。

「俺が帰ってくるまで、花をよろしく頼んだぞ」

　あっという間に父親はいなくなった。

　机の上に並べられた写真だけが残った。

「何なんだ？　この写真」

「心当たりがある……人たちなのかな」

「でぇぇぇぇぇ。だって三十枚はあるぞ」

　森写歩朗は啞あ然ぜんとした。

　ジルも啞然とした。

　二人は同時に呟つぶやいた。

「おーまいごっど」
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「はあ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは教室の後ろ、自分の席においてため息を吐はき出した。

　二時間目が終わったばかりの教室内部はまだまだ古典の匂においが立ち込めている。

　助動詞の香かおりだ。

　森写歩朗は机に突つっ伏ぷすともう一度息を吐き出した。

「よお、どうした。元気ないじゃないか」

　聞き慣れた声に森写歩朗は顔を上げた。

　黒メガネの悪友だった。

　クラスが違うのに時々出しゆつ没ぼつする暇ひまな奴やつなのだ。

「なんだ西にし尾おか？」

「どうした？　同どう棲せい中の彼女と喧けん嘩かでもしたのか？」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは慌あわてて唇くちびるの前で指を立てた。

「分かってるよ。言わないさ。言わない」

　悪友は信用しろと言わんばかりに深く頷うなずいた。

「ところでどんな奴やつなんだ。今度一度紹介してくれよ。ロシアの宝石密みつ売ばい組織の娘」

　訂てい正せいする気にもならなかった。

「それより西にし尾お。急に進学することに決めたってな」

「推すい薦せんで一発合格さ」

　西尾は胸を張った。

「お前とは頭の出来が違うんだ」

　森写歩朗は思った。

　西尾と自分の頭の出来はさほど違わないはずだ。

　西尾の成績も間違いなく後ろから数えた方が早いはずだ。

　ただ、喉のどの出来が違っていたのである。

「音大だ。まあ実力ってやつかな」

　一芸で入学出来る大学ってあるもんなんだな。

　森写歩朗は心中で呟つぶやいた。

「お前だって大学行けるんじゃないのか？」

「へ？」

「台本書けるし、料理うまいし。立りつ派ぱな一芸だぞ」

　森写歩朗は苦笑した。

　森写歩朗じゃないのだ。

　それら全すべてジルの才能なのだ。

「急げばまだ間に合うから、今晩あたり親父おやじに相談してみたらどうなんだ」

「相談したくても父さん旅行中だからな」

「なんだ、お前の親父はいつも仕事だな。今度はどこなんだ？」

「今度は日本一周」

「珍めずらしいな」

「確かにね」

　森写歩朗は頰ほおをつり上げた。

　昨夜ゆうべ旅だった辰たつ太た郎ろう、当然のことだがまだ帰ってこない。

　全国に散らばるお母さん候補に接せつ触しよくするためセンチメンタルグラフィティーの旅に出かけたのだ。

　おそらく北海道あたりから攻めているに違いない。

　父親が帰ってくるまで、赤ん坊の世話は森しん写じや歩ぶ朗ろうらがするしかないのだ。

　とりあえずジルとサフィーに頼んではきたが……昼間は眠る習慣の二人にとってはつらい仕事となるだろう。

「ま、なんだか知らないが元気だせよ」

　西にし尾おは森写歩朗の暗い雰ふん囲い気きを弾はじき飛ばすように肩をポンと叩たたいた。

「腹が一いつ杯ぱいになれば嫌いやなことも忘れるさ。それじゃな。昼にまた来るよ」

　教室を出ていく西尾にかるく手を振りながら森写歩朗は気分を持ち直した。

　そうだよ。悩んだって始まらない。夜泣きがつらいことくらいなんなんだ。将来結婚して子供が出来た時の予行練習だと思えばいいんだ。

　元来脳味噌はお気楽に出来ている森写歩朗、珍めずらしくダークネスになってた脳味噌も本来のヒマワリの花を取り戻す。

　次の教科である英語の教科書を出そうと鞄かばんを開けた森写歩朗は気がついた。

　自宅の玄関に弁当を忘れてきたことを。

　ヒマワリは枯かれた。

　ひなぎくの花へと変化した。

　頭からひなぎくを生やして机に突つっ伏ぷす森写歩朗の耳に始業のチャイムが聞こえた。

　次いで開かれる扉ドアの音。

　英語教師の到着だった。

「おい、外人だぜ」

「うわ～～～格かつ好こういい」

「トム・クルーズみたい」

　ひそひそ声が森写歩朗の周りで囁ささやかれる。

「え～～～と。来年、英語科に新しくアメリカ人の先生が来ると話しましたが」

　初耳だった。

　まぁ年がら年中眠っている森写歩朗に文もん句くを言う資格はない。

「正式な採用は来年度ですが本人が暇ひまで仕方ないということで、ボランティアで今日から来てもらうことになりました」

　奇き特とくな外人もいるものだ。

　森写歩朗は重い頭を上げた。

　これはまたすごい奴やつが来たもんだ。

　森写歩朗は教壇の脇わきに立つ映画スターのような外人に感心した。

　何もこんなところで教師をしなくても、ハリウッドでも十分通用するのではないか？

　スラリとした長身。深しん遠えんな色をたたえた深い瞳ひとみ。形よく引き結ばれた唇くちびる。

　間違いなく女に不自由しない顔立ちだった。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはクラスを見渡した。

　案あんの定じようクラス中の女子がヨダレを垂たらしていた。

　彼女達の頭が愛と青春の旅立ちであることは間違いない。

　モンドーもそれなりに端たん正せいだと思っていたが、教壇の男はさらに上をいっていた。

　森写歩朗は胸むな騒さわぎを覚えた。どうも外人を見るとブラックウイナーを想像してしまうからである。

「それじゃ、自己紹介してもらいましょう。ピーター」

「ＯＫ」

　ピーターはニコヤカに微笑ほほえんだ。

　歯がキラリと光った。

　数人の女子が失しつ神しんした。

　失神した女子生徒を保健委員が運び出してから改めてピーターは自己紹介を始めた。

（英語の自己紹介が続いています。しばらくお待ちください）

　正直言って森写歩朗にはＯＫしか理解出来なかった。

　ピーターはさらに厄やつ介かいなことに視線を森写歩朗へと向け、何事か話しかけたのだった。

「あ……………え………」

　名前を聞かれたことすら理解出来ていない。

　するとピーター先生はにっこりと微笑んで口を開いた。

「お名前はなんというんデスカ？」

　多少語尾がおかしいが完かん璧ぺきな日本語だ。ある意味、モンドーよりも上う手まいかもしれない。

「え、あ、花はな丸まる森写歩朗っていいます」

「シンジャブロウ。よろしくお願いシマス」

　ピーターが今度は別の人に矛ほこ先さきを向ける。

　森写歩朗は解放されたため息を吐はき出した。

　彼は気がつかなかった。

　ピーターの目つきが、ただの教師の目ではないことを。
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「あれ？」

　ジルは玄関の脇わきに置かれる弁当箱に気がついた。

「森写歩朗。忘れていっちゃったんだ」

　届けたいところだが日光の下を歩くなんて自殺行為。

　ジルは弁当箱を拾い上げると台所へと向かった。

「もういいかしら」

　ミルクの入った哺ほ乳にゆう瓶びんが温められている。

「え～～～と」

　適当に温まったのを確認してから哺乳瓶を手に取った。

「あぶぶぶぶ」

　リビングから意味不明な幼児言葉が聞こえる。

「もうちょっと待っててね」

　ジルはタオルで水すい滴てきを拭ふき取った哺乳瓶を手にリビングへと向かった。

　かごの赤ん坊を抱きかかえるとソファーへ腰を下ろす。

「はい。花ハナちゃん。ミルクですよ」

　花ちゃんと命名された赤ん坊はおいしそうに哺乳瓶に口をつけた。

　減っていくミルクにジルは目を細めた。

　ものの数分でミルクは空からとなる。

「ふわぁぁぁぁ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの部屋の扉ドアが開かれるとそこから眠そうな顔をした赤毛のサフィーが出てきた。

　先月スーパーのバーゲンで購入したパンダのパジャマがよく似に合あっていた。

「お早よう。姉さん」

　ジルは出てきたサフィーに挨あい拶さつした。

「お早よう。どう。赤ん坊の様子は」

「元気元気。やっぱりダディーの血を引いていることはあるよ。でも、ミルク飲ませた後でゲップさせなくちゃいけないんでしょ。やり方がよく分からない。昨日きのうも何回か失敗しちゃった」

「かしてみなさいよ」

　サフィーはジルの手から花を受け取った。

　体の小さなお子様のサフィーが花を抱くとまるで子守しているお姉ちゃんといった様子だ。

「こうやってやるのよ」

　サフィーの動作は完かん璧ぺきだった。

　花の口から可愛かわいらしい音が響いた。

「すっごぉぉぉぉいぃぃぃぃ」

　ジルは感激した。

「姉さんどうしてそんなこと知ってるの」

「五百年も生きてるといろんなことを覚えるもんなのよ」

　サフィーは花をジルへと返す。

　ジルはガラガラを手に取ると花をあやし始めた。

　そんな様子を、サフィーは少々険けわしい表情で見つめていた。

「あんまし感心出来ないわね。赤ん坊の世話をするなんて」

　サフィーは向かい側のソファーに腰を下ろすと呟つぶやくようにして言った。

「どうして？　だってこんなに可愛かわいいよ」

　あばば。

「ほら笑った。笑った」

　赤ん坊と戯たわむれるジル。

「はぁ」

　サフィーは分かってないなぁとでも言うかのごとく肩を上げてみせた。

「悪いこと言わないから。あんまり可愛いがらない方がいいわよ」

「え？」

「そのうち掌てのひらを返したように惨みじめになってくるからね」

　ジルはサフィーの言葉が理解出来なかった。

「ほら、姉さんも抱いてみたら」

　サフィーは首を横に振った。

「アタシはごめん。もう一寝入りさせてもらうわ。もし何かあったら起こしてね。まぁもう首が座ってるから大丈夫だとは思うけど」

　部屋に戻っていくサフィーにジルは不思議そうな目を向けた。

「どうして姉さん花ハナちゃんのこと避さけてるんだろ」

　体は七歳だけど心は五百歳のサフィー。だからといって赤ん坊を可愛いと思えなくなるなんてことはないだろう。

　ふと見ると花の上の目ま蓋ぶたと下の目蓋の仲が大分よくなっている。

　ジルは花を抱き直すと軽く前後に揺ゆらした。

　かすかな寝息をたてる花にジルの顔は綻ほころんだ。

「かわいいな」

　無意識にジルは呟つぶやいた。

「結婚して、母親になるってのはこういう気持ちなのかな」

　ジルの頭の中にバージンロードが延のびていく。

　ウエディングドレスをまとったジルの隣となりに立つのは当然タキシードの森しん写じや歩ぶ朗ろう。

　一いち応おう、辰たつ太た郎ろうやサフィー、倉くら地ち、三みつ石いしといっためんめんも出席者としてゲスト出演していた。

　お日様の当たる小さな白い家に暮くらし、やがて二人の間に愛の結けつ晶しようが……。

　そこでジルの想像は停止した。

　綻んでいた表情がどんより雲に覆おおわれた。

　その時になってジルは先ほどのサフィーの言葉が理解出来た。

　掌の返したように惨めになるから。

　確かにその通りだった。

　自分は吸きゆう血けつ鬼き。子供を作ることも出来なければお日様の当たる庭を散歩することさえ出来ないのだ。

「確かに、姉さんの言う通りよね」

　ジルは力なく笑った。

「母親になるなんて出来ないことだもんね」

　ジルは花ハナをかごへと戻した。

　無む性しようにせつない思いが胸を締めつける。

　人間になれたらいいのに。

　ジルは、昔から思い続けてきたその願望を心中で呟つぶやいた。

　人間になれたらいいのに。

　おいしいご飯にポカポカお風ふ呂ろ。暖かい蒲ふ団とんで眠れるから人間になりたいわけではない。

　人間になれば、昼間の世界を歩けるから。

　母親になれるから。

　ジルが天てん井じようを見上げて漬つけ物もの石いしのよ～な物思いに沈んでいると、ピンポーンとインターホンの音が響いた。

「すいませ～～ん。花はな丸まるさ～～ん。お届けもので～～～す」

「は～～～い」

　気分を紛まぎらわそうとジルは大きな声を上げて玄関へと向かった。

「どうも」

　宅配のお兄ちゃんはサングラスをかけたジルに一いつ瞬しゆんぎょっとしながらも小さな包みを渡す。

「じゃあここにサインをお願いします」

　ジルは漢字で花丸と書いた。

「どうも～～～。ご利用ありがとうございます」

「ご苦労様でした」

　ジルは包みを手にリビングへと戻った。

「何だろ？」

　宛あて先さきを調べる。

　宛名は花丸宅在住、ジルコニア様となっていた。

　ジルは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

　自分がここにいることを知っている人物といえば、彼しか思い浮かばない。

　やっぱり送り主名にはモンドーの名前があった。

「ピーマンの人？」

　ジルは包みを解ほどいた。

　目についた手紙を開く。




『拝啓、例年になく暖かい冬、いかがお過ごしでしょうか。私は元気に仕事に励はげんでいます。さて、今回はとある薬品が手に入ったため送らせていただきました。現在の吸きゆう血けつ鬼き迫はく害がいの特効薬というべき薬品であります。残念ながらまだ認可を受けていないため発売されてはいません。お世話になったジル様へのささやかなお礼としてぜひお試しください。

　つきましては今後の参考にいたしますので細こまかな感想をＦＡＸで以下の住所まで送っていただけないでしょうか。この薬によってあなた様の人生がよりよきものになることをお祈いのりしています。


敬具　　　　　




ミルカ・ベル・モンドー』






　奇き妙みような文章だった。

　とてもあのモンドーが書いたとは思えない。

　しかし包みから現れた薬箱を見た途と端たんジルの瞳ひとみは変化した。




『ニンゲンニナール』非売品

　効能


　　バンパイアウイルスを駆く逐ちくし、人間に戻ります。



　服用方法


　　最初は半日に一度服用してください。

　　効果の持続がみられるようになったならば服用回数を減らしてください。



　使用上の注意


　　子供の手に触ふれないところで保管しましょう。






「これを飲めば、人間になれる……」

　ピンクの錠じよう剤ざいを前にジルはゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　信しん憑ぴよう性せいは限りなく透とう明めいに近い程薄かった。向こう側が透すけるくらい。

　ジルはそれから十五分悩み続けた。

　掌てのひらに一粒の錠剤を載のせたまま部屋中をうろうろし続けた。

「きくのかなぁ」

　怪あやしいところだった。

　モンドーがまるっきりのまがい物を送ってくるとは思わないが、かといって保証はない。

　何だか口にするのが恐おそろしくもある。

　それから十分、ジルはようやく決心した。

「よし」

　自分を勇気つけるように気き合あいを入れると錠じよう剤ざいを一いつ気きに口に放り込む。

　目をつぶり、勢いよく飲み込んだ。

　ゴクリ。

　喉のどが鳴った。

　ジルはそのまま無言で時を待った。

　何も起きない。別に変化は見られない。

　辛しん抱ぼう強く待ち続けたがやはり変へん貌ぼうする気け配はいはなかった。

「な～～んだ」

　脱力感でそう呟つぶやくとジルはソファーに座った。

「やっぱりインチキだったのか」

　ほっとしたような、悲しいような、なんとも複雑な気分だった。

「そう簡単に人間になれれ…」

　ジルの表情が変貌した。

　指先が灼しやく熱ねつしているのが感じられたからだ。

　指先だけではなかった。体中が熱を帯びてくるのが感じられる。
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　燃えるように熱い。

　耐たえられなくなったジルは風ふ呂ろ場ばへ飛び込むと頭から冷たいシャワーを浴びた。

「どうしちゃったのよ」

　水蒸気を上げる程灼しやく熱ねつした体にジルは不安を覚えた。

　灼熱は三分程続いた。噓うそのように熱は引いていく。

　別べつ段だん体に変化はなかった。

　痛みも何も残ってはいない。

　濡ぬれたパジャマを洗せん濯たく機きに投げ入れ、バスタオルを羽は織おる。

　もしかしたらもう人間になってたりして。

　そんな馬ば鹿かな考えにジルは苦笑した。

　そう、もし人間になっていれば、このカーテンの隙すき間まから漏もれる日光に肌はだを当ててもひりひりと痛まいはずだ。

　ところが現実はどうだ、ちょっと日光が当たっただけで肌はヒリヒリ……ひりひり……ひり……。

　痛まなかった。

　普ふ段だんならこんなことは絶対にありえない。

「う………そ」

　噓じゃなかった。痛まないのだから。

　ジルは恐おそる恐るカーテンに手をかけた。

　大きく深呼吸してから一いつ気きに開く。

　大量の日光が部屋に差し込んだ。

　あまりの眩まぶしさにジルは目を逸そらした。だがそれだけだった。

　耐たえ難がたい嘔おう吐と感かんも、強きよう烈れつな皮ひ膚ふの痛みも何も感じられない。

　ジルは確信した。

　自分は人間になったのだ。

　ジルは飛び上がった。はちきれんばかりの喜びが体に渦うず巻まいている。

　この喜びを伝えたい。彼に伝えたい。

　ジルの目に忘れられた弁当が映った時、彼女の心は決まった。

　弁当を届けに行こう！

　昼間にてくてく歩いてびっくりさせてやろう！

　ジルは掌てのひらに太陽を透すかしてみた。

　真赤な血潮が流れていた。

　先ほどまでの吸きゆう血けつ鬼きの血じゃない。

　人間の血なのだ。

　ジルは森しん写じや歩ぶ朗ろうの部屋へ飛び込むとクローゼットからお決まりの服を取り出した。

「ん？　どうしたの？　こんな時間に」

　眠そうな顔をしたサフィーがベッドの下からのそのそと這はい出る。

「姉さん。私ちょっと出かけてくるから。花ハナちゃんの面めん倒どう見ててくれない」

　サフィーが了りよう解かいの意を示す前にジルは飛び出していった。

　バタン。

　玄関の扉ドアの開かれる音が響いた。

「出かけてくるか」

　ぼりぼりと頭を搔かくサフィーだったが不ふ意いにその眉まゆを怪け訝げんそうに顰ひそめる。

「出かけるって……」

　サフィーは呟つぶやいた。

「今何時なのよ」

「ほんぎゃぁぁぁぁぁ」

　そんなサフィーの耳に花のけたたましい泣き声が聞こえた。
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「ついた………」

　男は森写歩朗宅前で涙を流した。

　男の悲ひ壮そうなる姿はすさまじいものだった。

「留とめ吉きちさんの神の言葉を聞くのに苦労したが、やっと到着したのだ」

　千ち葉ば県警で棺かん桶おけと懲ちよう戒かい免めん職しよくにもっとも近いと噂うわさされる刑事、漆うるし野の百ひやく太た郎ろうは感激の涙を三分程流し続けた。

「さてと」

　涙を拭ふき、ポケットから出した電気カミソリで髭ひげをそった漆野は目の前の扉を思い切り叩たたいた。

「留る守すか？」

　インターホンも押してみる。返事はない。

「せっかく私が苦労してここまでやってきたというのに」

　漆野はポケットから拳けん銃じゆうを取り出した。

「何な故ぜ顔を出さないのだ！」

　漆野は迷まよわず拳銃をドアノブに向ける。

　が、トリガーが引かれることはなかった。

　チリチリチリチリチリチリチリ。

　背中に虫むし眼鏡メガネでもあてられたようにチリチリと刺し激げきが走る。

　漆うるし野のは振り返った。

　化か石せきが慌あわてて両手を上げた。

「撃たないで！」

　化石は絶ぜつ叫きようした。

　脳味噌が痛くなるほど甲かん高だかい声だった。

「私はロシアの宝石密みつ売ばい組織とは関係ないの！」

「何を言っているんだ？」

　漆野は首を傾かしげながら警察手帳をポケットから出して見せた。

「私、こ～～～ゆ～～～ものです」

「あぁ、警察の方ですか」

　化石は両手を下ろすと財布から名めい刺しを突き出した。

「私はこ～～ゆ～～～ものです」

　漆野は名刺を受け取った。

『マンション矢や吹ぶき。大おお家や』

「最近の大家さんは名刺を作るんですね」

「ええ、いろいろある世界ですから」

　何がどうある世界か疑問だったが漆野はあえて訊たずねなかった。

　聞きたくもなかった。

「あの、辰たつ太た郎ろうさんが何か？」

　その瞳ひとみは好こう奇き心しんに光り輝いていた。

「銀行強ごう盗とうでもしたんですか？　いえ、あの人ならやるんじゃないかと思ってたんですよ」

　大家のつきることのないお喋しやべりを漆野は手で遮さえぎった。

「いえ、森しん写じや歩ぶ朗ろうクンに用事がありましてね」

「森写歩朗！　それじゃやっぱりロシアの宝石密売組織の捜そう査さで」

　話がまた訳が分からなくなった。

「いえ、私達もびっくりしたんですよ。最初花はな丸まるさんとこの息子むすこさんが外人の女の子を連れ込んだ時は？」

「外人の女の子」

「ええ、それから同どう棲せい生活でしょ。あれよあれよという間に子供まで産まれて」

「ちょっと待ってください」

　大家は待たなかった。

　すでに彼女の口の安全弁は外はずされていたのだ。

「最近の若い子はって驚いてたんですけどね。噂うわさではその外人の娘が」

「ちょっとすいません」

　さすがの大おお家やも拳けん銃じゆうの前では大人おとなしくなった。

「すると、森しん写じや歩ぶ朗ろう君は、外人の女性と同どう棲せいして、そして子供までいるということなんですね」

「ええ。おそらく近く正式に結婚するんじゃないのかしら」

「へぇぇぇぇ」

　漆うるし野のは感心したような声を上げた。

「人は見かけによらないものだな」

　あの、秋は一人で木こ枯がらしが寒いって感じの森写歩朗。あと五、六年は清い体が続きそうな森写歩朗。まさか子供までいるとは。

「ところで、今留る守すみたいなんです。心当たりありますか？」

「留守。父親は鉄てつ砲ぽう玉だまで息子むすこさんはこの時間は学校だと思うけど、外人の娘とその妹らしき子は」

「学校？？？」

　漆野は素すっ頓とん狂きような声を上げると腕時計を一いち瞥べつした。

　十二時を少し回ったところだった。

「もうこんな時間だったのか。留とめ吉きちさんと長く会話しすぎたようだ」

　漆野は手にしていたビニール袋を大家に突き出した。

「よかったらどうぞ。私、まだ仕事が残っているので」

　漆野は素す早ばやい身のこなしで去っていった。

「さすが刑事」

　大家は感心した。

　ちなみにビニール袋にはすき焼きの材料が詰まっていた。




「クースー」

「クースー」

　花はな丸まる宅たくのソファーの上では二人のお子様の可愛かわいらしい寝息が響いていた。
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　昼間見る町は新鮮だった。

　道みち端ばたの石ころも、看かん板ばんも、カーネルおじさんも、ペコちゃんも、皆新鮮だった。

　昼間見る飯いい波なみ高校は、なんだか人が一いつ杯ぱいいた。当たり前である。

「来た……」

　ジルは感かん慨がい深く呟つぶやいた。

　徒と歩ほで来るのは初めてだ。

　足が少々筋肉痛。

　吸きゆう血けつ鬼きの時にはなかったこの疲ひ労ろう感かん。間違いなく人間になった証しよう拠こだった。

　しかしそんな痛みも、喜びの乱れ花火に比べたら、線香のごとく些さ細さいなもの。

　ジルは記念すべき一歩を踏ふみ出した。

「さて、森しん写じや歩ぶ朗ろうに早く弁当を届けないと」

　そこでジルは足を止めた。

　よく考えたら自分は森写歩朗の教室を知らないのだ。

　誰だれかに聞けば……。

　とも思ったが三千人近い生徒の中、森写歩朗のことを知っている生徒ばかりとは限らない。

　まぁ、名前が変わってるから、知名度はそれなりに高いとは思うが。

「すいません」

　ジルは玄関の方からやってくる学生服の男に声をかけた。

「お～～～ごめんね。俺おれあんまし英語得とく意いじゃね～～んだ。今英語が得意な奴やつ連れてくるからちょっとまっててくれ。ＯＫ」

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの男子生徒は早口にそう言う。

「大丈夫です」

　ジルは微笑ほほえんだ。

「日本語は分かります」

「なんだ。日本語が分かるのか」

　男は安あん堵どの息を吐き出した。

「そりゃいいや。郷ごうに入ったら郷に従え。日本で道を尋たずねる時にまで英語喋しやべる外人って俺は大だい嫌きらいなんだ。納なつ豆とう風ぶ呂ろに突っ込みたくなるよ」

　相手が日本語堪たん能のうと分かると学生は突とつ然ぜん雄ゆう弁べんになった。

「人を探してるんですけど」

「人？　でも多いからな。俺が知ってるかどうか」

「ちょっと変わった名前の人なんです。花はな丸まる森写歩朗」

「森写歩朗！」

　学生は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「森写歩朗っていうと、後ろで髪かみの毛チョロンと縛しばってて目がトロンとしてて高校に入ったのが平成の七不思議と呼ばれてるあの花丸森写歩朗なのか？」

「知ってるんですか？」

「知ってるも何も」

　学生は眼鏡を押し上げた。

「この高校で一番早くに花丸ウォークラリーを制せい覇はしたのはこの西にし尾お克かつ起おき様なんだぜ！」

「西にし尾お」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうから聞いたことがあった。

　歌がうまいだけで人生を渡っていく超ちよう人じんがいると。

「へぇ、森写歩朗の知り合いかぁ」

　西尾はジルの手の中の弁当箱に気がついた。

　包んであるハンカチはどこかで見たものだった。

「森写歩朗がお弁当を忘れたから届けに来たんです」

「……ちょっと時間をくれないか」

　西尾はしばしこめかみに指を当てて思し案あんした。

「もしかして、君は、森写歩朗と一いつ緒しよに暮くらしているという」

「はい」

　ジルは元気に頷うなずいた。

　今いや更さら何を隠かくし立てする必要があるのだ。

　自分はもう吸きゆう血けつ鬼きじゃないのだ。

　人間なのだ。

「ふぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　西尾克かつ起おき。人生においてこれほど驚いた瞬しゆん間かんはなかった。

「女め神がみとモグラだな」

　正直な感想だった。

「あの、森写歩朗は」

「多分あそこにいると思う。いいかい。ここをまっすぐ進んで」

　西尾の説明をジルは正確に記憶した。

「どうもありがとうございました」

　ジルは一礼すると歩き出した。

「う～～～む」

　西尾は腕を組んで唸うなった。

「森写歩朗が執しつ拗ように隠したがるから、ゴジラかモスラを想像していたが、なんてこったい」

　西尾はぼやきながらコンビニへと校門を出た。

「世の中間違ってる」




「ねぇ、今の聞いた？」

　先ほどジルと西尾が会話していた付近の茂みから顔を突き出す学生集団の姿があった。

　彼らは、そう。飯いい波なみ高校新聞部。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんのマスコミ集団である。

「学園の女王、倉くら地ち香かおりにもっとも近い男と噂うわさされる花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろうの秘密。これはいけるわ。いけるわよ」

　傍はた迷めい惑わくな集団だった。




　ジルはてくてくと歩いた。

　彼女はここらで気がつくべきだった。

　辺あたりに部活系統の備品が転ころがっていることに。

　自分が飯いい波なみ高校のスラム街、部室長なが屋やを歩いているということに。

　しかし彼女は気がつかなかった。

　この後にひかえる森写歩朗の驚いた顔を予想していて、よけいなことを考える余よ裕ゆうがなかったのだ。

『三番目の扉ドアがそうだから』

　扉に演劇部と書かれているのにすら気がつかず、ジルは扉に手を当てた。

「待って」

　ジルは考えた。

「どうやって出ていこう」

　ごく自然に挨あい拶さつから、それとも元気よく出ていって驚かそうか。

　驚かしてやろう。

「やっほ～」

　ジルは勢いよく扉を明けて中へと飛び込んだ。

「びっくりした」

　確かにびっくりした。

　しかしびっくりしたのはジルの方だった。

　室内に森写歩朗の姿はなく。あるのはサンドイッチを食べる倉地。

「ジルちゃん！」

　これはやばい場所に来てしまった。

　ジルは本能的にそう悟さとった。

　顔面をひくつかせながら、咄とつ嗟さにカタカナで叫んだ。

「スイマセン。間違エマシタ」

　出ていこうとするジル。

　それを許してくれる程、世の中も、そして倉地も甘あまくはなかったのだった。
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『ピンポンパ～～ンポ～～ン』

　放送が入った。

『三年三組、花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろう君。花丸森写歩朗君。至急事務室へ来なさい!!』

「またか…………」

　購買所でクリームパンにしようかツナパンにしようか悩んでいた森写歩朗は顔を上げると舌した打うちした。

　絶ぜつ叫きようするかのような生活指導教師の声が耳に痛かった。

「おばちゃん。じゃあこれ」

　森写歩朗はツナパンを購入するとそれをかじりながら事務室へと向かった。

「また漆うるし野のさんが来たっていうんじゃないよな」

　ぶつくさ呟つぶやきながら歩く。

　そんな森写歩朗の前にそいつは突とつ然ぜん飛び出してきた。

　眼鏡めがねをかけた小柄な女子学生。

「は～～～ぃ。飯いい波なみ高校新聞部の木きの下したで～～す」

　人の迷めい惑わくも顧かえりみなくて有名な新聞部だった。

　確か先日、学園の女王がいた部活特集とかで取材を受けたような気がする。

　無む論ろん当あたり障さわりのないことをへらへら喋しやべっておいたのだが。

「お食事中悪いんですけど、質問に答えてくださいませんか？」

「あぁ。でも僕ちょっと事務室に呼ばれてるから」

「時間は取らせません」

　いつの間にか新聞と書かれたワッペンをつけた学生達に囲まれていた。

　この城じよう壁へきを突き破るのは不可能。

「手短にしてくれよ」

「分かりました。それでは単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋たずねます」

　木下はペンをマイクのように突きつけた。

「ズバリ！　いつからなんですか？」

　木下の質問に森写歩朗は不思議そうな顔を見せる。

　その手ての質問には先日ちゃんと答えたはずだが。

「私が何を聞いているか予想出来ますね」

「まぁ」

「それじゃ正直に答えてください。いつからなんですか？」

　部活に入ったのは、え～と。

「あれは……高校一年の終わり頃ごろだったかな」

「きっかけは？」

「進級が危なかったから。仕方なく」

「では感想は？」

「う～ん」

　目を閉じるといろいろなことが頭に浮かんでは消えていく。

　女じよ装そうしたこと。

　カメにされたこと。

　ひっかかれたこと。

　蹴け飛とばされたこと。

「一言じゃ言えないなぁ。いろいろやったからなぁ」

「いろいろやったんですか？」

「当然。恥はずかしいことも一いつ杯ぱいした」

「恥ずかしいことも一杯したんですか!!」

「女装だってしたし、亀カメになったりもした」

「そ～～ゆ～～プレイが好きなんですね。これはちょと危ないです。新聞にはギリギリです」

「そ～なのか？」

「そ～なんです」

「ふ～～～ん」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは軽く頷うなずいた。

「しかし……これを記事にしてもいいものかどうか」

「別にいいよぉ」

　部活で女装したり亀になったりしたこと、それなりに恥はじだが過ぎてしまえばいい思い出。僕の苦労が皆に分かってもらえれば新たな犠ぎ牲せい者しやが出なくてすむかもしれない。

「書いてもいいんですか！」

「どうぞどうぞ」

「素す敵てきです。アカウンタビリティーするその勇気。それじゃ一いつ気きに名前なんかも教えてくれると」

『ピンポンパ～～ンポ～～ン』

　再び入った放送。

『こらぁぁぁ。花はな丸まるぅぅぅぅぅ。早くこんかぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！』

　生活指導教師の怒ど号ごうだった。

「まずぅ」

　森写歩朗は舌した打うちすると新聞部の城じよう壁へきの隙すき間まをすり抜ける。

「悪いね。冗じよう談だん抜きで怒おこられるから！」

　駆かけ出す森写歩朗の後ろから木きの下したの声が響いた。

「先せん輩ぱい！　そのツナパン食べない方がいいですよ。忘れたお弁当食べられなくなりますから」

「あぁ」

　何気なく返事をしてから森しん写じや歩ぶ朗ろうは小首を傾かしげた。

「あいつら、どうして僕が弁当忘れたこと知ってるんだろ？」

　解とけない謎なぞを胸に森写歩朗は事務室に飛び込んだ。




「貴き様さま何やったんだよ。また昨日きのうの刑事が来てるぞ。貴様何やったんだよ」

　事務室に飛び込んだ途と端たん、生活指導教師に首を締められた森写歩朗は目を白黒させた。

「僕は何も……」

「とにかく早く行け」

　生活指導教師は森写歩朗の腕を摑つかむとそのまま応接室へと向かう。

「今日は何がなんでも話を聞かせてもらうからな！」

　意気込んで向かった教師だったが三発の銃声ですごすごと引き下がった。




「こんな時期に蚊かがいるとは珍めずらしいな」

　漆うるし野のは拳けん銃じゆうをしまうと平然と言い放った。

「しかも三匹」

　森写歩朗は改めて目の前の刑事の恐おそろしさを知った。

「で、学校に来るということは………到着出来なかったんですね」

　森写歩朗の言葉に漆野はムッとしたような顔を見せた。

「千ち葉ば県警、漆野百ひやく太た郎ろうをみくびってもらっては困るよ」

「それじゃあクリア出来たんですね」

「ああ、ただ思いのほか時間がかかってね」

「何にそんなに手て間ま取どったんです」

「うむ。霊れい媒ばい師しを見つけるのに苦労したのだ」

「霊媒師？」

　森写歩朗は聞き返した。記憶をほじくりかえしても、霊媒師が必要となる関門は思い浮かばない。

「幸い隣となり町まちに霊媒師がいたからね。連れてきて協力してもらったよ。今け朝さ方がただったかな。留とめ吉きちさんと会話することが出来たのは」

　漆野は感かん慨がい深そうに言った。

　森写歩朗はポカンと口を開けたままだった。

「そうそう、留吉さんに伝言を頼まれたのだ。正確に伝えるよ。坊ぼう主ず……長生きしろよ！　だそうだ」

　森写歩朗の背筋に悪お寒かんが走った。

　それこそ留とめ吉きちさんの生前の口くち癖ぐせだったからである。

　幽ゆう霊れいっているんだ。

　吸きゆう血けつ鬼きだっているんだもんな。幽霊だっていてもおかしくないかもしれん。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは心中で呟つぶやいた。

「でだ、何か変化はあったかい？」

　漆うるし野のの質問も、死後の世界について考えている森写歩朗には届かなかった。




「う～～む。一体なかではどんな話が行われているのだぁ」

　生活指導教師は爪つめをがじがじと嚙かんだ。

　他の教師達も爪をがじがじ嚙んだ。

　事務室は爪を嚙む集団で埋うもれていた。

「こんにちは～～」

　そんな中、華はなやかな声が響いた。

　お河童かつぱ頭の女子学生が事務室に入ってくる。

「すいません。片かた町まち先生いますか？　国研で聞いたら多分ここだって言われたんですけど」

　お河童女子学生は深しん刻こくな顔して座を組む教師達に目をぱちくりさせた。

「どうしたんです。皆さん恐こわい顔して」

「今取り込み中なんだ。さっさと出ていかないか」

　生活指導教師は頭を搔かきむしった。

「なんとか応接室の話を聞く方法はないだろうか？」

　天てん井じようを見あげて絶ぜつ叫きようする生活指導教師に女子学生はな～～んだとでもいうように呟いた。

「なんだ。そんなことですか？」

「そんなことって……何か方法があるって言うのか？」

「盗とう聴ちよう器きをしかければいいじゃないですか？」

「盗聴器？　そんなのどこにあるんだよ」

「私丁ちよう度ど持ってますけど。使います？」

　女子学生がポケットから取り出したのは小指大の小さなマイク。

　教師達は呆あつ気けにとられた。

「君は………」

　ようやく我にかえった一人が口を開く。

「いつもそんな物を持ち歩いてるのか？」

「冗じよう談だん言わないでくださいよ」

　女子学生はムっとしたように頰ほおを膨ふくらませた。

「普通の女子高校生が盗聴器なんか持ち歩いてるわけがないでしょう」

「じゃあ」

「今日は生徒会室で来年度部活予算案の草そう案あんを話し合うって聞いたんです。だから家にあったのを持ってきただけなんです」

　教師達は期せずして同じことを心中で叫んだ。

　普通の女子高校生は、家にすら持っていないぞ普通。

　し…か…し………………。

　今回ばかしはこの幸運を逃す手てはない。

「貸してくれないか？」

「え、いいですよ」

　女子学生の手から盗とう聴ちよう器きを受け取った生活指導教師は鬼オニの首でも取ったような笑みを浮べた。

「よし、新しいお茶を用意しろ！」




「森しん写じや歩ぶ朗ろう君。お～～い」

　目の前で手をひらひらされて森写歩朗はようやく気がついた。

「すいません。ちょっと死後の世界について考えていたもので」

「死後の世界はなかなか楽しいと言ってたぞ」

「で、ご用は」

「そう、何か変化があったのか聞きにきたんだ」

「変化ですか………」

「誘ゆう拐かい請うけ負おい株式会社の連中がやってきたかね」

　横に振られる森写歩朗の頭を見て、漆うるし野のは残念そうな息を吐はき出した。

「そうか」

　ガチャリ。

　ドアが開かれて生活指導教師が姿を現す。

「お茶のお替かわりを持ってきました」

　教師はいそいそと茶ちや碗わんを替えた。

「早く出ていった方がいい」

　漆野が拳けん銃じゆうに弾たまを詰め込みながら淡たん々たんとした口調で呟つぶやく。

「この部屋には蚊かが多いからね」

「はぃ。どうも失礼しました」

　教師は飛ぶようにして去っていった。

「犯罪者相手にはこれが一番きくのだ」

「別に犯罪者じゃないんですけど……ね」

　森写歩朗は力なく笑った。




「やったぞ！　出口の狸タヌキの背中にしかけてきた」

「じゃあこっちを接続します」

　女子学生がスピーカーをあれこれ操作する。

　ノイズが徐じよ々じよに引けていくと、そこからは二人の話し声が……。

『何か変化があったら。連絡してくれ。電話番号はこの間渡わたしたやつだ』

『はい』

『捜そう査さ協力感謝するよ』

『いえいえ、国民のグミですから』

「捜査協力、そうか捜査協力だったのか」

　教師達は皆ほっと胸をなで下ろした。

　とくに生活指導の教師なんて摩ま擦さつで火がつくくらいなで下ろした。

　ネクタイが擦すり切れた。

「よかった。うちの生徒が犯罪を起こしたわけじゃなかったんだな」

「あれぇ」

　ただ一人、女子学生だけが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめていた。

「この声。どこかで……。それに義務とグミを間違えるなんてポカをやる人って言ったら……」




「で、奥さんの話は聞いたよ」

「へ？」

　鳩ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった。

「そうかまだ正式には結婚していなかったね。でも子供まで産まれてるんだ。時間の問題だろ」

「あの」

「しかし最初は驚いたよ。さすがに。君みたいな奥おく手てそうな子が外人の娘と同どう棲せいしてまさか子供までいたなんて」

「漆うるし野のさん！　その話どこで！」

「え？　いや、君の部屋の前で大おお家やと名乗る化か石せきにね」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはがっくりと頭を落とした。

　これからまた適当な話を作り上げて説明するしかない。

「あのですね」

「ちょっと待て」

　話しかける森写歩朗を制した漆野はリボルバーを取り出した。

　ズキュ～～～～ン!!

　信楽しがらき焼やきの狸タヌキが粉こな々ごなに砕くだけ散った。
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「よろしい。話を続けてくれ」

「あの、何を」

「いやなに。私の世界で一番嫌きらいな犯罪が行われつつあったのでね」

　漆うるし野のは片かた眉まゆをつり上げるとニヒルに笑った。




　先ほどまで安あん堵どしていた教師達は、今度は打って変わった暗い雰ふん囲い気きに包まれていた。

　ピ───ガ───。

　スピーカーはノイズ音しか発しない。

　片割れが死亡したのだ。

「聞きましたか？」

「聞きました………しかし事実でしょうか」

「刑事が言うことですから。間違いないと思います」

「う～～む。うちの学校で不純異性交遊についての規定はどうなってましたっけ？」

「え～～と。誰だれか生徒手帳持ってるか？」

「あ、今チェックしてます。あぁ、書いてありますね」

「よし、読んでみろ」

「生徒同士の不純異性交遊は禁止する。結婚、同どう棲せいが発覚した場合は即そく座ざに両者退学とする」

「生活指導教師として一言」

「う～～む。つまり生徒同士でなければ問題はないということだから」

「この件は問題なしということですね」

「不ふ本ほん意いだがそういうことだ」

「分かりました。しかしおおっぴらに言えることじゃありませんね」

「当たり前だろ。風ふう紀きが乱れる。今ここで聞いたことは絶対に他言するなよ」

　生活指導教師はそこで気がついた。

　スピーカーを前に硬こう直ちよくしている女子学生に。

「あぁ、君。知っての通り今の内容は他言しないように。この学校で同棲して子供までいる生徒がいるなんてばれたらイメージに傷がついてしまうからね」

　それから生活指導教師は女子学生の耳元で囁ささやいた。

「その代わり、生徒会にはそれとなく働きかけて、君ん所の部費を多く捻ねん出しゆつしてもらうから。どこの部なんだい？」

　女学生は硬直しながらもハッキリとした声で言った。

「演劇部です！！！！！！！！」

　波乱の幕開けだった。




「な～～んでアタシがお守もりしなくちゃいけないのよ」

　暗くなった近所を赤ん坊を背せ負おって歩く小さな女の子の姿があった。

　赤毛が眩まぶしい女の子だった。

「ジルはいなくなるし、トナはちっとも帰ってこないし」

　サフィーの小さな背中で花ハナは手足をばたつかせている。

「居心地が悪いって文もん句く言うんじゃないわよ」

「だぁだぁ」

「何？　文句あるの？」

「だぁだぁ」

「分かる言葉で喋しやべりなさいよ」

「だぁだぁ」

「あんた連れて食事に出かけるのもなんだし」

　サフィーは頭を垂たれると重いため息を吐はき出した。

　サフィーが頭を上げると、なぜか屈くつ強きような男達に囲まれていた。

「赤毛のお嬢じようちゃん」

　脳細胞も筋肉に侵しん略りやくされてるような男が口を開いた。

「痛い目に遭あいたくなかったら背中の赤ん坊をこちらに渡しな」

「アタシ今ちょっとだけ気分が悪いの」

　サフィーはぶっきらぼうに言った。

「死にたくなかったらさっさと帰った方がいいわよ」

　黒服の男達は笑った。

　腹を抱えて笑い転ころげた。

　目の前の少女が、赤毛の悪あく魔まと呼ばれこれまで数百人もの命を刈り取って来た吸きゆう血けつ鬼きだと分かれば、男達はとても笑う気にはなれなかったろう。

　その気になれば男達をハンバーグ用のミンチにしてしまう力を持つ化ばけ物ものに尻尾しつぽを巻いて逃げ出したはずだ。

　しかし、サフィーの力量を見破れる人物なぞその場にはいなかった。

　だって、赤ん坊背せ負おっててくてく歩いているどう見ても小学校低学年の女の子なのだ。

　見破れる方が不思議である。

「仕方ない。聞き分けのない子はお仕し置おきしよう」

　男のごつい腕がサフィーの腕を摑つかんだ。

　サフィーが目をつり上げた。

「汚い手でアタシに触さわるんじゃないわよ！」

　男達は何が起こったか分からなかった。

　体に強い衝しよう撃げきが走り次の瞬しゆん間かんには意識が吹き飛んでいた。

「ハナ。大きくなってもあ～～ゆ～奴やつらとつきあっちゃ駄だ目めだからね」

　道の脇わきの燃えないゴミ捨て場に山と積まれた黒服の男達を後しり目めにサフィーは歩き出した。
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「やっぱり言えなかった」

　ジルは森しん写じや歩ぶ朗ろうの寝顔を見つめながら口の中で呟つぶやいた。

　早朝の六時三十分、森写歩朗はまだ目を覚ましていない。

「でも………」

　ジルはカレンダーを見た。

　今日は二月十四日。

　決戦の日なのだ。

　そしてジルの手の中には奇き麗れいに包装されたチョコレートが……。

「そうね」

　ジルは自分自身に言い聞かせるように頷うなずいた。

「やっぱりこういうのは、学校で渡した方が気分が出るものね」

　ジルは立ち上がると音を立てないようにそっと森写歩朗の部屋を出た。

「その時にびっくりさせてやろう」

　ジルは森写歩朗宅を出た。

　何な故ぜかセーラー服姿だった。




「ふわぁぁぁぁぁぁ」

　盛大な欠伸あくびとともに目を覚ます我れらが森写歩朗、枕まくら元もとで景気よく鳴り響く目覚まし時計をぶったたいて止めると再度伸のびをした。

「さて、学校行くか」

　個人的に二月十四日は学校へは行きたくなかった。

　惨みじめだからだ。

　しかし十八年もこれやってればそれなりに免めん疫えきというものも出来ている。

　森写歩朗はベッドの脇わきの籠かごに眠る花ハナに顔を近寄らせた。

「お早よう。お兄ちゃんは学校に行ってくるから。ジルと仲良く待っててね」

　森写歩朗は洗面所へと向かうと洗顔、歯磨きといつもの日課をこなした。

　それから自室へ戻り制服に着替える。

　普ふ段だんだと台所へ向かうと朝食の用意がされていてジルが待っているのだが。

「あれ？」

　何な故ぜかこの日に限ってジルの姿はなかった。

　朝食の準備だけはされていたが。

「ははぁ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはさほど不思議そうな顔も見せなかった。

「朝がつらいから眠ったに違いない」

　そのくらいにしか考えてない。

　思えば、吸きゆう血けつ鬼きという体質にも関かかわらず毎日朝あさ飯めしを作り続けるという行為はかなり大変だっただろう。

「いつも迷めい惑わくかけてごめんなさい」

　森写歩朗は感謝しながら朝食を食べた。

　プルルルルルルプルルルル。

　唐とう突とつに電話が鳴り出した。森写歩朗は口にくわえていた食パンを無む理り矢や理り飲み込むと目を白黒させながら玄関の電話機へと向かった。

「もしもし」

『もしもし。森写歩朗か？』

「父さん？」

　受話器から響いてくる父親の声に森写歩朗はため息を吐はき出した。

「今どこにいるんだよ？　こっちはいろいろ大変なんだぞ。事件とかで」

『北海道だ。北海道では花ハナの母親は見つからなかった。これから本州を縦断して九州へ行く。二、三日中には花の母親が見つかるはずだ。花の具合はどうだ』

「元気だよ。ジルが結けつ構こう面めん倒どう見てくれるから」

『あんましジルさんにばかし任せるんじゃないぞ。お前は花の兄なんだからな』

「分かってるって」

『子育てで何か分からないことがあったら俺おれが昔つけてた子育て日記を読め。参考になるだろ』

「あれを参考にしたら花が三日で死ぬよ」

『馬ば鹿かを言うな。俺はああやってお前を育てたんだぞ』

「はいはい、ありがとうございました。ピラニアにかじられるなんて滅めつ多たに出来ない体験させてもらってありがたく思ってるよ」

　森写歩朗は皮ひ肉にくをたっぷりと塗ぬった言葉を吐き出した。

『ピラニア？　そんなことがあったけ？』

「あったよ。僕の右腕の傷はその時の傷だろ」

　そこで森しん写じや歩ぶ朗ろうは新たな不安を覚えた。

「父さんちょっと聞くんだけどさ」

　森写歩朗は不安をかかえたまま尋たずねた。

「僕のふくらはぎにも子供の時から奇き妙みような傷があるんだけど、やっぱりそういう部類の産物なわけ？」

『ふくらはぎ？　さぁな。何しろお前はどこか連れていく度たびに怪け我がしてたからな。多分ワニかサルかカバかシマウマかハリネズミかパンダだろう』

「………動物園だな」

『待てよ。ふくらはぎだろ。小さい歯形みたいな奴やつか？』

「ああ。僕は蛇ヘビだと思ってたけど」

『思い出した。その傷はあれに嚙かまれた跡あとだ。蛇じゃない』

「じゃあ何？」

『ツチノコだよ』

「ツ、チ、ノ、コ？」

『そうだ』

「あの日本の珍ちん獣じゆうとよばれる？」

『ああ。昔俺おれがどっかの山でとって来て家で飼かってたんだよ。そうだよ。テレビで売り出そうとしてたらお前が逃がしちまいやがったんだよ。そうでなかったら今いま頃ごろ親子二人で左ひだり団扇うちわだったのによ』

　ピッ。

　テレホンカードが切れる音が聞こえる。

『おぉ、やべえ。とにかくそういうわけだ。早ければ今週末には花ハナの母親を連れて帰る。つまりお前のニューマザーってことだな。楽しみに待ってろよ』

　電話は一方的に切れた。

　森写歩朗はポカンとして受話器を握にぎっていた。

「何かに嚙まれた跡だとは思ってたけど……まさかツチノコだったとは」

　森写歩朗はしばらくそのままの状態で天てん井じようを見上げていた。

　が、すぐに遅ち刻こくするという可能性に気がつく。

「やば、行かなくちゃ」

　鞄かばんを背負い準備はＯＫ。

　森写歩朗は自室へ向かうとクローゼットをこんこんと叩たたいた。

「ジル。それじゃ僕学校行くから。花の世話頼むよ。なるべく早く帰ってくるから。それよかさ、今父さんから電話があってさ。僕のふくらはぎの傷はツチノコに嚙まれたんだって。びっくりだよな」

　返事はなかった。

「ツチノコを知らないのか。ツチノコってのは伝説の珍ちん獣じゆうでね。胃い袋ぶくろみたいな形した蛇ヘビのような生物なんだ」

　やはり返事はなかった。

「ジル。どうした？　具合でも悪いのか」

　恐おそる恐るクローゼットを開く森しん写じや歩ぶ朗ろうだったが、中は空からっぽだった。

「空っぽだ」

　森写歩朗は馬ば鹿かのように呟つぶやいた。

「ジルゥゥゥゥゥ」

　狭せまい家中を探し回ったがジルの姿はない。

「どうしたんだ？」

　吸きゆう血けつ鬼きであるジルが昼間からいなくなるなんて考えられない。獲え物ものを探していたら朝になって仕方なく近くの暗くら闇やみに身を潜ひそめている可能性はあった。

「仕方ない。サフィーちゃんに頼もう」

　森写歩朗はベッドの下を覗のぞき込んだ。

「サフィーちゃん」

　そこも空っぽだった。

　ベッドの下は奇き麗れいなものだった。

　プルルルルルル。

　再び鳴り出した電話を森写歩朗は取った。

「もしもし。花はな丸まるです」

『あ、トナでしゅか？』

　サフィーの声だった。

『獲物探していたら朝になっちゃって身動きが取れないんでしゅ。とりあえず近くの倉そう庫こに身を潜ひそめてるから夕方には帰るでしゅ。ジルに心配しないように伝えといて。ふわぁぁぁぁぁ』

　欠伸あくびを響かせて電話は切れた。

　森写歩朗は無言で受話器を下ろした。

「ジルもいない」

　欝うつ病びよう患かん者じやのように一人ごちた。

「サフィーちゃんもいない」

「ほんぎゃぁほんぎゃぁ」

　花ハナの盛大な泣き声が聞こえてきた。お目覚めのようだ。

「いるのはツチノコに嚙かまれた経験を持つ高校三年生とその妹花ちゃん」

　さらに森写歩朗は続けた。

「卒業のためには学校は休めない。かといって花ハナを置いていくわけにもいかない」

　このピンチをどう切り抜けるか？

　命題を抱えて脳味噌をカラカラ回転させている森しん写じや歩ぶ朗ろうの目におぶい紐ひもが映った。

「それしか方法はないな」

　森写歩朗は決心したかのごとく呟つぶやいた。




　　　　２




　二月十四日の学校は、なんだかちょっといつもと雰ふん囲い気きが全ぜん然ぜん全くこれでもかってくらい違っていた。

　そんな雰囲気の中、友達が少ないのか毎日部室に入いり浸びたってる引いん退たい三年生、倉くら地ち香かおりは廊ろう下かを歩いていた。

　後ろには何かを期待する男子生徒一いつ個こ師し団だんを引き連れて。

「冗じよう談だんじゃないわよ」

　倉地は唇くちびるを尖とがらせて足を進める。

　そんな倉地の目に前方を歩く見慣れたお河童かつぱが見えた。

　河童の知り合いは一人しかいない。

「おはよ。三みつ石いしちゃん」

　倉地は三石の肩をポンと叩たたいた。

「あ、おはようごさいます。倉地先せん輩ぱい」

　二人は並んで歩き始めた。

「どうしてこの学校はあんな阿あ呆ほうばっかなのかしらね」

「阿呆？」

「朝から私の後をぞろぞろ付いてくるのよ。蟻アリの行列じゃないわよ。私は女王蟻？」

「確かに、倉地先輩は女王蟻っていうより女王蜂バチですもんね」

　倉地に睨にらまれて三石はすごすごと顔を引っ込めた。

「でも、早いじゃないですか、倉地さん。まだ始業前ですよ」

「三石ちゃんこそ」

「アタシは、予算案を考えようと思って。これまでと違って会長に色いろ仕じ掛かけするなんて芸げい当とう私には出来ませんから」

「あら、三石ちゃんなら出来ると思うけど」

「そんな卑ひ劣れつなことやる気ありません」

　三石はきっぱりと断った。

「じゃあ何。三石ちゃんは私がやってきたことが卑劣だと」

「いえ、違うんです。とにかく」

　三みつ石いしは大声を上げて誤ご魔ま化かした。

「冗じよう談だん抜きで勧かん誘ゆう方法考えておかないと、現在の部員ってアタシだけなんだから」

「ふふふ」

　倉くら地ちは不ふ敵てきに笑った。

「ほーほっほっほっほっほ」

　女王様的な笑いを響かせた。

「安心しなさい。三石ちゃん。私が一人新入部員を用意しておいたから」

「え？　誰だれか色いろ仕じ掛かけで引っ張ってきたんですか？」

「馬ば鹿かね。相手は女の子よ」

「じゃあそっちの気ある女の子なんですか」

　倉地は少し目を尖とがらせた。

「三石ちゃん。あなた私がなんかすると皆色仕掛けって考えてない？」

「考えてません！」

　信用できない否定を三石は精せい一いつ杯ぱいした。

「まぁいいけど」

　コホンと咳せき払ばらいして気分を取り直す。

「ある女の子を私は部に誘さそいました。彼女は快こころよく私の説せつ得とくに応じてくれました」

　その場面でどのようなことが起こったかそれは知らない。

　だがこれだけは言える。

　倉地の説得を断れる人物は少なくともこの学校にはいない。

「誰だれなんです。その気きの毒どくな娘こ？」

「気の毒？」

「いえ、そのとっても幸運な娘は」

「三石ちゃんもよく知ってる娘よ」

「私もよく知ってる？」

　三石はしばらく考えた。

「あのね」

　思し案あんする三石の耳元に顔を近寄らせた倉地は小さな声でその名前を呟つぶやいた。

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　三石は驚きの叫びを発した。

「どうしてどうしてどうして？？？？」

　クエスチョンマークに埋うずもれる三石を倉地はスコップ片手に発掘した。

「う～～ん。細こまかな経緯いきさつは分かんないけど……帰ってきたみたいなの。まぁいつまでいるか分からないけど、せっかくだからハイスクールライフってのを味あわせてあげようと思ってね。今日転校生として二学年の三みつ石いしちゃんのクラスに入るはずよ」

「そんなに簡単に入れちゃうものなんですか？」

「私をなめてもらっちゃ困るわね。まぁちょっとだけ家にも協力してもらったけど」

　三石は納なつ得とくした。

　倉くら地ちの家は飯いい波なみ高校に多額の寄付をしていたはずだ。

　何か庶しよ民みんには分からない複雑な駆かけ引ひきがあったに違いない。

「というわけだから。よかったわね。副部長が出来て」

「は………い…………」

「どうしたの。三石ちゃん」

「いえ、その。彼女……本当に歌か舞ぶ伎きの一座にいってたのかなぁぁって」

「え？」

「実はここにずっといたんじゃないのかな～～って」

「何を言ってるの。三石ちゃん。さっきからちょっと変よ。何か変なもの食べた？」

　倉地が三石を心配し始めた頃ころだった。

　二人は廊ろう下かの向こうに何やら人だかりが出来ているのに気がついた。

　そこは確か掲示板だったはず。時とき折おり新聞部が新聞張り出すがそんなに注目されることは今までにはなかった。

「なんでしょ？」

「さぁ、新聞部の新聞じゃないですか」

「珍めずらしいわね。あんなに人が集まってるなんて」

「何か面おも白しろいことが書いてあるんじゃないですか」

　ごもっともな意見だった。

　面白いものが書いてあれば見に行きたくなるのが人間の心理。倉地だって例外じゃない。

「じゃ、行きましょう」

　倉地が足を踏ふみ出す。まるでモーゼの十じゆつ戒かいのごとく人の波が割れた。

　女じよ帝てい倉地はまだ健けん在ざいなのだ。

　三石は倉地の後ろを申し訳なさそうについていった。

　二人は新聞をみあげた。




『ド！驚きよう愕がく!!』

『外人と同どう棲せい!!　飯波男子学生！』




「へぇ、なかなかすごい奴やつがいるじゃない」

　倉地の隣となりで三石はど～してか青い顔をしていた。




『飯いい波なみ男子学生がな～～～んと外人の女の子と熱愛、同どう棲せい。こんなビッグな情報、今まで飯波じゃちょっとなかったね。で、そんな情報摑つかんだ我々飯波高校新聞部が当然放っておけるわけがないじゃない。さっそく疑ぎ惑わくの本人である、男子学生に果か敢かんに取材を試みたの。その疑惑の人ってのが、飯波高校一のへんてこりんな名前で知られる三年三組の花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろう（18）。とっても外見からそんな熱ねつ烈れつなラブは想像出来ないって人なんだけど、取材の内容に我々はだいだいだ～～～いビックリ。この驚きを表現するためその取材の様子を忠実に記しるしちゃう。皆、びっくりちゃってね。




新聞部「ずばり、（同棲は）いつからなんですか」

花丸「高校一年の終わりの頃ころだったかなぁ」

新聞部「（同棲の）きっかけは？」

花丸「進級が危なかったから、仕方なく」


　注：彼は当時極度の成績不振に苦しんでいたとのこと。ツアコンをしている彼の父親が息子むすこの英語成績アップのため知り合いの外人の娘を家庭教師として雇やとったと推すい測そくする。



新聞部「では（同棲の）感想は？」

花丸「う～～ん。一言では言えないなぁ。いろいろやったから」

新聞部「いろいろやったんですか！」

花丸「当然。恥はずかしいことも一いつ杯ぱいした」

新聞部「恥ずかしいことも一杯したんですか！」

　新聞部、驚く。

花丸「女じよ装そうだってしたし、亀カメになったりもした」

　新聞部、さらに驚く。

新聞部「そ～～ゆ～～プレイが好きなんですね。これはちょっと危ないです。新聞にはギリギリです」

花丸「そうなのか？」

新聞部「そうなんです。しかし……これを記事にしてもいいものかどうか……」

花丸「別にいいよ」

新聞部「書いてもいいんですか！」

花丸「どうぞどうぞ」

新聞部「素す敵てきです。アカウンタビリティーするその勇気。それじゃ一いつ気きに名前なんかも教えてくれると」




　残念だけどそこで呼び出しがかかって取材は中断しちゃった。でも我々新聞部は見かけによらない彼の潔いさぎよさに感かん銘めいを受けちゃった。我々新聞部は卒業式までにさらに詳くわしい情報を皆様に提供できるよう全力でがんばりま～～～す。応援してね。


飯いい波なみ高校新聞部一同






「………………」

　倉くら地ちは無言だった。

　その隣となりで三みつ石いしは声を漏もらした。

「じゃあ、昨日きのうのあれはやっぱり花はな丸まる先せん輩ぱいだったの！」

「昨日？　昨日何があったのよ。何よ」

　鬼オニと化した倉地が三石に詰め寄った。

　象ゾウも失しつ禁きんする気き迫はくだった。

　つきあいの長い三石だから意識を保てたが、普通の少女だったら恐きよう怖ふで失しつ神しんしたことだろう。

「言いなさい。言わないとひどい目に遭あうわよ」

　その時すでに三石はひどい目に遭っていた。

　倉地の首締めにかかって目を白黒させていたのだ。

「先輩……苦しい、苦し……」

　辺あたりの野や次じ馬うまが止めなければ不幸な事件が起きていたかもしれない。

[image: ]

「それじゃ話します」

　三みつ石いしは声を潜ひそめて話し出した。

「実は昨日きのう、顧問の先生を探して事務室へ行ったんです」

「それとどう関係が」

「落ち着いて聞いてください」

　三石は倉くら地ちをなだめながら、心の片かた隅すみで家から鎮ちん静せい剤ざいを持ってくるべきだったと後こう悔かいした。

「事務室では生活指導の先生が頭を抱えてました。なんでも応接室で行われている会話が気になると。だから私はたまたま持っていた盗とう聴ちよう器きを貸してあげたんです」

「盗聴器って、たまたま持ってるものなの？」

「馬ば鹿か言わないでください。生徒会室に仕し掛かけようと思ってたんです。会長の秘密を握にぎって脅おどせば部費を多くしてもらえると思って」

　色仕掛けは卑ひ劣れつだと公言した三石だったが、考えていることはそれ以上にえげつなかった。

「諜ちよう報ほう活動だって立りつ派ぱな手段なんですよ」

「いいから続けなさい」

「はい。そうして仕掛けられた盗聴器からは二人の声が聞こえました。最後まで名前は分かりませんでしたが片方は花はな丸まる先せん輩ぱいの声によく似てたような」

「何て言ってたのよ」

「え～～と」

　三石は脳味噌のシワを広げた。




「で、奥さんの話は聞いたよ」

「へ？」

「そうか、まだ正式には結婚していなかったね。でも子供まで産まれたんだ。時間の問題だろ」

「あの？」

「しかし最初は驚いたよ。君みたいな奥おく手てそうな子が外人の娘と同どう棲せいしてしかも子供までいたなんて」

「漆うるし野のさん。その話どこで…」

「え、いや。君の部屋の前で大おお家やと名乗る化か石せきにね」

「あのですね」

「ちょっと待て」

　ズキューン。




　三石は一人二役で演じた。

　さすが演劇部部長だった。

　全すべてを暗記しているのも彼女の明めい晰せきな頭脳ならではだった。

「最後のズキューンってのは銃声です。ここで盗とう聴ちよう器きが破は壊かいされたんです」

　一人芝しば居いを終えた三みつ石いしに拍はく手しゆが上がった。

「どうも～～。演劇部です。皆さん演劇部に入ってくださ～～い」

　如じよ才さいなく舞ぶ台たい挨あい拶さつを終えた三石は改めて倉くら地ちに目を向けた。

「あの～～～。倉地先せん輩ぱい？」

　倉地はやっぱり無言だった。

　呆ぼう然ぜんとした顔つきで立ち尽くしている。

「ただ、声が似てただけですから。本当に花はな丸まる先輩かどうかは」

「馬ば鹿かよ」

「へ？」

「こんな馬鹿なことがあるわけないじゃない」

　倉地は高笑いを響かせた。

「あのトーマスが外人と同どう棲せいして子供ですって。冗じよう談だんにもほどがあるわよ」

「倉地先輩。顔が引きつって」

「だしゃぁぁ」

　よけいなことを言った三石に倉地パンチが飛んだ。

　三石は紙一重で避よけた。

「やぁ。倉地さん。おはようございます。今日も相変わらずお美しい」

　背はい後ごから声をかけたファンクラブ会長、宮みや下したの顔に見事な裏うら拳けんが決まった。

「うぅ。耐たえるのも愛」

　宮下は鼻血を流して倒れ込んだ。

「ったく。飯いい波なみ高校の新聞部は駄だ目めね。こんなでっち上げのガせネタで記事書いちゃうなんて」

「はいはい、泣いちゃ駄目だって。ほら、ガラガラでちゅよ」

　その声は廊ろう下かの向こうから聞こえた。

　一同静止した。

　倉地と三石はゆっくりと、声の聞こえてきた方向へ振り返った。

　そこには赤ん坊を背せ負おった学生服の男がいた。

　片手におむつなどが入っているであろう紙袋をぶら下げて。

　ガラガラで赤ん坊をあやしていた学生は集まる視線に気がつき顔を上げた。

　学生は居心地の悪そうな表情を見せた。

「やは、おはようみんな」

　学生はちゃおと右手を上げた。

「だあだあだあ」

　背中では花ハナちゃんがお出かけ出来てうれしいと、手足をばたつかせている。

「どうしたの、みんな。恐こわい顔しちゃって」

「トーマス……その赤ちゃんは何？」

　倉くら地ちは震ふるえる指で花を差した。

「あ、これ花っていうんだ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは少しだけ誇ほこらしげに言った。

「新しく出来た僕の肉親」

「……………」

　沈ちん黙もくの世界が訪れた。

「じゃあね」

　森写歩朗は赤ん坊をあやしながら去っていった。

　バタンキュ───！

　倉地はその場に仰あお向むけに倒れた。




「なんなんだぁ？」

　森写歩朗は困こん惑わく気き味みに首を傾かしげながら教室へと向かった。

　確かに赤ん坊を学校に連れてくるってのは尋じん常じようでないシチュエーションだ。

　それは理解出来る。

　理解出来ないのは廊ろう下かでヒソヒソ話されている内容だった。

「ヒソヒソ。あの人がそうよ」

「ヒソヒソ。うわ～～。人は見かけによらない」

「亀きつ甲こう縛しばりとか、ものすんごいプレイが好きなんだって」

「う～～～む」

　森写歩朗は腕を組んだ。

「謎なぞだ」

　と、森写歩朗の肩がポンと叩たたかれる。

　振り返った森写歩朗は固い表情を崩くずした。

「やあ、西にし尾お。おはよう」

　なんだか今日の西尾はいつもと違っていた。

　真剣な顔だったのだ。

「……どうかしたのか？」

「いい。何も言うな」

　西にし尾おは森しん写じや歩ぶ朗ろうに猫ネコの貯金箱を握にぎらせた。

「安心しろ。どんなことがあっても俺おれは応援してやるからな。その子をしっかり育てるんだぞ」

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの中を涙でぐしょぐしょに濡ぬらしながら西尾は去っていった。

「なんなんだ？」

　猫の貯金箱を振るとがしゃがしゃと小こ銭ぜにが詰まっている音がした。

「う～～～む」

　再び森写歩朗は悩みながら教室へと足を踏ふみ入れた。

『森写歩朗君を応援しよう』

　いきなり目の前に現れたその文字に森写歩朗は呆あつ気けにとられた。

「掲示板の前で話は聞いたよ」

　クラス長の有ある賀がが涙を流しながら森写歩朗に近寄る。

　何な故ぜかほかのクラスメイトも涙を流していた。

「これ、少ないけど、使ってくれよ」

　一方的に押しつけられた帽子には、札やら小銭やらが詰まっていた。

　何かがとてつもなくおかしい。

　さすがの森写歩朗も気がつく。

「あの、みんな」

「いい何も言うな。お前の言いたいことは分かっている」

　間をぬってくるのは担任の教師だった。

　例に漏もれずこいつも涙で一いつ杯ぱいだった。

「こういった熱血教師物語みたいな展開を夢見てたんだ。お前なら何かやってくれると思ってたよ」

「あの、先生。今日は訳わけあって、この子を連れてきちゃったんですけど」

「気にするな。先生とクラスメイトは応援するぞ」

　感動するクラスメイト達に森写歩朗はさらに謎なぞを深めた。

「う～～む」
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　ジルは英語の授業を受けていた。

　すでに三時限目の授業。

　なんだか知らないうちにこんなことになっちゃったのが不思議だった。

　目を閉じると昨日きのうの部室でのすったもんだが思い浮かぶ。

「失礼しました」

「ジルちゃんじゃない。どうしたのよ」

「ちょっと」

「え、帰ってきたの。歌か舞ぶ伎きの一座から。すっかり日本語うまくなっちゃって」

「………お、おかげさまで」

「で、今は何やってるの？」

「これと言って何も……」

「しばらくこの町にいるんでしょ」

「………はぁ」

「それじゃ、この学校に来なさいよ。心配しなくても手続きはこっちで適当にやってあげるわよ。二年生だったわよね。じゃ明日あしたから来なさい。あぁ、帰りにセーラー服用意してあげるから」

　気がついたら二年二組の転校生となっていた。

　恐おそるべし、倉くら地ち香かおり。

　ジルは心しん底そこそう思ったが、こうやって学園生活を送るのも悪くないような気がした。

　初めての経験だった。

　しかも今日は二月の十四日。

　女の子が男の子にチョコレートを手渡して愛を確かめる日。

　やはり渡すなら学校だろう。雑誌のどこかに人前で渡された方が自じ尊そん心しんが満たされて一部の男は喜ぶと書いてあったような気がする。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうがその一部に入っているのははなはだ疑問だったが。

　鞄かばんの中には昨晩五時間かけてデコレーションした特製手作りチョコレートが入っていた。

　森写歩朗はまだジルがこんなところで授業を受けていようとは想像すらしていないだろう。

　森写歩朗の驚く顔を想像しつつジルは教科書に目を落とした。

　正直言って一時限目の古典と二時限目の数学は手も足も出ないダルマちゃんだった。今は英語だから問題なしに聞ける。

　これから、ちゃんと勉強しなくちゃいけないのかな？

　ジルがそんなことを思い始めたころだった。

『今日転校してきたってのは君だね？』

　ハスキーな英語が頭上で囁ささやかれた。

　見上げると、外人の英語教師が微笑ほほえんでいた。

　なかなかの男前だがジルの好みじゃなかった。

『そうです』

　ジルは英語で答えた。

『そうかい。私はピーター。よろしく頼むよ』

　ピーターは爽さわやかな笑みを浮かべて笑った。

　その笑顔を見たジルの隣となりの少女が恍こう惚こつとしている。

　ジルには理解不可能だった。

『ところで、一つ尋たずねたいのだが？』

　ピーターはジルの耳元に顔を近寄らせた。

『もしかして君かい？　三年三組の花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろう君と同どう棲せいしているというのは』

『え？』

　ジルは言葉を止めた。

　その狼ろう狽ばいぶりが証明しているようなものだった。

『どうして』

『彼はいい青年だ』

　ピーターは遮さえぎるように優やさしい目をして言った。

『今時珍めずらしいくらいに。私には分かる』

　それからジルに少し固い声を吐はき出した。

『人生の先せん輩ぱいから忠告させてもらうよ。君はすぐに彼と別れた方がいい。お互いに不幸になるだけだからね』

『どういう意味ですか？』

『君は君に相応ふさわしい相手がいるはずだ。そして彼にも彼に相応しい相手がいる。それだけだ』

　ピーターはそれだけ言うと授業に戻った。
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　三時限目は現国だった。

　そして現国を教えている教師こそ、何を隠かくそう、生活指導担当なのである。

「花丸ぅぅぅぅ」

　教師は腸はらわたが腐くさったゾンビのような声をおどろおどろしい表情で吐き出した。

「先生。気にしないで授業を続けてください」

　後部座席で森写歩朗は声を張り上げた。

　しかし気にしないなど不可能だった。

「私も教師生活十年になるが」

　教師はため息混じりに言った。

「教室に赤ん坊を連れてこられたのは初めてだ」

「僕も学生生活十二年になりますが」

　森写歩朗もため息混じりに言った。

「教室に赤ん坊を連れてきたのは初めてです」

「こんなことが度たび々たびあったら困るよ」

「ですから先生。気にしないよ～～に。幸い花ハナも眠ってますから」

「クースー」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの背中で花は気持ちのいい寝息を立てていた。

「くそぉ。相手がこの学校の生徒だったらすぐにでも退学にしちゃるのに」

　教師はぶつくさ言いながら授業を開始した。

　しかしこの時期、卒業をひかえる三年が真ま面じ目めに授業をやるわけがないのだ。

　皆の視線はしっかりと眠る花に向けられている。

「ほんぎゃぁ。ほんぎゃぁ」

　突とつ然ぜんの赤ん坊の泣き声に教師はチョークを折った。

「あぁぁぁ。すいません。多分おむつですちょっと待っててください」

　森写歩朗は花を下ろすと机の上に置いた。

　最悪の事態も想定して窓も明ける。

「神よ」

　森写歩朗は祈いのった。

　どうかおむつの中身がバイオハザードじゃありませんように。

　スモールの方でありますように。

　普ふ段だんはさっぱり微笑ほほえんでくれない運命の天てん使しも、この時ばかりはちょっとだけ微笑んでくれた。

「よかった。小だ」

　森写歩朗は安あん堵どの息を吐はき出すとオムツを替かえ始めた。

「ほんぎゃあほんぎゃあ」

「はいはい。泣かないで。いまオムツ替えてるから」

「ほんぎゃおほんぎゃお」

「ほら、オムツ替えたよ」

「ほんぎゃあほんぎゃあ」

「あれ？」

　新品のオムツになったのに、花はさっぱり泣きやまない。

　抱きかかえてもベロベロバァァーしても何やっても駄だ目めなものは駄目なのだ。

「ミルクか？」

　哺ほ乳にゆう瓶びんを手に取るが肝かん心じんの中身は空からっぽ。

「そういえば、学校来る途中で全部飲んじまったんだ」

　森写歩朗は舌した打うちした。

　森写歩朗はミルク缶を手にとった。

　てっとり早く湯を調達出来るところは………。

　保健室だな。

「すいません。ちょっとミルク作ってくるんで」

「ああ、さっさと行け！　行ってしまえ！」

　吐はき捨てるように教師は言った。

「じゃあ、花ハナ。ちょっと待ってろよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは哺ほ乳にゆう瓶びんと缶ミルク片手に教室を飛び出した。




『ほんぎゃあぁ。ほんぎゃぁ。ほんぎゃぁ』

「ん？」

　ジルの耳がその泣き声を捕えたのは丁ちよう度どその頃ころだった。

　二年三組の教室は三年三組の教室の丁度真下にあったのだ。

　どこかで聞いたような泣き声だった。

　赤ん坊の泣き声なんて皆同じに聞こえると思われがちだが実際そうかもしれない。

　しかし何な故ぜか心にひっかかるものがあった。

「すいません。ちょっとトイレ」

　ジルは片手を上げると素す早ばやく教室を出た。

　階段を上って真上の教室へと向かう。

　恐おそる恐る教室を覗のぞき込んだジルの目に見覚えのある赤ん坊が映った。

　見覚えがあった。

　服装にも、顔立ちにも。

「花ちゃん！」

　ジルは教室へと飛び込んだ。




「ちわ～～す」

「はい」

　白はく衣いの保健婦は振り返り、そして微かすかに笑顔を浮べた。

「君は確か……去年植うえ木き鉢ばちが頭に落ちてきて」

「……よく覚えてますね。僕も半分忘れてること」

「それじゃ早さつ速そく病院行きましょう」

「病院？」

「そう。頭ず蓋がい骨こつの厚さを計ってもらいに」

「ちょっと」

「冗じよう談だん冗談」

　保健婦はカラカラと笑った。

「で、どうした？　気分でも悪くなったか」

「いえ、ちょっとお湯をもらおうと」

「どうぞ。そこにポットがあるから。今朝のだから丁ちよう度どいいくらいに冷さめてると思うわ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはポットを確認した。なるほど、適度な温度だ。

　哺ほ乳にゆう瓶びんに粉ミルクを入れる森写歩朗を見て保健婦は感心したような息を吐はき出した。

「そうか～～。君だったのね。子供連れてきたって大おお騒さわぎになってたの。君の子？」

「馬ば鹿か言わないでくださいよ」

　森写歩朗は哺乳瓶をシェイクしながら笑った。

「大きい声じゃいえないんですけどね。僕の妹なんですよ」

「い～～～も～～～う～～～と～～～～」

　その丘に上がった半魚人のような声はベッドの方から聞こえた。

　ベッドのカーテンが開かれ中から姿を現したのは……。

「倉くら地ち……さん？」

　鬼オニの復活だった。

　その隣となりには付つき添そう律りち儀ぎな三みつ石いしの姿があった。

「どうしたの？　具合でも悪いの？」

「妹ってどういうことよ」

「へ？」

「妹って」

　久しぶりのアイアンクローに森写歩朗は悶もん絶ぜつした。

「だから。父さんがどっかで作ってきた子で！　いてててててててて」

「じゃあ先せん輩ぱい。あの新聞は」

「いてててて。新聞？」

「新聞部の新聞よ」

「昨日きのうインタビューされたよ。部活について。いててててててて」

　アイアンクローから解放された森写歩朗はまだ痛むこめかみをおさえた。

「でもそれが何だって」

　倉地は呆ぼう然ぜんとしていた。

「部活………………」

「そうだよ」

「女じよ装そう……亀カメ」

「女装したり亀になったりしたじゃないか」

　これ以上の攻撃を受けたら死ぬかもしれん。

「じゃね。倉くら地ちさん。お大事に！　三みつ石いしちゃん。またね」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは哺ほ乳にゆう瓶びん片手に文字通り逃げ出した。




「花ハナ。ミルク出来たぞ」

　教室に足を踏ふみ入れた森写歩朗は花が誰だれかに抱かれているのを目にした。

　銀ぎん髪ぱつの娘だった。

　そして彼女は顔を上げて森写歩朗を見る。

　森写歩朗は体を硬こう直ちよくした。

　見覚えのある顔だったからだ。

「ジ……ル………」

　そこで慌あわてて首を横に振った。

「いや、失礼。人違い。いくらなんでもそりゃないもんな。ジルがこんなところで花の世話してるなんて。そうだよ見間違い」

　なははははと笑いながら森写歩朗はセーラー服姿の少女に気がついた。

「それにしてもそっくりだ」

　少女はクスリと笑った。

「ねえ森写歩朗。どうして花ちゃん連れてきたの」

「連れてきたのって、だってジルもサフィーちゃんもいないし。家に置いておくわけ………」

「姉さん留守だったの」

「………………」

　沈ちん黙もくが訪れた。

　必死に口をぱくぱくさせる森写歩朗だがどうしてもまともな声が出ない。

「ジ…ジ………」

　森写歩朗はサハラ砂さ漠ばくのどまんなかで欠伸あくびするマンボウを見たような顔つきで叫んだ。

「ジルなのかぁぁぁぁ！」

「そうよ」

　ジルはにっこりと笑みを浮べた。

　真まっ青さおな顔の森写歩朗は早口にまくしたてた。

「なんでだよどうしてだよ。おかしいぞ！　かなりおかしいぞ。今何時だと思ってるんだよ。眠ってる時間じゃないか。こんな明るいところなんか出てきたら死んじゃうぞ！」

「大丈夫なの」

「大丈夫であるわけがないじゃないか」

「森写歩朗。よく私の顔を見て」

「何だよ」

「何か変わったところない」

「変わったところ？」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの観察力では発見出来ない。

「肌はだの色とかさ」

　じれったそうにジルが助け船を出した。

「肌の色………」

　森写歩朗は気がついた。

　青白いはずのジルの肌の色が、いくらか赤みを帯びている。

「ピーマンの人から送られてきた薬を飲んだの」

「モンドーさんから？」

「そう。ニンゲンニナールっていう薬をね」

　ジルに手渡された薬に目を落とす。




　効能、人間に戻れます。




　人間に戻れます人間に戻れます人間に戻れます人間に戻れます。

　その言葉が空からっぽの頭を縦横無む尽じんに飛び回った。

「じゃあ、本物なのか……」

「うん」

「じゃあもう、嚙かみつかないのか？」

「今までだって嚙みつかなかったよ」

　二人は見つめあった。

　感動に包まれる光景だった。

　邪じや魔まさえ入らなければ。

「ぬははははは。ここまでだな花はな丸まる森写歩朗！」

　突とつ然ぜん飛び込んできた生活指導教師は鬼オニの首でもとったような笑い声を響かせた。

「二人ともこれを見ろ！」

　教師は開いた生徒手帳を突きつけた。

「生徒同士の不純異性交遊は禁止する。結婚、同どう棲せい、妊にん娠しんが発覚した場合は退学とする」

　教師は喉のどチンコを見せる勢いで叫んだ。

「お前ら二人とも退学だぁぁぁぁ。子供なんか作りやがって」

「は？」

　森写歩朗とジルは仲良く困こん惑わくした。

「俺おれがまだ独身だってのに子供なんか作りやがって」

「何言ってるんですか？　先生」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの声も教師を止めることは出来なかった。

「バーロー。俺おれの目を節フシ穴アナだと思うなよ。誤ご魔ま化かせると思うなよ。さっさと荷物まとめて出ていきやがれ。二度と敷しき居いを跨またぐんじゃね～ぞ」

「待ってください！」

　生徒達が教師の前に立ちはだかった。

「クラスメイトは僕達が守ります！」

「生徒は引っ込んでろ！」

「待て!!」

　どっかで数学の授業やってたはずなのに何な故ぜか飛び出してくる担任。

　巨大な三角定規片手に担任は生活指導教師の前に立ちはだかった。

「生徒は私が守る」

「なんだと！　こいつら校則違反しやがったんだぞ！」

「花はな丸まるはあと一ひと月つきで卒業なんだ。ここは父親となる彼を温かく送り出してやろうじゃないか。それが我々教師の仕事じゃないか」

「校則は校則だ！」

「青春なんです」

　クラスは戦場になった。

　すっかり蚊か帳やの外の森写歩朗とジルは蚊をおっぱらいながら仲良く困こん惑わくしていた。

「ど～～してこ～～ゆ～～青春学園ドラマみたいな状況になってしまったんだ」

「なんか、大きな誤解があるみたい」

「誤解？」

「花ハナちゃんが私と森写歩朗の子供だと思われてるみたい」

　確かに、そのようだった。

「説明しよう」

「通じると思う？」

　思わなかった。

「思わん」

　森写歩朗は正直に感想を述のべた。

「じゃあどうする」

「神よ」

　森写歩朗は先程救ってくれた神に祈いのりを捧ささげた。

　神はまたまた微笑ほほえんだ。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

　騒そう然ぜんとした空気を一いつ掃そうする爽さわやかな笑い声が響き渡った。

　ピーターだった。

　笑いながら入ってきたピーターはジルの手の中の赤ん坊を覗のぞき込んだ。

「かわいい子デスね」

「かわいいでしょう。ピーター先生もこの子とこの子の両親のためにがんばってくれますよね」

　担任が熱心な口調でかきくどいた。

「この子の両親？」

「この二人です」

　担任が指さしたのは当然ジルと森しん写じや歩ぶ朗ろう。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

　ピーターはまた笑い出した。

「何がおかしいんですか？」

　担任が少々ムッとして言った。

「失礼。皆さんの勘かん違ちがいがおかしかったカラ」

「勘違い？」

「そうデス」

　ピーターは花ハナを指さした。

「このかわいいベイビーをよく見てくだサイ。もしこの子の両親が森写歩朗君とジルさんだったら、目の色も髪かみの毛もこんな色ではありまセン」

　森写歩朗は日本人。

　ジルは北ほく欧おうの白人。

「確かに」

　一同深く頷うなずいた。

「それじゃあ、この子は」

「妹なんです」

　この時ばかりと森写歩朗は声を張り上げた。

「花は最近コウノトリに運ばれてきた僕の妹。父さんがどこかで作ってきた僕の妹なんです！」

　静せい寂じやくが訪れた。

　静寂はそよ風だった。

「つまり、あのお父さんの」

　辰たつ太た郎ろうと会ったことのある担任は呆ぼう然ぜんとしながも頷いた。

「あの人ならありえそうだ」

「だからって退学を取り消したわけじゃね～～ぞ」

　生活指導教師は叫んだ。

「どうして赤ん坊が両方になついてるんだ？　奇き妙みようじゃないか！　おかしいじゃないか！　同どう棲せいしてるからだろ！」

「うっ…」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはつまった。

「えっ…」

　ジルもつまった。

　同棲…それだけは事実だったからだ。

「妹の花ハナはとっても人見知りしない素直な子でして」

「ほんぎゃあほんぎゃあ」

　生活指導教師が歩み寄っただけで花は泣き出した。

「人見知りしてるじゃね～か」

「それは先生の顔が恐こわいだけです」

「なんだと。お前三十年の時を刻んできた俺おれの顔に文もん句く言うつもりか」

　頭に血が上った生活指導教師ほど質たちの悪いものはなかった。

「さぁ、正直に白状しろ。おかしいだろ。おかしいんだよ。同棲してるんだろ」

　二人のピンチに凜りんとした声が響いた。

「全ぜん然ぜんおかしくなんかないわよ」

「誰だれだ！」

　クラスのドアから堂々と入ってきたのは……。

「倉くら地ちさん」

　今度の救いの主は倉地だった。

「ジルちゃんはトーマスのお父さんの友達の娘だもんね。面めん識しきがあったって不思議じゃないでしょ。近所に住んでるから赤ん坊の面めん倒どうだって見てるかもしれないし」

「だが」

「何、先生。私が噓うそ言ってるとでも思ってるの？」

　倉地は鋭するどい視線を向けた。

　寿じゆ命みようを縮ちぢめる視線だった。

　ここで倉地に逆さからえば、来年から離れ孤こ島じまの分校勤務。

　生活指導教師は唾つばを飲み込むと捨すて台詞ぜりふを残して走り去っていった。

「独身で悪いかぁぁぁ！」

　意味のある捨て台詞ではなかった。

「ありがとう。倉地さん」

「別に。私は真実を伝えただけなんだからね」

　倉くら地ちはポイッとそっぽを向いた。

「じゃあ、何か。その子は花はな丸まる君の…子じゃないのか」

　クラス長有ある賀がが呆あつ気けにとられつつ尋たずねる。

「そうだよ」

　クラス一同、右手を突き出した。

「金返せ!!」

　さらにどこから現れた分かんない西にし尾おも右手を突き出す。

「猫ネコ返せ！」

「何だよ。勝かつ手てに勘かん違ちがいしといて」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは帽子一いつ杯ぱいの金と猫の貯金箱を返した。

「それじゃ私は授業に帰りマス」

　森写歩朗はピーターに向けて深ふか々ぶかと頭を下げた。

「ピーター先生。ありがとうございました。おかげで助かりました」

「助かりました」

　森写歩朗とジルに頭をさげられたピーターは白い歯を見せて笑った。

「別に大したことをしたわけじゃありまセン」

　ピーターは付け加えるように言った。

「私は愛する人を守っただけデスから」

「え？」

　さらにジルの耳元に口を近寄らせると小声で囁ささやく。

「ジル君。さっきの話。考えておくんデスよ」

　爽さわやかに去っていくピーターに手を振りながら森写歩朗は呟つぶやいた。

「ジル……。惚ほれられたな」

「……………そうなのかな」

　二人は手を振り続けた。













　　第五章　バレンタインの悲劇
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　バレンタインだＧＯ！

　その言葉を胸に熱く燃える乙女おとめがいた。

　乙女の名前はジルコニア。

　つい昨日きのうまで吸きゆう血けつ鬼きやっていたという非常に変わった経歴の持ち主である。

　昼のチャイムが鳴り出すとともにジルは立ち上がった。

「は～～い。それじゃ男子はこっちに並んでくださ～～～～～ぃ」

　背が低く一番前の席の三みつ石いしが声を張り上げた。

　何をするかと見ていると何のことはない。膨ぼう大だいな数の十円チョコをばらまき始めたのだった。

「あ、ジルさんもど～～ぞ」

　呆あつ気けにとられるジルにも手渡す。

「すごいですね」

「はは。義ぎ理りでももらえたら嬉うれしいもんらしいし、やっぱりこ～～ゆ～～～のは仲間外はずれを作ったら可哀かわい想そうでしょ」

　やんややんやの拍はく手しゆが沸わき起こる中、三石は十円チョコをばらまき続けた。

　私も行かなくちゃ。

　ジルも意を固めると教室を出た。

　目指すは三年三組、森しん写じや歩ぶ朗ろうのいる教室だ。

　小こ脇わきにかかえた鞄かばんには、二日かけてデコレーションした特製チョコレートが入っている。




　ジルは到着した。

　三年三組の教室では数人の男子が至し福ふくの時を味わい、圧倒的多数の男子生徒が恨うらみのこもった目でそいつの背中を睨にらみ付けていた。

　バレンタインデーにはよくある光景である。

　校内に憎ぞう悪おが渦うず巻まく日、それが二月十四日なのだ。

　ジルは教室の隅すみでいじけている男子学生におずおずと声をかけた。

「あの」

「何だい。もしかして俺おれにチョコレート。いや～～～まいったな。一ひと目め惚ぼれってあるのかな」

「違います」

　ジルは相手を廃はい人じんに追いやる言葉をきっぱりと発した。

「森しん写じや歩ぶ朗ろうがどこにいるか聞こうと思って」

「そ～～だよな～～～。普通そ～～～だよな～～～」

　男はまたいじけた。

　どうやらこの男から情報を引き出すのは不可能のようだった。

「あっ」

　ジルは三みつ石いしからもらった十円チョコレートに気がついた。

「あのこれでよければ」

「おぉぉ、これは伝説のチョコレート」

　思いっきり感動する男にジルは再びおずおずと尋たずねた。

「感動してる時に申し訳ないんですけど……森写歩朗どこにいるか」

「花はな丸まるなら妹連れて外出ていったぞ。なんでもバイオハザードを処理するのにここじゃ危険過ぎるとかなんとが呟つぶやきながら」

　森写歩朗が何しに出ていったのか想像はつく。花ハナが大きいのをしたのだろう。

　森写歩朗が向かう場所といったらあそこしか思い浮かばない。

　中庭。

「ありがと」

　ジルはペコリと頭を下げると教室を出た。




「ふう。やっときれいになった」

　森写歩朗は花のオムツを替かえ終えるとほっと息を吐はき出した。

　付つけ焼やき刃ばの技術だが数度こなしているうちに大分上手じようずになった。

　指がエンガチョになってしまった最初のことを思えば格かく段だんの進歩だった。

「思えば、お前も不ふ憫びんな子だな」

　お決まりの中庭、何な故ぜかあった木箱に腰を下ろし、森写歩朗は呟いた。

「これでもし母親が見つからなかったらまるで僕のような生い立ちじゃないか。もし母親が見つかったとしても、あの父さんだからなぁ。お前も苦労するぞ結けつ構こう」

　花はキャッキャと笑う。

「笑ってる余よ裕ゆうなんてないんだぞ」

　子供には通じなかった。

　森写歩朗は真剣な顔つきで言った。

「安心しろ。花。どんなことがあっても、お兄ちゃんが守ってやるからな」

　それから改めて赤ん坊の顔をためつすがめつ観察した。

「うむ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは頷うなずいた。

「やっぱり兄妹だな。目元や口元がそっくりじゃないか」

「森写歩朗ぉぉぉ」

　そんな声に思わず森写歩朗は頭上を見上げた。

　いつのことか、ジルが身を潜ひそめていた屋や根ね裏うらが見える。

「そりゃないか」

　森写歩朗は目を細めた。

　ジルは人間になったのだ。

　あんなところから下りてくるわけがない。

　森写歩朗の予測通り、ジルは普通に校舎脇わきを通ってやってきた。

「よくここだって分かったね」

「クラスの人に聞いたら外に行ったって言ってたから」

「花ハナちゃんが大きい方したからさ。教室でやったら冗じよう談だん抜きでいやがらせだろ。まぁ幸いそんなに寒くないから」

　森写歩朗は木箱の隣となりヘジルを促うながした。

「まぁどうぞ」

「どうも」

　ジルは木箱に座ると花を抱きかかえた。

「お兄さんにオムツ替かえてもらったんだ。よかったね」

　花をあやすジルを森写歩朗はしげしげと見つめた。

　空を見上げて、多少勢いがないとはいえさんさんと輝く太陽を確認するとまた視線をもとに戻す。

「本当に、平気なんだなぁ」

「え？」

「いや、太陽の光を浴びて、平然としてるのがなんだかおかしくてさ」

「普通の人間はこうでしょ」

「まぁそうだが。しかし、人間に戻れる薬なんてあったんだ」

「見る」

　ジルはセーラー服のポケットから箱を取り出すと森写歩朗に手渡した。

「う～～～む」

　眉まゆ唾つばなその薬に森写歩朗は眉を顰ひそめた。

「インチキ臭くさい薬だけど、実際きいてるみたいだし」

「ただ、効果が切れる可能性があるって書いてあったけど」

　ジルはにっこり笑った。

「昨日きのう飲んでからまだ全ぜん然ぜん変わってないわ」

「そりゃ。すごい」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは箱を見つめたまま続ける。

「それじゃ、もう何の問題もないじゃないか。日光浴も出来るしご飯も食べられるし」

「ちょっとご飯はまだ無む理りなんだけどね。ずっと消化器官を使ってなかったからまだジュースくらい」

「じゃあ食べられるようになったらあちこち美お味いしい飯メシ屋やに連れてってあげよう。この辺へんけっこうあるんだよ」

「楽しみ」

　ジルは微笑ほほえんだ、それから本来の目的に気がつく。

「あの、さ、森写歩朗」

「あれ？」

　遮さえぎるように森写歩朗が声を挟はさんだ。

　ジルに抱きかかえられる花ハナを覗のぞき込む。

「花ちゃん鼻はな水みず出てる。やっぱ寒かったかな」

　森写歩朗は何を思ったのか、くそ真ま面じ目めな顔をジルに向けて呟つぶやいた。

「ハナちゃんのハナミズ。なんちゃってな」

　箸はしにも棒ぼうにもかからない駄だじゃれだった。

　二に束そく三さん文もんの価値もなかった。

「は…は…」

　思わずしらけたジル、突とつ如じよ脳味噌が灼しやく熱ねつした。

「え！」

　ちゅどぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！

　いつの間にか森写歩朗はいなくなっていた。

　はるか遠くに吹っ飛ばされる森写歩朗の姿が確認出来た。

「森写歩朗!!」

　慌あわてて駆け寄ろうと立ち上がったジルだが、強きよう烈れつな不快感が彼女の身体からだを襲おそった。

　ジルはその場に膝ひざを落とした。

　その不快感、それは認めたくないものだった。

　しかし間違いなかった。

　吸きゆう血けつ鬼きが日光に当たった時の感覚だった。

　この不快感、それこそ吸血鬼の証あかしなのだ。

[image: ]

　ジルはニンゲンニナールを飲もうとポケットに手を突っ込んだ。だがそこにはない。

　先程森しん写じや歩ぶ朗ろうに渡したばかりなのだから。

　ジルの意識は徐じよ々じよに朦もう朧ろうとしていった。
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「え～～い！　うっとおしい」

　ぞろぞろと後ろを歩く男の集団に倉くら地ちは喚わめき立てた。

　サンドイッチの入った袋をぶら下げた倉地は部室の扉ドアを開けた。

「あ、倉地先せん輩ぱい」

　弁当を食べていた三みつ石いしが顔を上げる。

「ったく。ちょっと見てみなさいよ窓から」

「何ですか？」

　三石は倉地に促うながされるまま窓を明け外の光景を覗のぞき見た。

　しばし言葉を失う。

「これが伝説の二月十四日のゲルマン民族ですね。去年にもまして数が増えてる」

「まぁ、これも人じん智ちを超こえた私の美び貌ぼうがいけないんだけど」

　人智を超えた美貌というのはなんか恐おそろしい気がするが、倉地は髪かみをさらりとかきあげた。

「三石ちゃんは？　誰だれかにチョコレートあげるの？」

「決まってるじゃないですか！」

　三みつ石いしは鞄かばんを広げてみせた。

　一個十円くらいのチョコレートが山のように詰まっていた。

「こりゃまたたくさん」

「これでも半分くらい配くばり終えたんですよ」

「こういった義ぎ理りとかじゃなくてさ」

「もう少しグレードアップしたのはこっちにあります」

　三石は別の包みを開いた。少し高そうなチョコレートの包みが三つ。

「一個は担任。一個は成績のちょっと悪い化学。もう一個は花はな丸まる先せん輩ぱい」

「トーマスに？」

「ええ、まぁ、来年も一いつ緒しよになるって噂うわさもありますけど……。運がよければ卒業でしょうし。これまでお世話になった感謝の意味をこめてちょっと高いチョコレートを買いました」

「ふうん」

「倉くら地ち先輩だって花丸先輩にチョコレートあげるんでしょ」

「ど、ど～～～して私がトーマスの馬ば鹿かにチョコレートあげなくちゃいけないのよ」

　倉地は不自然なくらいどもった。

『動どう揺ようしてます』って看かん板ばん背せ負おって繁はん華か街がいを歩くようなもんだった。

「え、あげないんですか。だってこれで最後なんですよ。唯ゆい一いつの男子部員として恥はずかしいこと、一手に引き受けてくれたじゃないですか」

　三石はチョコレートの包みを手渡した。

「さぁ、これ倉地先輩からって渡してください。これが最後なんですから」

「いいわよ。こんなのくれなくてもちゃんとあるから」

　倉地はさらりと言うと包みを返した。

「ちゃんとある！」

　その言葉を聞き逃す程三石という少女はお人好しではなかった。

「ちゃんとあるってのはどういうことなんですか？　倉地先輩」

「え、あ…だからその」

　倉地は気きの毒どくにまた狼ろう狽ばいした。

　背中の看板にネオンが灯ともされた。

「いいんですよ倉地先輩。倉地先輩程の人が人間最低限の義理を忘れるはずありませんよね」

「そ～～よ。義理よ義理。義理なのよ」

　背中の看板はさらに光り輝いた。

「何だかんだ言っても同じ部で、女じよ装そうしたり亀カメになったりして貢こう献けんしてたし。まぁこのアタシが義理とはいえチョコやるなんていくらなんでもやりすぎだと思ったけど、まぁね」

　倉くら地ちはスックリと立ち上がった。

「どこ行くんです？」

「トーマスの教室よ。渡してくるわ」

　出ていこうとする倉地を三みつ石いしは慌あわてて止めた。

「それだけは止めてください」

「何よ。やれって言ったりやるなって言ったり。どっちにすればいいのよ」

　不ふ機き嫌げんな顔をする倉地に三石は真剣の一色で染められた顔を近寄らせた。

「いいですか、ここで倉地先輩がチョコ持って花丸先輩のところへ行って手渡しでもしたら」

「したらどうなるの」

「間違いなく花丸先輩は殺されます」

　三石は外のいっちゃった集団を指さした。

　納なつ得とく！

「お願いします。殺人事件が起きないよう、放課後まで待ってください」
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「いてててててて！」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは打ち付けた腰をさすりさすり起き上がった。

　何が起こったのかさっぱり訳がワカメちゃんだがこれだけは言える。

　何かが起こったのだ。

　自分を数メートル吹き飛ばすだけの何かが起こったのだ。

　顔を上げた森写歩朗は表情を引きつらせた。

　花ハナの泣き声、そしてうずくまるジルの姿が目に飛び込んできたからだった。

「ジルぅぅぅ！」

　慌あわててジルに駆け寄った森写歩朗は、ジルの華きや奢しやな体を抱き上げた。

「どうした。傷は浅いぞ！」

　お約束の台詞せりふが口をつく。

「く……す………」

「くす玉か？　くす玉は家に帰らないとないんだ」

　突とつ拍ぴよう子しもない発想をすること自体、彼が動どう揺ようしている証しよう拠こだろう。

　ジルは首を横に振った。

「くす玉じゃないんだな」

「く……す………」

「くすぐって欲しいのか？」

　ジルは首を横に振った。

「く……す……り…」

「くすり？　何の薬がいるんだ。百ひやく草そう丸がんか？」

　いくらお馬ば鹿かな森しん写じや歩ぶ朗ろうでもすぐにジルの言っている薬が先程のニンゲンニナールであることに気がつく。

「えっと、あの薬は……。さっき持ったまま弾はじき飛ばされたから」

　きょろきょろと見渡すが見当たらない。

「なんてこったい！」

　頭を抱えた森写歩朗が気がついた。

　自分が薬箱を握にぎり締めていることに。

　弾き飛ばされても手放さなかったとは。

「僕って時々すごい」

　森写歩朗は箱を開けるとピンクの錠じよう剤ざいを取り出した。

「これを飲めば直るんだな」

　ジルの口に一つをねじ込む。

　変化はなかった。

　さらにもう一つねじ込む。

　しばらくしてジルは大きく息を吐はき出した。

「大丈夫か？」

「……大丈夫……みたい」

「薬の効きき目めが切れた……のかな？」

「多分」

　ジルは脇わきで泣きじゃくる花ハナを抱きかかえあやした。

「もしかして僕のせいか」

「どうして」

「いや、下へ手たな駄だじゃれでしらけた拍ひよう子しにその影響で抑よく圧あつされてた力が暴走し薬の効き目が」

「そんなことあるわけないじゃない」

　ジルは力なく笑った。

「そうだよな。いくらなんでもそんな馬ば鹿かげた話」

　それでも可能性を否定しきれない森写歩朗はボソリと呟つぶやいてみた。

「ふとんがふっとんだ」

　森写歩朗はふっとんだ。

　ふっとんで校舎の壁かべに激突した。

　意識もふっとんだ。

　今度は薬はジルの手もとにあったため、彼女が苦しむことはなかった。




「いてててて」

　全く同じ台詞せりふを吐はき出した森しん写じや歩ぶ朗ろうは保健室のベッドで目を覚ました。

　すぐ脇わきには心配そうに覗のぞき込むジルと全ぜん然ぜん心配そうじゃなくだあだあ言ってる花ハナがいた。

「大丈夫？」

「ああ、こう見えても頭ず蓋がい骨こつ厚いんだ」

　森写歩朗は上半身を起こした。

「う～～む」

　森写歩朗は不自然に曲がった首を曲げて重々しく口を開いた。

「どうやら、僕のふざけた仮か説せつが当たっちゃったみたいだな」

「……そうみたい」

　あまりに馬ば鹿からしいが否定するわけにもいかない。

「でもそんなに心配することはないと思うぞ」

　顔を曇くもらすジルに森写歩朗は首を曲げたま呵か々かと笑った。

「ここは高校なんだ。お笑い劇場なんかじゃないんだ。つまらないギャグがそう転ころがってるはずがない」

「大丈夫かな？」

「大丈夫だって。心配するな」

　森写歩朗はよっこらしょっと立ち上がった。

「あ、もう昼休み終わるじゃないか。早くいかなくちゃ間に合わない」

「まだ休んでた方が」

「平気平気。ジルも授業あるんだろ」

「うん。日本史」

「早く行った方がいいぞ」

　森写歩朗は花を抱きかかえると教室へと向かった。

　途中ジルと別れて自分の教室へ到着する。

　森写歩朗は痛むおでこをさすりつつ席へとついた。

　カゴに入れられた花がお昼寝を開始している。

　なんとか間に合ったが、教師は来ていない。

　ど～せ卒業する生徒達だと、授業をおろそかにしているのかもしれない。

　その点、二年生の方はそうはいかないだろう。来年は三年生。受験生もちらほら出る。

「待てよ」

　確かジルが次の授業は日本史とかなんとか。

　どす黒い不安が胸に湧わき起こった。

「なあ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは級友に尋たずねた。

「二年三組に日本史を教えてるのって誰だれだか知ってる？」

「二年三組？　さあ、知らないな」

　級友はまた教科書に目を落とした。

　世界史教師が入ってくる。

　同じ社会科なら知っているかもしれない。

　森写歩朗は声を張り上げた。

「すいません。先生」

「ん？」

「二年三組の日本史って誰が教えてるか知ってますか？」

「二年三組の日本史か………」

　世界史教師はあごに手を当ててしばし考えていた。

　と、ポンと手を打つ。

「思い出した。田た口ぐち先生だ」

「田口先生！！！」

　森写歩朗は椅い子すを蹴け飛とばして立ち上がった。

「しまった！　読みが浅かったか！」

　森写歩朗は教室を飛び出す。

「頼む！　間に合ってくれ!!」

　一いち抹まつの希望を胸に森写歩朗は走り続けた。




「さて」

　二年三組の教室に入った日本史教師、田口は教壇の前に立った。

「今日は明治時代の勉強します」

　田口はぐるりとクラスを見渡すとにやりと笑って言った。

「明治をいめいじしてください」

　ちゅどぉぉぉぉぉぉぉん。




「遅おそかったか!!」

　響く爆発音に森写歩朗は舌した打うちした。
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「どの学校にもいるんだよな。下くだらないギャグを言う先生って」

　屋上にて呆ぼう然ぜんと座るジルに森しん写じや歩ぶ朗ろうは話した。

　結局日本史教師田口は打ち所が悪く保健室送りとなり晴れて二年三組は自習になったのだった。

「すっかり田口先生のことを忘れてたよ」

　申し訳なさそうに言う。

「つまらない駄だじゃれに命をかけているあの日本史教師のことを」

「錠じよう剤ざいを五つ飲まなきゃ元に戻れなかった」

　ジルはぽつりと呟つぶやいた。

「は？」

「最初は一つでよかったの。森写歩朗を跳はね飛ばした時には二粒。さっきは四つも必要だったの」

　ジルの言おうとしていることは理解出来る。

「ジルの恐おそれていることは分かるよ」

　森写歩朗はうなだれるジルの肩に手を置いた。

「つまりこうだね。このままつまらないギャグを聞き続ければ最後にはバケツ一いつ杯ぱいの錠剤を飲まなくちゃいけなくなるだろう。そんなの大変だよね」

「違うそういうんじゃないの」

　ジルは珍めずらしく大声を上げた。

「あと二十五個しか薬がないの。計算すると……」

「計算すると……何？」

「後二回つまらないギャグを聞いたら、もう薬が終わっちゃうってこと」

「……それは問題だ」

　数学の苦にが手てな森写歩朗はやっと理解した。

「じゃあこれを貸そう」

　森写歩朗は学生服の胸ポケットに手を突っ込んだ。

「まあ、後一時間だけだ。大丈夫だと思うけど一いち応おう」

　しばしごそごそと胸ポケットをまさぐった森写歩朗はそれをジルの手に握にぎらせた。

　ジルは手の中の緑の空ソラ豆マメみたいなものに目を落とした。

「これは？」

「これは前に父さんが飛行機のビジネスクラスに乗った時にもらってきた耳みみ栓せんだ」

「耳栓？」

「そうだよ」

「…どうして？」

「なんでも航空会社の手違いで席がそこしか空いてなかったそうだ。オーバーラッピングとかブッキングとかなんとかで。そうでもなきゃビジネスクラスなんて金のかかるところに……」

「違うの」

　ジルは森しん写じや歩ぶ朗ろうの意味のない説明を遮さえぎった。

「どうして耳みみ栓せんなんか普ふ段だん持ち歩いてるのかって聞きたいの」

「う～～ん。いい質問だね」

　森写歩朗は軽く顎あごを動かした。

「居眠りする時に使うの？」

「はは、馬ば鹿かを言っちゃいけないなぁ」

　森写歩朗は唇くちびるの前で指を動かした。

「これは授業には必要不可欠なんだ」

「どうして？」

「説明しよう。かつて僕は毎日居眠りをしていた。こんなことじゃいかんと改善を試みたがうまくいかなかった。そこで僕は何な故ぜ居眠るのかを科学的かつ物理学的に検けん証しようしてみたのだ」

「ふうん」

「その結果全すべてが判明した。授業中眠くなるのはズバリ、難しい話を聞いているからだ。つまり耳栓をして難しい話を聞かなければ眠くなることなく授業に集中出来る。そういうことだ」

　矛む盾じゆん溢あふれる理論だが一いち応おう筋は通っている。

「こうして授業に集中出来るようになった僕だが何故か成績は上がらないんだよな。どうしてだろ」

　不思議そうに呟つぶやく森写歩朗にジルは呆あきれて声も出なかった。

「とにかく、この耳栓さえしていれば、たとえどんな下くだらないギャグが周りで叫ばれようと全ぜん然ぜん問題ない」

　ジルは耳栓をした。なるほどかなりの防音効果だ。

「これで最後の一時間も平気だろ。じゃあね。僕は行くよ。最後のあがきをしなくちゃいけないから。あぁ、放課後は玄関で待ってるから。一いつ緒しよに帰ろう」

　去っていく森写歩朗の背中を見つめながらジルは思った。

　森写歩朗の成績を上げること不可能なんじゃないかと。
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　ちゅどぉぉぉぉぉん！

　ってことなく放課後がやってきた。

　万ばん歳ざい三唱だった。

「どうやら耳栓がきいたようだな」

　授業を終えた森しん写じや歩ぶ朗ろうは満足気に立ち上がった。

　耳みみ栓せんを貸したため、難しい話をもろに聞いてしまい居眠り、結局授業に集中出来なかった森写歩朗だったが出席日数は稼かせげた。

「さて、帰るとするか」

　森写歩朗は花ハナを背せ負おうと玄関へと向かった。

「よお」

　もっそりと唐とう突とつに姿を現す悪友、西にし尾お。

「かわいい妹は元気か？」

「あぁ」

「ちょっと貸してみろ」

「泣かすなよ」

「馬ば鹿か言うな。俺おれを誰だれだと思ってる。合唱部のウルトラマンエース、西尾様だぞ」

　西尾のごつい腕に抱かれた花は居心地の悪そうな顔をした。

「ぐすっぐすっ」

　早さつ速そくぐずつき始める。

「おお、よしよし、今子守歌を歌ってやるからな」

　西尾は子守歌を歌い始めた。

　廊ろう下かが揺ゆれるかと思われるくらいの大だい音おん声じようの恐おそろしい子守歌だった。

　十八歳の森写歩朗でさえ悶もん絶ぜつするのだ、花が耐たえられるわけがない。

「止やめてくれ」

　森写歩朗は西尾の手から花を取り返した。

「花。鼓こ膜まく大丈夫か？　破れてないか」

　西尾は黒くろ眼鏡めがねの中の目を不ふ可か解かいそうに細めた。

「おかしい、この間の老人ホーム慰い問もんコンサートの時にはこの歌で十五人も眠り落ちたのに」

　あまり幸せな眠りじゃなかったろう。

　もしかしたら永眠した老人もいるんじゃないか？

「そのうちの二人は安らかに天国へと召めされたんだぞ」

　やっぱりいたか。

　恐おそるべし西尾。

　森写歩朗は背筋を寒くした。

「西尾の歌は小さい子やお年よりには危険すぎるんだよ」

　ぶつくさぼやきながら森写歩朗は靴を履はき替かえると玄関へと出た。

「じゃあな。本当に子供が出来たら今度こそ猫ネコやるからな」

　西尾は手を上げると森写歩朗の家路とは逆の方向へ去っていった。

「子供が出来るわけないっつ～～の」

　それは不可能な話なのだ。

　なんてったてジルは吸きゆう血けつ鬼き……。

　じゃなかった。

　よく考えたら現在ジルは人間だった。

　二人の努力によっては、子供を作れないこともなきにしもあらず。

　ちょっとだけいけない想像をした森しん写じや歩ぶ朗ろうの顔はトマトよりも真っ赤になった。

「花はな丸まる先せん輩ぱい！」

　背はい後ごからそう声をかけられた森写歩朗は、必要以上に驚いてウルトラマンになった。

「うわっち！」

「どうしたんです。そんなに驚いて」

　三みつ石いしが大きな瞳ひとみで不思議そうに見上げている。

「顔が赤いですよ。何かいやらしいことでも考えてたんですか？」

　相変わらずしょ～～もない勘カンが鋭するどい。

「何を言ってるのかな。三石ちゃん。そうそう、ジル知ってる？」

「ジルさんなら先生に呼ばれてました。多分研究室で手続きじゃないんですか。倉くら地ち先輩による強ごう引いんな転校の」

「ふ～～ん。じゃ、もう少し時間かかるな」

「それよりも先輩。ちょっと部室に来てくれませんか？」

「部室？　なんでまた。ああ、哺ほ乳にゆう瓶びんはもう少し待ってくれないかな」

「哺乳瓶はいいんです。ちょっと来てください。時間は取らせませんから」

　いつにない三石の真剣な顔つきに森写歩朗は頷うなずいた。

「分かった」




「ど～～ぞチョコレートよ。あんた亀カメになってくれたし。まぁ御ご褒ほう美びかな……。駄だ目めだわ」

　誰だれもいない部室で倉くら地ちは予行練習をしていた。

「もっとすんなり渡せばいいのよね。下へ手たに言葉が多いとあの馬ば鹿か誤解するから」

　表情を固める。

「チョコレート。ありがたく受け取りなさい。義ぎ理りよ義理。誰があんたなんかに義理以外のチョコレートなんてやるもんですか。義理だってもったいないくらいよ。そうよ。義理だってもったいないのよ。あんたなんかにやるくらいだったら近所の犬にやった方がマシ……」

　倉地は頭を抱え込んだ。

「これじゃいつものパターンじゃない」

　なかなか素直になれない年とし頃ごろなのだ。

「もっと端たん的てきに」

　倉くら地ちはしばし沈ちん思ししてから表情を変えずに一言。

「これ、義ぎ理りチョコよ」

　決まった……と本人は自負した。

　これで行こう。

　決心を固めた頃ころ、扉ドアが開かれた。

「倉地先せん輩ぱい。連れてきました」

「あっ、そう」

　倉地は努つとめて平然を装よそおうとわざとらしく髪かみをかきあげた。

「何ですか？　倉地さん」

「とりあえず座りなさい」

「でも」

「座りなさい！」

　逆さからえばその向こうには死が待っている。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは本能でそう感じ取ると崩くずれたパイプ椅い子すに腰を下ろした。

「で、何なの？」

「それがね……………。ちょっと渡したいものが……あって」

「渡したい物？」

「花はな丸まる先輩。私の話をよく聞いてください。いいですね」

　三みつ石いしが顔を突き出す。

「はぁ」

「これから倉地先輩が渡すものは、大変危険な物体です。もし花丸先輩がこれを保有していることが判明したら、先輩の命はなくなります。断言出来ます。殺されます」

「なんなんだよ」

　森写歩朗は背筋が寒くなった。

　実はもしかしてチョコレートっていう期待もなかったわけではなかった。

　しかしこの雰ふん囲い気きからすると渡されるのはそ～と～ヤバイ品らしい。

　ヤバイ品は自宅にある武器だけで十分なのに。

　これ以上は必要ないのに。

　なんとかこの場から逃げ出せないかな～～。

　森写歩朗は思った。

　そんな時、救いの放送は入った。

『三年三組！　花丸森写歩朗！　至急、玄関にこい！』

　生活指導教師の絶ぜつ叫きようだった。

　玄関ってところが奇き妙みようだったが僥ぎよう倖こうに違いない。

「うわっち。大変だ、呼び出しかかっちゃった。行かなくちゃ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは立ち上がった。

「先生に呼び出し食らっちゃ仕方ない」

「トーマス。妹、見てようか」

「え？」

　硬こう直ちよくする森写歩朗。

　冷たい汗が額に浮かんでいた。

「心配しなくてもいいです。私も一いつ緒しよですから」

　確かに、どんな用事があるのか知らないが人の熱で暖かい部室にいた方が花ハナにとってもいいだろう。

「三みつ石いしちゃんが一緒なら」

「何、それは。あんたアタシじゃ役不足だって言いたいの？」

「いや、そんなことないって。倉くら地ちさんに任せておけば虎トラに襲おそわれることもないし宇宙人だって攻めてこないし」

　森写歩朗は意味不明なことを口走ってからさっそうと逃げ出した。

「それじゃ、用事がすんだら迎えにくるから」




「しかし、一体どうして玄関に」

　森写歩朗は玄関で首を傾かしげた。

　ジルの姿はない。教師の姿も。

　生活指導教師のあの口調だ。漆うるし野の関係だとは思うが。

　森写歩朗の予想は当たっていた。

　突とつ如じよ校門から飛び込んできて森写歩朗の前で急ブレーキかけて止まったレンタカー。

　運転しているのは漆野だった。

「携けい帯たいで電話しておいてよかった。すぐに乗るんだ！」

　助手席の扉ドアを開けられても森写歩朗はポカンとしていた。

「あの……何か？」

「犯人のアジトが見つかったのだ。すぐに踏ふみ込みたいが裏口を守る人員が必要だ」

「もしかしてそれを僕にやれって」

「そうだ」

「そんなのはお巡まわりさんに頼んでくださいよぉ」

　森写歩朗は悲鳴を上げた。

「警官は駄だ目めだ！」

　漆うるし野のはきっぱりと否定した。

「彼らは犯人と癒ゆ着ちやくしてる」

　って台詞せりふが出てくれば格かつ好こういいのだがさすがは漆野。

「手て柄がらが独ひとり占じめ出来ない」

　漆野は身を乗り出すと森しん写じや歩ぶ朗ろうの制服を摑つかみ車内に引ひき摺ずり込んだ。

「時間がないんだ。早くしろ！」

　森写歩朗はそれなりに抵てい抗こうした。

「君なら分かってくれるだろ」

　拳けん銃じゆうを突きつけられた森写歩朗は大人おとなしくするしかなかった。

「それじゃ出発だ！」

　その時だった。森写歩朗の瞳ひとみが足早に玄関から出てくるジルを捕えたのは。

「ジルゥゥゥゥゥゥゥ！　詳くわしい説明は後でする。花ハナちゃん連れて先に帰っててくれ！　演劇の部室にいるから!!」

　森写歩朗はジルの耳に自分の叫びが届いていないのに気がついた。

　彼女は耳みみ栓せんをしているから。

　それでも森写歩朗に気がついて片方の耳栓を外はずしたようだ。

「漆野さん。ちょっと待ってください」

「待てん！」

　車をスタートさせる。

「花ちゃんは部室だぁぁぁ。連れてかえってくれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　ブルーのレンタカーはすぐに見えなくなった。

　交通法規を無視した走る傍はた迷めい惑わくだった。




「ふ～～む」

　花を抱きあげた倉くら地ちは神しん妙みような顔つきで呟つぶやいた。

「兄貴に似なくてよかったわね」

「花はな丸まる先せん輩ぱいのお父さんがどこかでこしらえた子供なんでしょ」

「まるでトーマスのような生い立ちじゃない」

「え、じゃあ花丸先輩が玄関の前に捨てられてたって噂うわさは本当だったんですか！」

「本当よ。だからあいつ母親が誰だれだか分かってないの」

「うわぁぁぁ」

　三みつ石いしは気きの毒どくそうに息を漏もらした。

「まぁあの馬ば鹿かだから全ぜん然ぜん気にしてないみたいだけど……」

　そこで倉地はふと言葉を止めた。

「そうか、その手てがあったか」

　何を思ったのか花ハナを寝かすとベビーケーブのボタンを外はずし始めた。

「あの、何やってるんですか？」

「この中に義ぎ理りチョコ入れるのよ」

　倉くら地ちは端たん的てきに答えた。

「義理なら自分で手渡せばいいのに」

「何？　何か言った？」

「いえなんでもありませ～～ん」

　ギロリと睨にらみ付けられた三みつ石いしは肩をすくめた。

　それに考えればブツの手渡しはこの方法の方が安全かもしれない。

　願わくば赤ん坊が大きいのをしないことなのだが。

「問題は入るかどうかだけど」

　倉地が鞄かばんから出したチョコ。

　義理にしてはやたら大きかった。

「これは……ちょっと無む理りがあるんじゃないんですか」

「なせばなるよ」

　倉地が見るからに不可能な挑ちよう戦せんを続けていると、部室の扉ドアが開かれた。

「失礼しマス」

　ハスキーな声が響いた。

「ピーター先生！」

　なんで英語のピーターがこんなところに………。

「何か御用ですか？」

　三石を無視してピーターは辺あたりをぐるりと見渡し、そして呟つぶやいた。

「おや、いまセンね」

　それからその視線は花へと注がれる。

「ちょっと貸してくれまセンか？」

　いつの間にかピーターの手にはロープが握にぎられていた。

　勘カンのいい三石はなんだかちょっといやな予感がした。




「こんにちは」

　部室の扉を開けたジルは、思わず絶ぜつ句くした。

　演劇部部室には簀す巻まきが二つ転ころがっていたからだった。

　二つの簀巻きは倉地と三石の顔をしていた。

　猿さるぐつわをかまされてうーうー唸うなっている。
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　この二人が簀す巻まきになってようが春巻になってようが大したことじゃないのだが、問題は別にあった。花ハナの姿がどこにも見当たらないのだ。

　ジルは血けつ相そうを変えて二つの簀巻きに駆け寄った。

「ねぇ、花ちゃんはどこ、何があったの」

　激しく揺ゆすぶられ倉くら地ちはむーむーと唸うなった。

　ジルはやっと猿さるぐつわの存在に気がついた。猿ぐつわを外はずす。

「大変。ジルちゃん。赤ちゃんが外人の教師に」

「何？　口をぱくぱくさせてるだけじゃ分からない。ちゃんと声に出して」

　さらに激しく揺すぶられて倉地は目を白黒させた。

「だから……ピーターとかいう外人の教師に」

　間もなくジルは自分が耳みみ栓せんをしていることに気がついた。

　耳栓を外すと、これでやっと会話が可能となる。

「大変なの。ピーターとかいう外人の教師がいきなり私達を簀巻きにして赤ん坊を…」

「なんですって……」

　ジルは表情を固くした。

「視聴覚室で待ってるように伝えろとかなんとか」

「視聴覚室……」

　ジルはすっくりと立ち上がった。

　その瞳ひとみは怒いかりで燃え上がっていた。

「花ハナちゃん。今行くから」

　飛び出して行くジルの後から倉くら地ちは怒ど鳴なった。

「ちょっと！　解ほどいていってよ！」

「むーむーむー」

　まだ猿さるぐつわの三みつ石いしが何事か呟つぶやいた。

『まだしばらくはこの格かつ好こうですね。先せん輩ぱい』

　日本語訳するとこんな感じだった。
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「何が悲しくて僕がこんなことをしなくちゃいけないんだよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは拳けん銃じゆうを手に呟いた。

　先ほど漆うるし野のによって手渡された拳銃だ。

　廃はい屋おくのような一軒家の裏口で森写歩朗は拳銃を握にぎり締めている。

　一般市民の森写歩朗が、静かに突入命令を待っているのだ。

『森写歩朗君』

　トランシーバーから囁ささやき声が聞こえた。

『こちら漆野だ。そちらの様子はどうだ？』

「こちら哀あわれな被害者、誰だれも出てきません」

『そうか、こちらは突入を開始する。もし犯人が裏口から逃亡するようだったら全力で阻そ止しすること。いいね』

「…あの、本当に僕にやらせるつもりなんです？」

『あたりまえだろ。そのために拳銃を貸してあげたんだ。不ふ審しん者しやが出てきたらとりあえず引き金を引きなさい。な～～に心配することはない。当たったらみな君の責任だ』

　そんなことを言われて拳銃を撃ぶっぱなす馬ば鹿かがどこにいるのだろうか。

　森写歩朗は何がなんでもこれだけは使うまいと心に決め込んだ。

『健闘を祈いのる。もしうまく御ご令れい嬢じようを救出出来たら金一封だ。焼やき鳥とり屋やに連れていってあげるからな』

　通信は一方的に途と切ぎれた。

「頼むから出てくるなよ」

　森写歩朗は神に祈った。

　ズキューンズキューン。

　しばらくすると血も凍こおるような音が響いてきた。

　もしかして犯人死んだ？

　なんて思ってるとこちらに向かって走ってくる足音が聞こえる。

「やばいよ」

　逃げ出したいところだが足がすくんで動けなかった。

　拳けん銃じゆうを裏口に向けたまま大きく息を吸い込む。

「落ち着け。落ち着け。『手を上げろ！』この一言でいいんだ」

　ガチャリ！

　裏口が開かれた。森しん写じや歩ぶ朗ろうは腕に力を込めた。

「手をあげ…」

　ズキュ～～～～ン。

　緊張のあまり引き金を引いてしまった。

　発射された弾た丸まは裏口から飛び出してきた男のこめかみを掠かすめると家の中に吸い込まれていった。

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　漆うるし野のは怒ど鳴なった。

「俺おれを殺すつもりか！」

　すぐに辺あたりに目を這はわせ怒鳴った。

「犯人はどこに逃げた！」

「誰だれも出てきませんでしたよ」

「何だと。俺はちゃんと誘ゆう拐かいの首しゆ謀ぼう者しやを追いつめたぞ」

「出てこなかったものは出てこなかったんです」

　森写歩朗も意い地じになって叫んだ。

「じゃあ、どこにいるって言うんだよ！」

　森写歩朗はおずおずと指さした。

「もしかしてあの人？」

　漆野は振り向いた。

　上品そうな背広を着た男が泡アワを吹いて倒れていた。

　頭にストライプが走っていた。

　先ほど森写歩朗が放った弾丸が通り過ぎた後だった。

　どうやら物置きに飛び込んで漆野をやり過ごしてから玄関から逃げようとしたのだが、運悪く弾丸が掠めたらしい。

　森写歩朗、偶ぐう然ぜんのお手て柄がらだった。




「ワタシ、悪イニッポンジンにダマサレマシタ」

　手て錠じようをかけられた男は咄とつ嗟さに外人の真ま似ねをしたが効果は皆かい無むだった。

　漆うるし野のは胸ポケットから携けい帯たい用電気スタンドを取り出した。

　強きよう烈れつな光で男の顔が照らされる。

　廃はい屋おくは臨時取り調べ室になった。

　それにしても奇き妙みようだった。

　汚い部屋一いつ杯ぱいに子供の玩具オモチヤやぬいぐるみ、乳母車や揺ゆり籠かご、はたまたオムツまで積んであるのだ。

　解けない謎なぞは考えないようにした森しん写じや歩ぶ朗ろうの前で取り調べが開始された。

「さあ、しっかり吐はき出してもらうか。春はる田た植うえさん」

「春田植？」

　森写歩朗は首を傾かしげた。

　それは被害者の苗みよう字じじゃなかったろうか？

「そうだ。こいつは誘ゆう拐かいされた御ご令れい嬢じようの叔お父じ貴きにあたる男だ。倒産した自分の会社の復興資金を本家に頼んで断られた腹いせに誘拐を企くわだてた。そうだな」

「すごい……」

　今まで銃を乱射するだけの危険な刑事だと思っていたが、この鮮あざやかな取り調べの様子はどうだろう。

　さすが刑事！

「どうして……それを」

「ふふ、本家じゃ皆お前の犯行だってことは知ってたさ。だが身み内うちの恥はじは晒さらしたくない。お前を極秘に捕えて人ひと質じちを救出するようにお前の兄貴から頼まれたのだ。五千万円もらえる。もちろん警察には内ない緒しよだ」

「そんな裏取り引きしてるんですか！」

　森写歩朗は先ほどの賞しよう賛さんを取り消した。

「森写歩朗君」

　漆野は森写歩朗に顔をずいと近寄らせた。

「正義を執しつ行こうするためにはいろいろと必要なのだ。他言しないね」

「しません。しません」

　森写歩朗はあきれ顔で言った。

「よし」

　漆野はがぜんはりきって犯人に顔を近寄らせる。

「罪は皆誘拐請うけ負おい株式会社の方にまわす。お前が警察で裁さばかれることはない。まぁ春田植家でそれなりに制せい裁さいがあるとは思うが」

「なんだって……」

　男の顔色が変わった。

「頼む。私を逮たい捕ほしてくれ。兄貴のところへ連れていかれるくらいなら警察に行った方がマシだ！」

「うるさい！　二月の日本海は寒いが覚かく悟ごするんだな」

　あまりもの恐おそろしい会話に森しん写じや歩ぶ朗ろうは頭を抱えて震ふるえた。

「さぁ、吐はけ。人ひと質じちはどこだ」

「……いない」

「そうか」

　漆うるし野のは男のこめかみで銃を撃ぶっぱなした。

「最近は季節外はずれのやぶ蚊かが多い。気をつないといけないな」

　淡たん々たんと語る漆野はやっぱり恐こわかった。

　犯人は落ちた。

　真まっ逆さか様さまに落下した。

「本当にいないんだ！」

「なんだと」

「誘ゆう拐かい請うけ負おい会社へ依頼したがまだ届いていないのだ」

「調子のいい噓うそをつくな」

「本当なんだ。刑事さん。信じてくれよ。待てどくらせど人質が来ないんだ。どうも請負会社の方でトラブルがあったらしく」

「お前が外国に売り飛ばしたってことはないよな」

「信じてくれ。これでもあの娘この叔お父じなんだ。ひどいことはしない。見てくれ。この部屋を。あの娘が快適に暮くらせるように用意しておいたんだ」

「確かに………」

　漆野は腕を組んだ。

「つまり、結局人質は救出出来ない……俺は五千万円もらえないということか」

「……ああ」

「…………………」

　漆野は拳こぶしを握にぎり締めた。

「俺おれの苦労が。俺の苦労が」

　よくない傾向だ。

　案あんの定じよう漆野は爆発した。

「このいかれぽんち！　お前の兄貴の代わりに俺が日本海まで連れていってやる」

「いやぁぁぁ。あそこクラゲがいるから」

「ぐたぐた抜かすな！」

　漆うるし野のは男の襟えり首くびを摑つかむと玄関から出ていった。

　しばらくすると車の発車音が聞こえてくる。

「………」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

「帰るか……」

　ポツリと呟つぶやいた。
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　視聴覚室は別の棟むねの最上階だった。

　新しん参ざん者もののジルがその場所を発見するのに、少しばかし時間がかかった。

　焦あせりで正常な判断を失ったジルは、迷めい路ろは右側ばっかり伝っていけば出口にたどり着けるなんて理論をもとに視聴覚室を発見した。

　彼女が視聴覚室の扉ドアを押し開けたのは時計の短針が五時の数字を回ろうとしている時だった。

「だあだあだあだあだあ」

　花ハナは何が起こったのかも分からず中央でだぁだぁ言っていた。

「花ちゃん！」

　ジルは花に駆け寄るとそのちっちゃな体を抱き上げた。

「愛とは、待ちこがれること。君を待ち続けた時もまた愛デス」

　ジルは反射的に顔を向けた。

　ピーターだった。

　ピーターはジルの顔を見ると露ろ骨こつに顔をしかめた。

「あんたなんか大だいっ嫌きらいなんだから！」

　花を抱きしめたままジルは怒ど鳴なった。

「私はちゃんと好きな人がいるんだから」

「シャラップ！」

　ピーターは大声を上げた。

「お前が誰だれを好きで誰が嫌いかなど私には関係ない」

　ピーターは早口で喚わめき立てた。

「失礼します」

　ジルは一礼するとピーターに背を向けた。

「待て！」

　ジルの肩をピーターは荒々しく摑んだ。

「離してください！」

　ジルは暴あばれた。

　弾はじき飛ばしてやろうと前ぜん頭とう葉ように力を込めた。

　何も起きない。

　ジルはごくりと唾つばを飲み下した。

　吸きゆう血けつ鬼き時代に夜道を歩いていて痴ち漢かんに襲おそわれたことがある。

　その時は、痴漢を半殺しにしておいた。

　今も目の前の危険な男を吹っ飛ばしたいのだが力が出るわけがないのだ。

　人間なのだから。

　このままじゃ。

　このままじゃ。

　襲われてしまう！！！

『放課後の視聴覚室、外人英語教師と』

　ジルの頭にそんなタイトルが浮かび上がった。

　冗じよう談だんじゃない。

　非ひ力りきな十六歳の少女の腕力でなんとか手を振り解ほどくが、いち早く開かれた扉ドアに回ったピーターによって退たい路ろを失う。

　とてつもない危機ビンチだった。

「いいか。早く森しん写じや歩ぶ朗ろう君と別れるんだ。君の相手は彼じゃないんだ！」

「誰だれがそんなこと決めたのよ！」

「私が決めたのだ。何な故ぜなら…何故なら…彼の相手は…」

　ピーターは魂たましいを込めて叫んだ。

「私なのだ！」

「へ？」

　ジルの頭からヒマワリが咲いた。

「ほわっと？」

「私は彼に一ひと目め惚ほれしたのだ。男と男の熱い絆きずなに、ジル君。君が入る隙すき間まはない」

　そ～～～ゆ～～～ことだったのか。

　ジルは納なつ得とくした。

　何のことはないピーターは男ホ色モだったのだ。

　これなら間違っても襲われる心配はない。

　ほっと胸をなで下ろすがそれは大きなマッチ棒と貝かい殻がら。

「君が別れると宣言しないなら」

　ピーターの手には飛びだしナイフが握にぎられていた。

「愛の障害は全力で排除する」

　危険はそう簡単には去らなかった。

　が、ジルは救われた。

　突とつ如じよ、ピーターが目の玉をナルトにして打ぶっ倒たおれたのだ。

　後ろには黒服の男が控えていた。

　手にスタンガンを持っている。どうやらこれにピーターはやられたらしい。

　ドヤドヤドヤ。

　後に続くように黒服の集団が入ってくる。合計五名。

「やっと見つけた」

　リーダーらしき男が感嘆の息を漏もらした。

「見つけましたね」

　他の黒服達も感動している。

「これも皆、君がミスするからだぞ」

「お言葉を返すようですが、責任を私に押しつけないでください。こうなったのも到着が遅おくれたのが原因。つまり係長の」

「馬ば鹿かを言うな。それを言うなら実行部長だ」

　ごちゃごちゃと会話している内容はハッキリ言って微み塵じんも理解出来なかった。

「まぁ喧けん嘩かは後にしましょう。ところで目撃者をどうします？」

「ロープでぐるぐる巻きにして吊つるしておこう。我々が赤ん坊を依頼者に渡すまでは発見されてはならん。実行部長」

「力仕事は俺おれってわけですかい」

「専務に口答えするな」

　よくは理解出来ないがこいつらの狙ねらいはどうも花ハナのようだ。

　逃げ出した方がよさそうだ。

　本能的にそう感じたジルはそっと歩き出した。

　抜き足、差し足、忍しのび足。

　幸いまた実行部長と係長が口喧嘩を始めて皆の注意がそちらに向いている。

　奇き跡せき的てきに相手の目を逃れて廊ろう下かに出ることに成功した。

「しまったぁ！　逃げられた！」

　ジルは駆けた。

　全速力で薄うす暗ぐらい校舎を走った。

　声がどんどん近寄ってくる。

　このままではつかまるのは必至。

　ジルは脇わきの部屋に飛び込んだ。

　そこには男子更こう衣い室しつと書かれていた。

　ロッカーの陰かげにジルは身を潜ひそめた。

「どこだ！」

「いないぞ！」

「階段を見張れ。外にはいけないはずだ。まだ中にいる」

　緊きん迫ぱくした叫びが聞こえてくる。

　花ハナは泣きそうな顔でジルを見上げた。

「お願いだから泣かないで」

　ジルは花を抱きしめた。

　泣きたいのはこっちだった。

　見つかるのは時間の問題だった。逃げ切る自信もない。

　幾許いくばくか時間がたったが状況は好転する気け配はいはない。

　そんなジルの目に携けい帯たい電話が映った。

　誰だれかの忘れ物だろう。

　助けを呼ぼう。

　信用に値する力量を彼が持っているとは思わないが他ほかに方法はない。

　ジルは携帯電話を手にとると番号を押した。

　ピポパポ。

　軽快な音が更こう衣い室しつに響いた。

「はい、もしもし花はな丸まるです」

　電話の音に風ふ呂ろから慌あわてて飛び出して来た森しん写じや歩ぶ朗ろうはタオルで前を隠かくしつつ受話器を取る。

『森写歩朗！』

「ん？　ジル。何やってるんだよ。早く帰ってこいよ」

『森写歩朗！　助けて！』

　受話器から響く囁ささやきは音量こそ小さいものの緊きん迫ぱく感かんを含ふくんでいた。

「どうした？」

『今学校なの、花と一いつ緒しよに東校舎の更衣室にいるの。変な黒服の連中に追いかけられてるの………お願い。助けて。彼らの狙ねらいはどうも』

　電話はそこで切れた。

　森写歩朗は無言で受話器を置いた。

　変な黒服の連中に追われている……。

　森写歩朗の頭の中に浮かび上がる単語はただ一つ。

　ブラックウイナー！！！！

「どっひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　前を隠すタオルを放り投げて森写歩朗は飛び上がった。

「なんでだよ。もうジルは死んだことになってるはずなのに、ど～～してだよ」

　素すっ裸ぱだかで転ころげ回ってから森しん写じや歩ぶ朗ろうは表情を固くした。

　行くしかない。

　気がつくと彼の手にはお守まもりが握にぎられていた。

　中には案あんの定じよう鍵かぎが入っている。

　武器保管所の鍵だ。

　肉体はとことん非ひ力りきな森写歩朗だが、体に武器を巻きつければ即席ランボーになれる。

　森写歩朗は震ふるえる手で鍵を鍵穴に差し込んだ。

　危ないものは前と同じようにそこにあった。













　　第六章　しとしとぴっちゃん
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「ねぇ、お母さん。あの人何？」

「しっ、見ちゃいけません」

　母親は幼い子を小声で叱りつけた。

「春が近くなるとああいった人が出てくるものなのよ」

　母親は横目でその青年をチラリ見た。

　電車の席に腰を下ろした青年は見るからに挙きよ動どう不ふ審しんだった。

　車内をせわしなくうろついていたかと思うとどかりと座席に腰を下ろす、神経質そうに貧びん乏ぼうゆすりをしていたかと思うと頭を抱えてのけぞるのだった。

　何よりその格かつ好こうが最強に怪あやしかった。

　背中に背負っているのはよく映画で見るようなバズーカ砲だし、体中にごちゃごちゃとつけられているのはマシンガンとかライフルとかそういった危ないもんだし。

　迷めい彩さい色しよくの鉢はち巻まきにサングラスが怪あやしさに拍はく車しやをかけていた。

　体中に武器を巻き付けた貧ひん弱じやくなランボーを人々は奇き異いの目で見つめた。

　だが誰だれ一人として騒さわぎ出す奴やつはいない。

　青年の体の武器を本物だと思う輩やからなど存在しなかったのだ。

　最近の玩具オモチヤはよく出来ているね。

　ミリタリーごっこが好きなのかな？

　飯いい波なみ市はそんなお気楽な連中が多いのだ。

　駅前の派出所のお巡まわりさんもランボーを見て目を細めた。

「いいね。多た趣しゆ味みで」

　そ～～ゆ～街まちなのだ。

　大した苦労もなく森しん写じや歩ぶ朗ろうは東校舎の前に立った。

「閉まっている……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく森写歩朗だがその縛しばられた鉢巻に噓うそはなかった。

　背中の危ないものを持ち直すとガラス張りの扉ドアへと向ける。

　躊ちゆう躇ちよせず引き金を引いた。

　どっかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！

　玄関は快こころよく開いてくれた。

「うひぃぃぃぃぃぃ」

　森写歩朗は顔を引きつらせた。

「なんて恐おそろしい武器なんだ」

　森写歩朗はバズーカ砲を投げ捨てた。

　黒光りする危ない武器は固い音をたててコンクリートに落下する。

　森写歩朗は粉々に砕くだけ散ったガラスをまたぐと校舎内部へと足を踏ふみ入れた。

　更こう衣い室しつは確か三階だ。階段を上らなければならない。

　無事でいてくれ！

　森写歩朗はマシンガンを抱えると階段へ向けて駆け出した。

　しばらくすると階段が見えてくる。

　森写歩朗は角に身を隠かくした。

　階段の前には、黒服の男が煙草タバコを吸っていたからだった。

　見るからに怪しい黒服だった。

　玄関からの爆発音に首を傾かしげつつこちらに向かってくる。

　森写歩朗はマシンガンを持つ手に力を込めた。

　軽く目を閉じる。

　ハチマキに誓ちかった決心を思い出した。

　例え弾タマが相手に当たっちゃっても、気にせず元気に進みましょうっていう世にも恐おそろしい誓いだった。

「よし！」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは廊ろう下かから飛び出すと男に向けてマシンガンを向けた。

「動くな！」

　裏返った声で叫ぶ。緊張してるのがバレバレだった。

　相手はぽかんとしている。

　しまった。

　森写歩朗は舌した打うちした。

　相手はブラックウイナーだ。東洋系の顔に見えるが実は日本語を知らないのかもしれない。

「ウゴクダメネ！　ノーウゴク！　ノー」

　森写歩朗は自分では英語と信じ切っている日本語を叫んだ。

　黒服の男はぽかんと森写歩朗を見つめた。

　その顔に恐れはなかった。

「この学校にはミリタリーごっこする部活があるのか」

「心臓以外は動かしちゃいかん！」

　森写歩朗の叫びに男は下げ卑びた笑みを浮かべた。

「しょうがねえな。こんな時にこんな所へやってきてしまった運の悪さを嘆なげくんだな。悪いがしばらく大人おとなしくしてもらうぜ」

　男はポケットからスタンガンを取り出した。

　森写歩朗はマシンガンを脇わきの窓ガラスに向けて引き金を引いた。

　スタンガンとマシンガン。名前は似ているがその殺さつ傷しよう能力は月とすっぽんだ。

　ズガガガガガガガガガガガガガガ。

　マシンガンが火を吹いた。

　窓ガラスが面おも白しろいように割れたが、男にとってはぜんぜん面白くもなかった。

「ひぃぃぃぃ」

　男の手からスタンガンが転ころがり落ちた。

「ほ、本物なのか……………」

　男は青ざめた顔を見せた。

　森写歩朗はマシンガンの銃口を男に向けた。

「それ以上妙みような真ま似ねしたら僕は目をつぶって引き金を引く」

　脅きよう威いだった。

　とてつもなく脅威だった。

「頼む。殺さないでくれ。好きでこんな仕事やってるわけじゃないんだ！　実行部長の肩書きはあるが心はナイーブな若者なんだ。これが終わったら足を洗う。だから殺さないでくれぇ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは落ちたスタンガンを拾い上げた。

「これって、死んじゃうの？」

「いや。死なない。気き絶ぜつするだけだ」

「そうか」

　次の瞬しゆん間かん、男の体に高圧電流が流れた。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　男は髪かみの毛をチリチリパーマにして倒れた。

「髪にボリュームがあって素す敵てきだね。ウェーブのかかった髪が最高だよ」

　森写歩朗は呟つぶやくようにそう言うと階段を上った。
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　電話してからどれくらいたっただろうか？

　ジルはしゃがみこんでいた。

　途中バッテリーが切れてしまったからちゃんと現在の危き機きが伝わったかどうか分からない。

　森写歩朗が助けに来るという保証書もついていない不良品の希望だった。

　大分外は薄うす暗ぐらくなっているがニンゲンニナールを服用して吸きゆう血けつ鬼きの力が失われているジルに飛んで逃げるなぞ不可能中の不可能。

「ぐすぐすっ」

　花ハナがしゃくりあげ始めた。

　お腹なかが減ったのか、理由は分からない。

「泣いちゃだめ」

　赤ん坊がその手ての説せつ得とくに応じるはずなどないのだ。

「びえぇぇぇぇぇぇぇ」

　泣き出した赤ん坊を前にジルは狼ろう狽ばいした。

　赤ん坊を泣きやませる手段はいくつかあるがこの場で出来ることといったら。

　口と鼻を塞ふさぐ。

　頭に浮かんできた危ないアイデアにジルは激しく首を振った。

　そうだ、子守歌だ。

　ジルは子守歌を歌い始めた。




　二階から三階の階段を上り切ろうとした時だった。

　森写歩朗は銃声を聞いた。

　背はい後ごからだった。

　弾た丸まは森しん写じや歩ぶ朗ろうの頰ほおを掠かすって階段に食い込む。

「ひぃぃ」

　森写歩朗は悲鳴を上げると全速力で階段を上り切った。

　ズキューン！

　ズキューン！

　立て続けに二発、間かん一いつ髪ぱつでよけた森写歩朗は二階部分へ飛び込むと壁かべの脇わきに身を潜ひそめた。

　タタタタタ。

　階段を上ってくる音が聞こえる。

　森写歩朗は頰から流れる血液を拭ぬぐった。それはとても生暖かかった。

「よくもやったな」

　腰から手て投なげ弾だんを取るとピンを引き抜く。

　もしかして相手は死ぬかもって恐きよう怖ふもあったがハチマキの誓ちかいが全すべてを忘れさせた。

　森写歩朗は階段に向けて手投弾を投げつけた。

　どっかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！

　爆音が響いた。

「いくらなんでもこれで」

　恐おそる恐る顔を壁から出す。

　ズキューン。

　爆ばく発はつ煙えんの中から弾丸が吐はき出されて森写歩朗の手からマシンガンを弾はじき落とした。

　かなりの腕前だ。

「くそぉ！」

　森写歩朗は駆け出した。

　ズキューンズキューンズキューン。

　少し進んだ先の生物教室に飛び込む。

　足音は扉ドア越しに聞こえてきた。

「こうなったらこれを使うしかない」

　森写歩朗は背中に背負った巨大なロケットランチャーをよいこらしょと肩に担かついだ。

「見るからにものすんごい武器だから、なるべく使わないようにしようと思ってたけど、使っちゃうもんね」

　効果も分からず森写歩朗は引き金を引いた。

　どかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!!

　森写歩朗は反動で吹き飛ばされた。

　後ろの陳ちん列れつ棚だなに並べられていたホルマリン漬づけの蛇へびとカエルとかをぶちやぶって、着地する。

　様々な気持ち悪いものが森しん写じや歩ぶ朗ろうに降り注いだ。

　いままでずっと模型だと思っていた人間の頭ず蓋がい骨こつも落下してきた。

　思わず受けとめた森しん写じや歩ぶ朗ろうは見てしまった。

　頭蓋骨の後頭部にびっしりと書かれたお経きようと短文。

　昭和五十一年三月三日、飯いい波なみ山やまにて発見。
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　これは本物だったのか！

　森写歩朗は悲鳴をあげて頭蓋骨を放り投げた。

　それから立ち上がってホルマリンをあびたジャンパーを脱ぎ捨てる。

　ホルマリンの匂においが鼻についた。

「何が悲しくてこんなとこでカエルやら蛇へびやらを頭からかぶらなくちゃいけないんだ」

　森写歩朗は顔をしかめながらゲチョグロ地じ獄ごくから抜けだした。

　吹っ飛ばした扉ドアから出ようとして、初めて自分が引き起こした惨さん状じようを目にした。

「………」

　森写歩朗は思わず目を疑った。

　三階の床ゆかの一部分が見事に弾はじけ飛んでいた。

　生物教室の吹っ飛ばされた扉の向こうにはガランとした空間があるだけ。

　先ほどの一撃で床が飛び天てん井じようも焦こげてしまったのだ。

「自分でやっておいてなんだけど」

　ぽつりと呟つぶややく。

「これは危険過ぎる」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは転ころがる武器を怯おびえた目で見つめた。

　弾薬があったとしても持っていく気にはならなかった。

　とにかく目先の危険は回かい避ひ出来た。

　森写歩朗はかろうじて残っている床ゆかの縁へりをそっと歩いた。

「おや？」

　森写歩朗は気がついた。

　落下した瓦が礫れきの下敷きになってうめいている黒服の男女。

　見たところ命に別状はないようだ。

「気にしない気にしない」

　更こう衣い室しつのある階へ上る階段へたどり着いた森写歩朗は大きく息をついた。

　腰のベルトに差し込んであったベレッタを手にする。先ほどのマシンガンに比べれば心許もとないが何もないよりはマシ。

　慎しん重ちように階段を上り始めた。




　四階に人の姿は見られなかった。

　ジルが助けを待ちわびている階。

　森写歩朗はダッシュで更衣室へと飛び込んだ。

　ここでジルが助けに来た森写歩朗に感動の涙を流す………。

　一般的パターンからいえばそうなるのが普通だろう。

　しかしこの時ばかりは一般的パターンから外はずれていた。

　更衣室は空からっぽだったのだ。

「遅おそかった………ということなのか」

　森写歩朗はがっくりと膝ひざをついた。

「ここまで苦労してやってきたのに……これまでだっていうのか」

　森写歩朗は女子更衣室で拳こぶしを握にぎり締めた。

　彼を責せめても仕方ない。女性であるジルあ～～んどお子様だけど女の子の花ハナという二つのファクターがそろえば導き出される答えは女子更衣室。

　慨がい嘆たんする森写歩朗は気がつかなった。

　背はい後ごから近寄ってくる黒い影に。

　ポンと肩に手を置かれた森写歩朗は体をびくつかせ飛び跳はねた。

「うわぁぁ」

　一いつ瞬しゆんで壁かべ際ぎわまで逃げた森しん写じや歩ぶ朗ろうに、その影は声をかけた。

「森写歩朗君じゃないか……」

「へ？」

　目の前の物体は全身煤すすだらけで外がい見けんだけではコールタールの化ばけ物ものだ。だがその声は聞き覚えがあった。

「もしかして漆うるし野のさん？」

「ああ。ちょっと待ってくれよ」

　化物は体の煤をぱたぱた払った。

　やっぱり漆野だった。

「ふぅ。これできれいになった」

「あの漆野さん。なんでこんなところに？」

「それはこっちの台詞せりふだよ。まあいい。実は私が奴やつを日本海に連れていこうとしている時、誘ゆう拐かい請うけ負おい株式会社の連中から奴の携けい帯たいに電話が入ってね」

「電話ですか……」

「ああ、内容は、やっとブツを手渡せる。時間がかかったから三十パーセントオフでいいよ。という内容だった」

「はぁ」

「私は奴に拳けん銃じゆうを突きつけて現在の居場所を聞き出させた。その結果飯いい波なみ高校だということが判明したのだ。とりあえず日本海は無む理りだったが近所の貯水池で奴を寒中水泳させてから私はここに飛んできたのだ。そしたらどうだ。怪あやしい黒服の男達。間違いないだろ」

　それから漆野は森写歩朗に聞き返した。

「でだ、森写歩朗君。君はどうして」

「どうしてって」

　吸きゆう血けつ鬼きを狩かっているブラックウイナーからジルを守るために来たとは言えない。

「どうしてって」

　森写歩朗は苦しい言い訳をした。

「僕は飯波高校生なんですよ……」

　漆野はしばし無表情だった。

　さすがにこれじゃ無理か。

　森写歩朗が本当のことを話そうかな～～って思い始めた頃ころ、漆野は深く頷うなずいた。

「確かにそうだ。おかしくないよな」

　しかも傍はた迷めい惑わくにもさっそくリボルバーを森写歩朗の手に握にぎらせる。

「ここで会ったのも何かの縁えんだ。またまた協力してくれるね」

　それから漆野は床ゆかに座り込むとポケットから壊こわれた通信機を取り出した。

「それは？」

「ああ、一階で倒れてた黒服の男から奪うばったのだ。これを修理すれば奴やつらの通信が聞こえるはずだ」

「修理可能なんですか？」

「馬ば鹿かにするな。私は刑事をやる前はＮＴＴに勤めていたのだ」

　信しん憑ぴよう性せいのない話だがもし通信機が直ってジルについての情報が聞ければ万ばん歳ざいだ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは黙だまって漆うるし野のの手もとを見ていた。
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「まだ見つからないのか！」

　男は声をあらげた。

「一体いつまで時間を取らせるつもりだ！　この仕事に失敗したら我が社は倒産なんだぞ」

「しかし社長。いないものはいないんです」

「ちゃんと探したんだろうな」

「そりゃもう。白しろ蟻あり潰つぶしに探しました」

「なんだ、その白蟻潰しってのは？」

「ご説明しましょう」

　係長はインテリっぽく眼鏡めがねを押し上げた。

「しらみ潰しっていう表現があるでしょう。シラミを一匹一匹見つけて潰すように精せい魂こん込めて家や捜さがしするって意味なんですよ。でも最近はどうですか。そう簡単にシラミなんて転ころがってない。かといってダニ潰しっていったら顕微鏡が必要になる。そこで私の目安としてはシロアリを」

「ぐだぐだ訳の分からないことを言うな」

　ナイロン袋に入れたシロアリを誇ほこらしげに見せる係長の首を社長は締め上げた。

「まさか逃げられたってことはないな」

　係長は目を白黒させながら答えた。

「それはないでしょう。玄関は見張ってるんですから」

「ちょっと待て」

　社長は係長を制した。

「何か聞こえないか？」

「何ですか？」

　二人は耳を澄すました。

「子守歌が聞こえますね」

「あぁ、子守歌だ」

「しかしどうして子守歌なんか」

「脳味噌回ってるのか？　子守歌は子供に聞かせる。それが相場じゃね～～か」

　社長は目を閉じさらに耳をすました。

「近いぞ。かなり近い。ついてこい」

『男子更こう衣い室しつ』

　隣となりの扉ドアにはそう書かれていた。

「ここは探さなかったのか？」

「探しませんでした」

　係長はすっぱりと答えた。

「………どうしてだ？」

「何言ってるんですか。逃げ出したのは女なんですよ」

　係長は胸を張る。

「男子更衣室や男子便所を探したって出てくるわけないじゃないですか」

　社長は無言で係長の頭を殴なぐりつけた。

「隠かくれる時にいちいち男子女子を確かめる奴やつがどこにいるんだ。行くぞ」

「はいいい」

　扉を押し開ける。

「よいこはおねんねねんころりん」

　可愛かわいいらしい子守歌が聞こえてきた。

　社長は子供をあやすジルの背はい後ごに立つとその後頭部にスタンガンを押し当てた。

「ゲームオーバーだな」

　子守歌は止まった。

　ジルはぎこちなく首を動かし背後を見やる。

　自分が見つかったことに気がついたジルは息を飲んだ。

「しまった！」

　ジルは叫んだ。

「花ハナちゃんを泣きやませることしか頭になかった！」

　赤ん坊が泣きやんでも子守歌を歌っていれば見つかって当然である。

「赤ん坊を確保しろ」

　社長の命令で動いた係長がジルの手から花をひったくった。

「びえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇんん！！！」

「うるさい！　なんとかしろ」

「なんとかしろって言ったって。ほらぁべろべろばぁぁ。大人おとなしくしててよ。べろべろば」

「ほんぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　赤ん坊は小さな手で係長の唇くちびるを引っ張るとぐいぐいと引っ張った。

「あぁ、君。頼むよ」

　係長はジルに花ハナを手渡した。

　赤ん坊はピタリと泣きやんだ。

「泣きやみましたね」

「もう一回とってみろ」

「びえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

「返せ！」

　ピタリ。

　二人は赤ん坊を抱きかかえるジルを凝ぎよう視しした。

「受け渡しが成功するまでは人目につくとまずいことになるな」

「確かにそうですね」

「どうします」

　社長は花を抱いてこそこそと逃げ出そうとするジルの襟えり首くびを摑つかみ上げた。

「君、アルバイトしないか。時給千円だ」

「離して！　離して！」

「君が来てくれないなら」

　スタンガンが握にぎられていた。

「これで赤ん坊を静かにさせるしかないんだがな」

　ジルは憎にくしみのこもった目で睨にらみ上げた。

「あんたら鬼オニよ！」

「よく言われる」

　社長はむっつりとした顔でそう呟つぶやくとポケットからトランシーバーを取り出した。

「ピーガー、ターゲットは捕ほ獲かくした。全員ただちに屋上へ来たれし。ヘリで逃走する」




『ターゲットは捕獲した。ただちに屋上へ来たれし。ヘリで逃走する』

　森しん写じや歩ぶ朗ろうと漆うるし野のはその通信を更こう衣い室しつの中で聞いた。

　彼らにとって不運だったことはそこが女子更衣室だったということだ。

　まさか隣となりの部屋にジルがいるとは思わず森写歩朗はがっくり頭を垂たれた。

「やられた」

　森写歩朗は舌した打うちした。

　ジルは屋上に連れていかれる。そしてヘリに乗せられ天国か地じ獄ごくなのだ。

　多分地獄だろう。

「僕は行きます」

「君には正義の心があると思っていたよ」

　漆うるし野のは感涙しながらポケットから何やら白い紙切れとペンを取り出した。

「それじゃちょっとここに一筆かいてくれないか？」

「はぁ」

「頼むよ」

　下した手てだが有う無むを言わせない口調だった。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは漆野から手渡された書類に自分の名前を書き連つらねた。

「これでよろしい」

　漆野は満足気に紙をポケットへと入れる。

「で、それは？」

「あぁ、もし君が犯人の弾た丸まに撃たれて帰らぬ人となった時のためだよ」

「へ？」

「私の責任にされると少々困るのでね。自分の意志で正義をするという一筆にサインを入れてもらったんだ」

「はぁ」

　森写歩朗はがっくりと肩を落とした。

「あなたを見ていると日本の将来が不安になります」

「安心しろ。私みたいな刑事はそうはいないから」

「いたら大変ですよ」

　ため息を吐はき出してから森写歩朗は扉ドアに手をかけた。

「待つんだ森写歩朗君！」

　飛び出そうとする森写歩朗の肩を漆野は思い切り摑つかんだ。

「何ですか」

「いきなり飛び出すのはあまりにも危険すぎる！」

　尋じん常じようじゃない漆野の気き迫はくだった。

「黒服の連中は大したことはなかった。武器といえばスタンガンしか持っていなかった。だが心して聞いてほしい。ただ一人。とんでもない奴やつがいるのだ」

「とんでもない奴？」

「後もう少しというところまで追いつめたのだが、逃げられた。こんなに真っ黒になったのも皆そいつのせいなのだ」

　森写歩朗の頭に爆ばく煙えんの中からの銃声が思い出された。

「分かります。恐おそろしい奴でした」

「君も会ったのかね」

「はい。顔は見てません。でももう少しでやられるところでした」

「私も顔はよく見ていない。ただブルーのジャンパーだけは覚えている」

「ブルーのジャンパーですか……」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは二、三度瞬まばたきした。

　ブルーのジャンパーといえば、先ほど自分が脱ぎ捨てたものじゃないだろうか。

「手て投なげ弾だんを投げマシンガンを乱らん射しやし、しまいにはロケットランチャーまでぶっぱなした恐おそろしい奴やつだ」

「………………」

　間違いなかった。

　それこそ自分に他ほかならない。

　あの時、戦っていた相手。てっきりブラックウイナーの一員だとばかし思っていたが、まさか漆うるし野のだったとは。

　言えない。

　森写歩朗はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　自分だったと言ったら殺される。

　それどころか武器が溢あふれる家庭状況がばれてしまう。

「ここは私が先頭に行く。君は援えん護ごを頼む」

　漆野はドアに背をつけると拳けん銃じゆうをかまえたまま静止した。

「あれほどの武器が用意されているとは………もしや国際的武器密みつ売ばい組織が関かん与よしているのかもしれない」

「そんな近所のオバさんみたいな冗じよう談だんは止めてくださいよ」

「いや、冗談なんかじゃないんだ」

　漆野はまだススがこびりつく顔を険けわしくした。

「第二次世界大戦以降、紛ふん争そうのあるところに影かげありと噂うわさされる武器密売組織があったのだよ」

「本当なんですか？」

「ああ、本当だ。最後には核かく爆ばく弾だんまで保有したと噂される組織だ。しかし二十年程前、当時のボスが女幹部に殺害されて終しゆう焉えんを迎えたと聞く。それが復活したのかもしれん」

「なんだか想像を超こえる話ですね」

「武器密売組織なんてアクション映画の中だけだと思っていたんだろ。しかし意い外がいと近い話なのだよ。何な故ぜならそのボスを殺した女幹部というのが、噂では日本人という話だからね」

　漆野は扉ドアを明けて隙すき間まから外を覗のぞき見た。

「組織の名はジンジャエール。行方ゆくえをくらました女幹部が組織を復興させ、その拠きよ点てんを日本においたとしても不思議はない。噂が本当だと仮か定ていしたならばな」

　漆野は拳銃の撃げき鉄てつを起こした。

「よし、誰だれもいないようだ。行くぞ。森写歩朗君、五千万円のために！」

　漆うるし野のは飛び出した。

　その直後漆野の足下がガラガラと音をたてて崩くずれた。

　その場所は丁ちよう度ど、先ほどロケットランチャーをぶっぱなした真上だった。

　崩ほう壊かい寸すん前ぜんの天てん井じようが思い出された。

「漆野さ～～～～～ん」

　二階部分まで落下した漆野に森しん写じや歩ぶ朗ろうは呼びかけた。

　返事はない。

　まぁ彼のことだ。生きているとは思うが。

「結局、僕一人でやれってことか」

　森写歩朗は漆野から受け取ったリボルバーを片手に階段を目指した。
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「遅おそい。何をしているんだ？」

「まだですか。あんまりここにいると怪あやしまれちゃうんですけど」

　脇わきの係長が間ま延のびした声を上げた。

「何かいやな予感がする」

　社長はヘリの前で腕を組んだ。

「先ほどからずんどこどっかん音がうるさいし、連絡はとれないし。第一、専務が戻ってこなくてはヘリの操縦が出来る奴やつがいないじゃないか」

「あ、来ましたよ」

　係長が華はなやいだ声を上げた。確かに扉ドアが開かれるところだった。

「何をやっていたんだ。減給の対象にな…………」

　社長はそれ以上言葉を続けることは出来なかった。

　扉から出てきたのは、彼が待ちわびていた人物とは六千キロくらいかけ離れていたのだった。

「そこまでだ！」

　銃を手にした青年は銃口をぴったりと社長に向けると鋭するどい口調で言った。

「さぁ、ジルと妹を返してもらう」

「森写歩朗！」

　ヘリの中で縛しばられているジルが歓かん喜きの叫び声を上げた。




「そんな玩具オモチヤで何が」

　森写歩朗は引き金を引いた。

　ズキュ───ン。

　リボルバーからの弾た丸まはコンクリートに当たりそこに弾だん痕こんを残した。

「本物ですよ社長！」

「ぐぬぬ」

　社長は歯は嚙がみした。

「ブラックウイナーの仕事は吸きゆう血けつ鬼きを狩かることなんだろ。どうして人間のジルに手を出そうとするんだ」

「？？？？？？？」

「もう人間に戻ったんだ。だったら関係ないじゃないか」

　突とつ如じよ意味不明の内容を喚わめき出す森しん写じや歩ぶ朗ろうに社長と係長は困こん惑わくした表情を浮かべた。

「おい、あいつ何言ってるんだ」

「分かりません」

「刑事じゃないのか？」

「分かりません」

「どういうことなんだよ」

「分かりません」

「お前は他ほかに言えないのか。給料下げるぞ！」

「じゃあ何か言います！　頭がおかしいんじゃないんですか」

「頭がおかしいだと」

「大体前から言おうと思ってたけどさ。吸血鬼だって人権があると思うんだ。それに害のない吸血鬼ならほったらかしにしても全ぜん然ぜんかまわないわけだし」

　くどくど話す青年。

　確かにおかしかった。

　しかもそのおかしな青年の手にはまごうことなき本物の拳けん銃じゆうが握にぎられている。

　かなり危ない組み合わせだ。

「早く二人を解放するんだ。さもなれば僕は目を閉じて引き金を引く」

　かなり恐こわかった。

「よし、係長。なんとかしろ」

「えぇぇ」

「こういう時に身を張るのが社員の務めだろ」

「やはり社長は社員の生命に責任が」

　そんな二人の様子を森写歩朗はいつになく険けわしい表情で睨にらみ付けていた。

　ちょっとだけ、いやかなりイカス場面だった。

　が、世の中そんなに甘あまくないのだ。

「ぎえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　森写歩朗は突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに叫び声を上げた。

　ビリビリビリビリビリビリ！

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの身体からだが透すけて骨が見える。

　強力な電流が走った証しよう拠こだ。

「社長。遅おそくなりました」

　倒れる森写歩朗の後ろからスタンガンを手にした黒服の女性が現れる。

「おお、課長。助かった。それにしても一体何が」

「突とつ然ぜん天てん井じようが崩くずれ落ちてきまして、抜け出すのに苦労しました」

　女性は床ゆかでしびれるダンスを踊る森写歩朗を見下ろした。

「お前、どこかで……」

「あ、あなたは」

　森写歩朗は焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで女性を見上げた。

「新しいお母……さん」

　女性はフンと鼻を鳴らす。

「まあいい。行きましょう。社長」

「しかし、実行部長と専務が」

「刑事が来てました。漆うるし野のとかいう奴やつが校舎に入ってくるのを見ました」

「何、あの鬼オニの漆野か！」

「時間がありません。早く依頼者へ赤ん坊を渡して報ほう酬しゆうを受け取りましょう」

「見捨てていく、ということか。だが、ヘリの操縦が」

「私がやります」

「しかし……」

　しばし難しい顔をしていた社長だったが係長の一言で表情を変えた。

「分け前が増えますね」

「そうだよ」

　社長は頷うなずいた。

「入社の時に、こ～～ゆ～～時は見捨てていきますとちゃんと説明したじゃないか。それにお互いに素す性じようも知られてない。我々がばれることはない」

「行きましょう」

「そうだな」

「そうしましょう」

　三人は悪人的笑いを響かせた。




　ジルはヘリコプターの中で歯を嚙かみ締めた。

　外は十分に暗い。

　もし自分が吸きゆう血けつ鬼きであったら、力を発揮出来る時間にはなっている。

　力さえ使えれば、あの三人を燃えないゴミ捨て場に積み重ねることなど朝あさ飯めし前まえなのに。

　扉ドアに体をぶつけても体が痛いだけ。

　激しく体を動かしたジルのポケットから赤い小箱が落下したのに彼女は気がつかなかった。




「さぁ、社長。どうぞ」

　係長によってヘリの扉が開かれた。

　と、何やら赤い包みが転ころがり落ちる。

「あれ………」

　係長はそれを拾い上げた。

「何だ？　それは」

「さぁ」

　係長は包みを解ほどいた。

「何でしょうかね。ちょっと待ってください」

　係長は包みを解く。

「こんなん出てきました」

　小さな箱に可愛かわいらしくデコレーションされたチョコレートが入っていた。

「何だ。これは」

「ははぁチョコレートですね。きっと」

「え～～と、何か文字が書いてある。ジルから森しん写じや歩ぶ朗ろうへ。へ～～器き用ようなもんだ」

「ちょこか……」

　社長はにんまりと微笑ほほえみ、口を開いた。

「ちょこがちょこんと入ってるか」




　ちゅどぉぉぉぉぉぉぉん。




　教訓。下へ手たな洒落シヤレは言うべきではない！
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　悪者三人は吹っ飛んだ。

　皆コンクリートに叩たたきつけられて昏こん倒とうする。

　ジルは無意識のうちに縄なわを引き千ち切ぎると花ハナを抱き森写歩朗へと駆け寄った。

「おぉぉぉぉ、何が起こったのか分からないけどブラックウイナーにはやられなかったんだな」

「ブラックウイナー？」

「ああ」

　ジルは首を横に振った。

「違うよ。あの人達ブラックウイナーなんかじゃないよ」

「はぁ」

「何な故ぜだか分かんないけど、花ハナちゃんを狙ねらってたの」

「ちょっと待ってくれよ。どうして僕の妹があんな物ぶつ騒そうな連中に狙われなくちゃならないんだ」

　謎なぞはすぐに判明した。

　復活してきた漆うるし野のが花を見るやいなや叫んだのだった。

「おぉ、春はる田た植うえの御ご令れい嬢じよう」

　漆野は、つい先ほどまで墜つい落らくのショックで気を失っていたとは思えない勢いでジルに駆け寄ると花をひったくった。

「おぉぉ！　やっと見つけたぞ五千万」

「何言ってるんですか??」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは花を取り戻した。

「これは僕の妹の花です」

「君こそ何を言っているんだ。この間写真を渡しただろ」

「写真？」

　森写歩朗は学生服のポケットから写真を取り出した。

「全ぜん然ぜん違うじゃないですか」

「馬ば鹿かな。そっくりじゃ」

　森写歩朗の手もとを覗のぞき込んだ漆野は不思議そうに尋たずねた。

「どうして君が私の娘の写真を持っているのだ。はっ、まさかストーカー」

「これはこの前漆野さんに渡された写真ですよ」

「何！」

　漆野はススに塗まみれた自分のポケットから別の写真を取り出した。

　花にそっくり、そのものだった。

　漆野は対して悪びれもせず、あっさりと言った。

「悪い。渡す写真間違えた」

「間違えた？」

「ああ」

「じゃあ、黒服の妙みような連中は」

「誘ゆう拐かい請うけ負おい会社の社員だ」

「で、花ハナは」

「花じゃない。春はる田た植うえ家けの御ご令れい嬢じようだ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはがっくりと膝ひざをついた。

「お兄ちゃんはお兄ちゃんでなくなってしまったぁぁぁ!!」

　森写歩朗の叫びだった。













　　第七章　さよならお天道様







「しくしくしくしくしくしく」

　この聞いているだけで悲しくなってくる泣き声は先ほどからずっと続いている。

「しくしくしくしくしくしくしく」

　最初は我が慢まんを決め込んでいた森しん写じや歩ぶ朗ろうだったがさすがに三十分も聞いていると耐たえられなくなった。

「だあぁぁぁぁ」

　森写歩朗は蒲ふ団とんから飛び起きるとクローゼットに目を向けた。

「なぁ、ジル。いい加か減げんに泣きやんだらどうだ」

「しくしくしくしくしくしくしく」

「花ハナちゃんがいなくなって寂さびしいのは分かる。だけど本当の両親だって心配してたんだ」

「しくしくしくしく」

「砕くだけ散ったチョコレートのことなら、気持ちだけで十分なんだよ」

「しくしくしくしくしく」

「なぁ、他ほかに何か悲しいことがあるのか？」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの質問に、掠かすれた声がクローゼットから聞こえた。

「戻っちゃった」

「はぁ」

「もう薬を飲んでも何も変化しない」

「………」

「また吸きゆう血けつ鬼きに戻っちゃった」

　しくしくしくしくしくしく。

　森写歩朗は嘆たん息そくしならベッドに仰あお向むけになった。

　薄うす暗ぐらい天てん井じようを見上げる。

　泣き声はまだ止まない。

「なぁジル」

　しばらく間を開けてから、森写歩朗は口を開いた。

「吸血鬼だっていいじゃないか」

「………え？」

「そりゃ、せっかくおいしいもの食べるチャンスを逃しちゃったのは残念だろうけど」

「森写歩朗は私が吸血鬼でもいいの？」

「僕は構かまわない。僕の血を吸わない限りは全ぜん然ぜん問題ありません。だから泣くなって」

　しくしくは止まった。

　これで眠れる。

　森写歩朗は蒲ふ団とんをかぶり直すと目を閉じた。

　いろんなことがあって疲つかれた森写歩朗の体は睡眠を欲していた。

　泥どろ沼ぬまに落ちて行くように眠りが脳味噌を浸しん食しよくする。

　そっとクローゼットが開かれた。

　中から体を乗り出したジルは森写歩朗のベッドに歩み寄るとそっと脇わきにしゃがみこんだ。

「森写歩朗。私、いつまでここにいてもいいのかな？」

　囁ささやくようなジルの質問に森写歩朗は寝ね惚ぼけ半分混じった声で答えた。

「いつまででも。好きなだけいろよ」

　ジルの涙に濡ぬれた顔が綻ほころびた。

「私ね、人間になったら、好きな人と教会で結婚式あげれるかなって思ってたんだ」

「別に人間にならなくたって、教会で結婚式は上げられるだろ」

「じゃあ森写歩朗、一いつ緒しよに行ってくれる？」

「へ？」

　その一言で森しん写じや歩ぶ朗ろうの眠気は吹っ飛んだ。

　鋭するどい針で脳味噌をつつかれるよりも刺激が大きかった。

「ねえ森写歩朗」

「ぐ～～～～ぐ～～～」

　風向きが悪くなった森写歩朗はざ～～とらしく狸タヌキになった。

「寝た振りしたって駄だ目め」

「…………」

　狸はすぐに化ばけの皮を剝はがされた。

「………………かな…」

　蚊かの鳴くようような声で森写歩朗は呟つぶやいた。

「何、聞こえないよ」

「だから……その……あの……」

　森写歩朗が顔面トマトにしているその時だった。

　がっしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！！！

　窓ガラスが割れる音とともに何かが飛び込んできたのは。

「うわぁぁ」

　さすがに寝ね惚ぼけていた森写歩朗も目を覚ます。

「何なんだよ！」

　叫んで電気をつけるとそこには自分の体よりも巨大なチョコを抱えたサフィーの姿があった。

「やった。間に合った。まだ十二時前よね」

　サフィーは軽がるとチョコレートを抱えると森写歩朗に突きつけた。

「はい、トナ。サフィーちゃんからの愛の形でしゅ」

　ジルは俯うつむいてふるふると拳こぶしを震ふるわせていた。
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「ん、どうしたのよジル」

　キョトンとするサフィーにジルは怒いかりをぶちまけた。

「姉さん。ど～～～してこ～～ゆ～～～ときに戻ってくるのよ！」

「はぁ？」

「今とってもいいところだったのにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!」

　吸きゆう血けつ鬼きに戻ったジルの衝しよう撃げき波はがサフィーを窓の外に弾はじき飛ばした。

「ひどいわね。何すんのよ！」

　史上最強の姉妹喧げん嘩かがまたまた始まった。

「あ～～～あ」

　窓の外で繰り広げられるスーパーサイア人的な戦いに森写歩朗は呆あきれた声を上げた。

「ま、喧嘩するほど仲がいいっていうしな」

　まんざらでもない顔をすると再び蒲ふ団とんに潜もぐり込む。

　割れた窓から吹き込んでくる風が背中に当たって、ちょっと寒かった。

　でもしっかりと眠れる、お気楽な男だった。




　一方その頃ころ、辰たつ太た郎ろうは。

「花ハナの母親はだれだぁぁぁ!!」

　本州縦断を続けていた。

　彼がことの真しん相そうを知るのは日本一周を終えた三日後の夜だった。




　一方その頃、部室では。

「むーむーむー」

（夜になっちゃいましたね）

「そうね」

「むーむーむー」

（外暗いですもんね）

「確かに暗いわね」

「むーむーむーむーむー」

（一体私達いつになったらロープ解ほどいてもらえるんでしょうね）

「知らないわよ！」

　ヒステリックに簀す巻まきの倉くら地ちは叫んだ。

　しっかり会話してるところがつきあい長いだけある。

「むーむーむーむー」

（でもこのままじゃここで夜を明かすことになっちゃいますね）

　倉地は唇くちびるを嚙かみ締め、そして絶ぜつ叫きようした。

「ど～～して、こんなことになんのよぉぉぉぉぉぉ！」







　数日後、イギリスのスッグルナックは送られたＦＡＸに目を通した。

「どうだ？　無事人間に戻れたのか？」

　尋たずねるダビンチにスッグルナックは言いい難にくそうに答えた。

「駄だ目めだった、みたいですね」

　ダビンチは自分の薬に絶対の自信を持っていた。

　したがってショックが大きかった。

「何が間違っていたというんだ！！！」

　椅い子すを持って暴あばれ回るダビンチを押さえるのはスッグルナックには不可能だった。

「私はすぐジャパンへ飛ぶ」

　研究室を破は壊かいし尽くしたダビンチは大きなボストンバッグに研究器具を詰め込んだ。

「その吸きゆう血けつ鬼きと会い、より詳くわしいデーターを集め必ずワクチンを製造してやる!!」

　それから何を思ったのか柱の赤いスイッチを入れる。

「スッグルナック君。この研究所はあと三分後に爆発する」

「え？」

　それは噓うそではなかった。

　ダビンチの言葉通り、三分後、研究所は爆発、炎えん上じようした。

「どうして」

「つい怒いかりにかまけて人工吸血鬼ウイルスに感染した実験動物達のケースを破壊してしまった。広まったら大変だ」

　ダビンチは空港へ向けて歩き出した。

「君も来るかね」

「は、はい」

　スッグルナックはついていくしかなかった。

　彼らはまだ知らなかった。

　自分達が、飯いい波なみ市に破は滅めつを運んでいくことに。










　　　あとがき




　バレンタイン。

　やな響きですね。

　本当にやな響きです。

　僕の中では十三日の金曜日と匹ひつ敵てきするくらいやな響きです。

　十九年の人生を振り返っても、いい思い出ってのがこれといってない。

　もちろん僕も男です。チョコレート貰もらえれば嬉うれしいし、貰いたいとも思います。




　高校時代、バレンタインの日は朝からそれなりの準備と心構えをしてました。

　教室を離れる時はさりげなく鞄かばんのチャックを開けておく……とか、下げ駄た箱ばこに名札をつけておくとか……。

　渡された時のお礼の台詞セリフまで考えてました。

　今考えると馬ば鹿かです。

　大馬鹿者です。

　そんな大馬鹿者がチョコレートを貰えるわけがありません。

　落らく胆たんして家に帰ってくると何やら郵便で届いてました。

　僕は、自室に飛び込み、ドキドキしながら包装を取りました。

　それは紛まぎれもなくチョコでした。

　でも送り主は従い姉と妹このチビちゃんたちでした。

　こうして僕のバレンタインは終わってゆくのでした。

　誕生日に自分でケーキを買って一人で食べた時と同じくらい惨みじめでした。




　教訓！

　余よ計けいな期待はしないこと！




　でも自じ慢まんするわけじゃありませんが僕だってこれまでの人生が全ぜん滅めつってわけじゃありません。

　ちゃんと本命チョコだって貰ったことがあります。

　そう、あれはまだ恐きよう竜りゆうが大地を揺ゆるがしているほど大昔のことです。

　これ以上書くと何か恥はじをさらしているようなので止めときます。




　イラストレーターの宮みや須す弥みさん。今回もありがとうございました。




　それじゃ皆さん、最終巻でお会いしましょう。





引越しの準備に追われる阿智太郎より






　最近のぼやき

　あ～～、日本に帰りて～。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月３日、長野県の秘境にて誕生。恐竜と妖怪と共に歩んだお子様時代を乗り越え、怒濤の高校演劇の世界に足を踏み入れて見事に踏み外す。１９９７年第４回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。シカゴ在住。しかし英語力の乏しさから地獄の苦しみを堪能中。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。『電撃コミックガオ！』誌上に「悠久幻想曲2nd Album」を掲載。ほかに『女神天国』（メディアワークス刊）がある。
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